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序
主.

本稿では、天然記念物の保護活用を図るに当たって、どのような方向性が見られるかについて考察する。

ここに示す方向性のもとで、次項以下に示す各地の事例が現れている。

林

一天然記念物保護活用の方向一

岐阜大学名誉教授・犬山里山学研究所理事長

聞天然記念物保護活用の方向

地域の財産は、住民自らがかかわって守る。

近年多くの地域において、「地域の財産は、自らかかわって守る」という住民意識が定着している。 これは、

行政依存では地域の貴重な財産、とりわけ自然や文化にかかわる財産は守っていけないことを、多くの住民

が理解するようになったことと深く関係している。

自然や文化財産を守ることを、いわゆる「行政サービス」に委ねていたのでは、増加 し多様化する行政需

要の中に埋もれてしまうことに住民が気づいたこと 。 他方行政側も、短期に結果がでず、また「費用対効果」

の計算ベースに乗りにくい自然・文化行政に力点を置けなくなったこと。自然・文化財産は、ひとたび喪失さ

れれば再び元に戻すことができないこと 。 このようなことが、社会的理解と して普及してきたことが重要な

契機になっている。

一言でいえば、「社会にとって必須のものは、自らが直接かかわって守る」という住民活動が定着してき

たといってよい。

1 

守る仕組みづくりに取り組む。

特に天然記念物は、地域固有の財産であり、地域住民が長い間にわたって眺め、かかわってきた存在である。

地域固着の価値、時間的な価値といったものに支えられている価値であるといいてもよい。 したがって、一

般の市民活動のようにイベント的にかかわったり、 一過性の関わりで何かかが実現できるものではない。 ま

して、地域にとって重要な場に生育する場合にはなおさら、地域外のものが簡単には手を出せないものとなる。

地域固着性は、場合によっては閉鎖性につながることもあり、保護や活用を停滞させることになりかねな

い。 この弊を打破するのは、地域組織の動向以外をおいて他にはない。 地域内に置かれている区や町会組織、

神社なら総代会や氏子組織、このような地域組織が有効に動かなければ、持続性をもち、地域に根ざした活

動は形成できない。

近年注目されるのは、概して硬直化していると見なされがちな地域組織が、実に柔軟に自然・文化財産の

保全、活動にかかわっていることである 。 この事例は各地においてみられるが、例外なくいえることは、その

活動が内部から自発的に提起されてきたことである。 行政にはもちろん強制力を発揮する余地はなく、地域

組織もまた同様である。

守る仕組みづくりが、 このように地域内部から編成されてくる契機や動機を十分に理解することが、持続

2 
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的な天然記念物保護活用体制を組みたてていく上で、必須の要件となっているといってよい。

3 正しい知識や技術を学び、実践する仕組みづくり。

天然記念物の保護活用に当たっては、正しい知識や技術を持って当たらなければ取り返しのつかない結果

をもたらす危険が発生しかねない。 住民組織や地区組織内に必ずしも専門家がいるわけではない。 また、随

時専門家に指導を個別に仰ぐことも現実的には不可能に近い。

そこで、中心となる専門機能の充実が急務となる。 これを、各地域独自に組み立てることは、決して容易

ではないだろう 。 したがって、この機能は広域的に編成される必要がある。専門機能を備えた仕組みは、知

識や技術を地域に伝えるだけでなく、必要に応じて地区・住民活動へのコンサルテ イ ングや実地指導機能を

も備えなければならない。

行政が計画を基盤に機能を発揮するとすれば、この専門機能は臨機に作動することが要請される。行政の

仕組みの中では非効率化せざるを得ない部分を、行政の枠外に確立するこ とによ り、現場に即した知識や技

術を適期に地域に伝えることができ、天然記念物の保護活用に係る住民が、正しく有効な成果を習得するこ

とができる。

4 多様な展開を目指す。

天然記念物の「保護」 となれば、どうしても限定的な関与になり、さらに「活用」 となれば必要以上に臆

病になりがちである。 その結果、「敬遠」すべき対象として、 天然記念物は日常から遠ざかる。 保護には目

的がなければならない。そして目的は多くの人が共有する必要がある。そうすると自ずと「目的の多様性」

が温上に載せられることになろう。単一の目的では、多くの人の共感を得ることができず、したがって参加

も得二ることカτできない。

天然記念物・文化財は、社会的財産である。 それは、本来的に 「活用」を内在している。「存在価値」とと

もに 「活用価値」が一体化している、それが文化財の本質である。 人々は、自分との関わりを認めてきたか

らこそ、対象を維持しようとしてきたのであり、自分にかかわる存在としての「財価値」を評価してきたの

である。 普段私たちが接する文化財とは、このように社会にとっての「関係的価値物j であるといってよい。

天然記念物にかかわるきっかけづくりや動機づけを多様におこなうことによ り、その存在や価値に気づく

人たちを増やしていくことができる。 あるいは世代を超えて伝えていく基盤をつく る こともできる。 対象は

ひとつでも、関わり方は無数にある。 永年月を経て形成されてきた天然記念物ならではの世界を、できる限

り 多様に展開すること、それが文化財としての価値を広め、高めていく道筋を切り開く 。

圃各地に見る事例 | 

子どもたちの学習に生かす～愛知県一宮市尾西・富田一里壕

愛知県一宮市尾西（旧尾西市）冨団地区に「冨田一里塚J がある。 美濃路に設置された一里塚で、今も東

西一対の塚とエノキが残っている。 史跡ではあるが、指定要件として塚上に植栽されたエノキが示されてい

る。エノキは天然記念物ではないが、ここでは同等に扱う 。

両側のうち西側のエノキは台風被害を受け、幹裂けと枝折れを起こし、 衰退傾向にあったものを、 5 年前

から本格的な樹勢回復処置を実施し、今では旺盛な成長を見せるに至っている。 裂けて枯死・腐朽した幹部



分も特殊なブレポリマーを使って処理され、安定し

た状態になっている。

このように示せば、「ごく普通の保護事業」の実

行として受け取られるであろう 。 しかし、この事例

における独自性は、保護技術にあるわけではない。

エノキの保護にかかわって、子ども たちに「冨田

一里塚を知ろう」「エノキの保護体験に参加しよう」

と呼びかけ、子どもたち（小学生）の参加の下で保

護活動をおこないながら、郷土の文化を学ぶきっか

けづくりをおこなってきたことに、文化財保護・活

用の貴重な事例を見ることができる。 子どもたちの参加で守る一宮市尾西富田一里塚のエノキ

保護作業の実施に先立つて、 一里塚の意味を伝え、 一対の塚を守り、伝えてきた郷土の誇りを伝え、いま、

子どもたちがかかわることの意義を理解してもらうプロセスを経て、実際の作業を体験する。 樹勢回復作業

の実施に先だ、って、樹木学や樹木医学の知識を平易に解説するプログラムが設定されている。 眼前に江戸時

代から生育するエノキを見ながら、子どもたちは事前学習に聞き入札自らかかわることへの意欲をかきた

てていく 。

作業は幹部の安定化への薬剤浸透作業と、根系育成のための発根促進剤散布の二本立てで構成されている。

いずれも、薬剤・作業工程とも無害なものとして編成されており、子どもたちは安心して実地体験に専念で

きる 。 自分たちの活動が、エノキのいのちを長らえることにつながると話すと、子どもたちの目は輝く 。

一里塚を通じて日本の歴史の一端を学び、エノキを通じて樹木にかかわる知識を少しだけだが学び、使っ

た薬剤等の材料により化学や微生物学の世界を垣間見ることは、子どもたちにとって貴重な体験になってい

る。 2010 年 8 月の夏休み企画の際には、「将来、木を守る仕事をしたい」とまで語る子が生まれるに至って

いる。 また、継続して参加し、 「中学生になっても来ていいですか」 と尋ねる子も出てきた。

地道だが、持続し、多様な知識を伝える中での実地学習は、文化財保護・活用のひとつの、しかし重要な

方向を示すものとして評価できょう 。

2 地区の一体性を築く～愛知県豊川市御油

地域社会が疎遠・無縁化している現在、地区を一体化する鮮をどこに求めるかが課題になっているところ

が多い。 愛知県豊川市御油地区では、史跡・天然記念物の「御油の松並木J の保護・活用を軸に、この課題に

対応している。最古木が 300 年をこえる松並木とマツが植栽されている堤（堤塘）の両方を維持管理するに

は、相当数の人手がいる。

また、樹勢が衰退しているマツ個体には、回復処置のための作業も必要になる。 これには事前診断と実地

技術の習得が必須になる。 さらに全体の保全状態確認のための日常的な見回りも欠かせない。 御油ではこの

課題を、区の組織が中軸になった愛護会組織を立ち上げ、作動させてきた。 教育委員会、専門家の支援のも

とで、愛護会組織は充実した活動を展開している。 区の役員も、任期中だけではなく、その後も自主的に参

加し、蓄積した経験を後発者に伝える役割を果たしている。

特に、毎冬実施される樹勢回復作業は、学びと技術習得とを実践活動の中に組み込んで、実施されてきてお

り、参加者の結びつきを一層に強める基盤となっている。 地区組織と愛護会組織とが一体化していることは、

地縁組織と目的組織とが密接につながっていることを示す。 同時に、天然記念物の存在が地区の一体性・共

同性を高める基盤となっていることをも示す。

3 
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「御油ならでは」 の仕組みかもしれないが、単に一地域の事例にとどめるには惜しい事例といえるのでは

ないか。 地域の料を天然記念物に求める、それで、こそ文化財が地域の財産として根付いていく地平を望める

のではないか。 ところによっては、天然記念物・文化財の存在を迷惑がり、負担から逃れようとする風潮も

見られる現在において、御油の事例はひとつのモデルというよりも、地域づくりへの重要なプロセスを提示

してくれる意義を持っと評価しても過大で、はない。

地縁組織の中に目的組織を埋め込むことができれば、天然記念物の保護活用が、よ り 一層内発的に進むの

ではないだろうか。 そのような期待を抱かせるに十分な質を、私たちは御油の事例に見ることができる。

3 祈りの場の再構築

天然記念物は、多くの場合神社・仏閣にある。 この場所は、地域にとって重要な「祈りの場J となっている。

そこは祖先とのつながりを感じ取り、またふるさとで同時代を生きる住民たちが 「魂」 を共有する場でもあ

る。近年、「ふるさと意識」の希薄化が進行し、それに付随して 「地域の祈りの場」 を守る仕組みも崩壊し

ているところが多くなってきた。

元来、自分たちで守り育ててきた社叢も放置され、顧みられなくなり、何か起こったときにも業者任せに

してしまう事例も増えている。 社叢の管理どころか、 祭りさえもが廃れた地域も増えている。社叢やそこに

生育する「ご神木」の存在は、地域がず、っ と安全な場所であり、 長い間にわたって住民が心身ともに平穏を

f呆ってきたことを物語る。 そこで人々は祈り、連綿とつながるいのちの流れに感謝を捧げてきた。 この場が

放置されることは、地域の過去と現在、そして未来に住民たちが自 ら 目をふさぐに等しい。

巨樹・古木の生立する社叢は、時には地域の 「歴史的・文化的景観」 を形成する核心ともなる。 人々 はそこ

に「心の拠り所」 を求めてきた。 森や樹木を育てる過程に関わり続けることが、自らの「いのちの証」 とも

なってきたのである。 樹木のいのちに自らの齢を重ね、さらにつながって行くであろう世代への願いを込め

て、人々は森と樹木にかかわり続けてきた。

今、この流れを消すまいと力を合わせる人々がいる。 長い間祈りの場となってきた神社の樹木が、ふと気

づく と急速に衰弱している、この木が枯れたら地域の未来はない、 自分たちがすごしてきた歳月も無に帰し

てしまう、その危機感が人々を突き動かせた。 「祈りの場を取り戻そう 」「地域の歴史を語る木を守ろう」「魂

のよすがを失うまい」、このような心が一体となって、「ともに汗を流して」木を守り、育てる行為が根付い

ている。

常滑市多賀神社オガタマノキ

愛知県知多半島に立地する多賀神社、ここに神木オガタマノキ （招魂樹）がある。神社境内の故か、長年

の踏圧が原因で急速に衰弱していた。 救える方法は、まず人手によ り 土壌を改良するしかない。 その処置の

後、根系育成策を講じる、いずれにしても膨大な人手が必要となる。

私が訪れたとき、神社総代たちが待ち受けていた。主力は 「高齢者」に属する人たちであった。 しかし、

「自分たちで守る」という意識は、年齢とは無関係に若々しく、強固であった。 「招魂樹が枯死したら、自分

たちの魂を抱いてくれる木がなくなる」、私はその叫ぴを聞いた気がした。

文化財は、愛情・愛着を持ってしか守れない、これが私の信念である。 木のいのちを信じるからこそ、 木

もまた私たちの心に応えてくれる、私はそう確信している。 多賀神社で、この考えを共有する人たちがいた。

だからこそともに汗を流すことができた。 愛情を持って、丁寧に固 くしま った土壌を掘 り、 衰弱した原因要

素を突き止め、それを取り除いていく、ゆっくりと着実な作業が実を結ぶ、そう信じる仲間たちがいた。



「 3 年間待って欲しい」、私の願いに応えて、毎年同じ作業をくりかえした。延べ人数は見当もつかない。

費用計算もできない。 しかし、結果が注いだ労力と心に比例して、私たちの期待に沿って現れてきたとき、

このような「計算」は無駄となった。「無償の行為」が「無限の価値」を生む、関わった人たちが共有したのは、

この一点であったといってよい。

取り戻した 「祈りの場」、ある年私はこっそりと初詣に多賀神社を訪れた。 人混みに紛れて、生き生きと

働く 「仲間たち」の姿を見た。 力を合わせて再生を願ったご神木を見た。「文化財は、このようにしてこそ

守られるのだ」、私は、至上のお年玉を戴いた気がしていた。

武豊町白山神社クロガネモチ

多賀神社と同じことが知多半島の小さなまち・武豊町の白山神社でも見られる。 ここではクロガネモチが

対象となっている。 ここでは区の役員、神社総代、地区有志が一体となって、クロガネモチの樹勢回復に取

り組んでいる。 初夏の新芽時期と夏の旺盛な成長期の二回にわけで、根系育成と幹部の保全作業に取り組ん

でいる。午前 10 時から午後 3 時過ぎまで、少しの昼休みをはさんでの一日仕事である。 結構きつい作業を

こなさねばならないし、高所作業も必要である。

ふるさとを愛し、祈りの場を尊ぶ心なしに勤まる仕事ではない。しかも連携仕事がほとんどなので、参加

者の意思疎通と協同精神がなければ、仕事がはかどらないばかりか、場合によっては危険が伴う 。

しかし、ここでは 「こともなげに」 すべてが進行する。 道具や機械さえも、「うちに帰って持ってくる」と、

身軽に人々が動く 。それぞれが持つ得意技も生かしながら、私が計画 した作業工程を滞りなく 実施していく 。

「祈りの場を共有するとは、こういうことなのかJ、作業現場に接した人は誰しもがこう思うだろう。そして

そこに「文化」を支える住民の存在を実感するだろう 。

人が文化財を育てる、そして文化財が人を育てる、この関係こそが重要で、ある。 文化財は単なる「実体的

存在」ではない。人が関わってつくる 「関係的存在」である。 現場に接してしか感じ取れない 「真実」 であ

る 。 このことは決して「概念」 ではない。「事実」そのものである。

「祈りの場の再構築」 は、天然記念物・樹木と地域住民とが、いのちと心とを介して結びあうとき可能とな

る 。 「結ぃ」のかたちが、 ここにはっきりと見えてくる。天然記念物の存在は、まさしく「無限の価値」を、

地域にもたらし続ける存在だといってよい。

4 資材と力を寄せ合う～愛知県蒲郡市清田

愛知県蒲郡市清田、ここに「清田の大クス」と呼

ばれているクスの大木がある。里山の丘陵をパック

にし、ミカン畑の中にそびえる姿はまるで小山のよ

うで、遠くからでも視認できる。ミカン畑に固まれ

てきたため、大きな環境変化を受けることもなく、

また丘陵部から流れ来る地下水にも恵まれて、この

クスは大きく育ってきた。

10 年ほど前に枝の先端に少し衰退部分が見られ

るということで、私が診断し、根元を囲っていたコ

ンクリ ー ト製の柵を撤去してからは、特に根の伸長

が見られるようになり 、 樹勢も上向き傾向をたととつ

住民パワーで根元掘削・土壌入れ替え
蒲郡市清田 清田の大クス

5 
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てきた。 しかし、長年にわたり根元まわりの土壌がかまわれることな く経過してきたため、固く締ま り、通

気性・透水性共に悪くなっていたため、近い聞に改良する必要があると私は考えていたが、特段の緊急性も

なかったため、 事業化されることはなかった。

その間も私は幾度とな く このクスを訪れたが、その度に近所の住民から樹勢増進の訴えや、 根本的な土壌

改良への要望が寄せられてきた。 それ程このクスへの思い入れの強い人たちが、地区に住まいしている と い

うことであった。 だから私は、根本的な対策を講じなければならなく なっても、この人たちがきっ と協力し

てくれると確信してきた。

平成 21 年、この地を強力な台風が通過した。大クスも多大の被害を受け、遠目にも嵩高くそびえていた

枝葉が多数引きちぎられ、透けて見えるまでになった。 また、潮風が吹き付けたため、 変色し、しおれ状態

の枝葉も多く発生した。 この状態を憂慮した地元（住民、教育委員会）から、樹勢への影響診断と、 早期の

枝葉の再生策の依頼が県教育委員会に寄せられた。

これまでの経緯と、台風被害の現実とが重なって、いよいよ念願の根本対策、すなわち土壌改良と根系育

成とによる成長力増進策が現実課題になったのである。 この対策により 、 吹き飛んだりしおれ、枯れた枝葉

を早く代償し、以前にも増して樹勢を旺盛にする方針が決定された。 この課題を選択する予備調査の際にも、

多くの住民が立ち会い、協力の申し出があったのは、皆さんが「心待ち」にしていた対策がやっと講じられ

るという期待のためであったと考えてよい。

かくして 2010 年、新葉が展開し、クスが成長過程に入った頃を見定めて、 一斉に作業が開始された。

2010 年 7 月上旬の蒸し暑い 2 日間、大クスの根元まわりの掘削と、粘土質や固結した土壌の撤去・ 改良土

との入れ替え作業が実施された。 もちろん機械力は一切使えないので、ただひたすら手作業である。 全員汗

だくで、しかし 「意気に感 じて」 共同作業をおこなうので、作業の進捗は早い。

改良した後には、 市内で集めた「不要なよしず 」 を敷き詰め、 踏圧防止と、 夏季の乾燥防止に備えた。 不

要なよしずの回収により、経費節減と共に 「 エコ素材の活用 」 を図ったわけである。 まさに「住民主体」で

なければ生まれない方法であった。

作業実施時には、この年の夏が猛暑で、なおかつ極端な小雨になろ うとは予想すらしなかっ たが、 結果的

によしず敷きのおかげで土壌乾燥が防止でき、根系育成と細根発生に と って好適な環境維持ができたのだか

ら、この 「 蒲郡方式」の効果は、絶大で、あったといってよい。 地域住民の「汗を流す 」 はたらきと 、 必要な

資材を不要品回収・利用でまかなう方式が定着していけば、「お金がないから文化財を守れない」などとい

うことは発生しないであろう 。 住民の智恵と労力提供とで守り抜く文化財、蒲郡市清田の大クスはこのこと

を私たちに示しつつ、今日も小山のような姿でミカ ン畑の中に立っている。
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・4島

「名勝j とは、辞書的な定義で「景色のよい有名な所」のように説明される場合が多い0 ＇＂端的にいえば

「名」とは有名であること、 「勝J は景色が勝れているごとで、両者を兼ね備えた場所を指すと考えてよい。
文化財保護法では、「庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとって芸術上又は鑑賞上価

値の高いもの〔第2条第1項第4号〕J と定義されており、さらに特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天

然記念物指定基準において以下のように細分されている。

①｜公園、庭園

②｜橋梁、築堤
③｜ 花樹、花草、紅葉、緑樹などの叢生する場所

④ ｜ 鳥獣、魚虫などの棲息する場所

⑤｜岩石、洞穴
＠｜側、柄、渓流、深淵
⑦｜ 湖沼、湿原、浮島、 湧泉

③｜ 砂丘、砂晩、海浜、島旗、

⑨｜火山温泉
⑩｜ 山岳、 丘陵、高原、平原、河川

⑪｜展望地点

名古屋城二之丸庭園 〔名古屋市〕

木曽川堤（サクラ）〔一宮市 ・江南市〕、 鳳来寺山〔新城市〕

鳳来寺山

鳳来寺山、乳岩及び乳岩l峡〔新城市〕

木曽川 〔犬山市〕、阿寺の七滝〔新城市〕、 乳岩及び乳岩峡

木曽川、鳳来寺山、乳岩及び乳岩峡

鳳来寺山

特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準における名勝の指定基準

県内では、国指定6件（2県以上にまたがるものI、天然記念物との重複指定4） 、県指定5件、市町村指定18

件、合計29件の名勝が指定を受けている。 国指定名勝は、特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念

物指定基準でさらに11の基準に細別されているが、大きくは「人が造り出したも の （人文的名勝） 」 と 「自

然が造りだしたもの（自然的名勝）」に大別することができる。 前者には①と②が、後者には④～⑩が該
当 し、③には両者が当てはまる。 全国では国指定名勝の約半数が庭園であるが、本県では名古屋城二之丸

庭園に限られている。 また、 4件が新城市の旧鳳来町域に集中しており、鳳来寺山以外はすべて自然的名

勝の要素で構成されている。 旧鳳来町を中心とした東三河一帯が中央構造線の交差する地質・鉱物の宝
庫であり、特徴ある自然的景観を形成しているためである。 また、河川の名勝指定は全国で木曽Jll l件の

みである。

県指定名勝に明文化された指定基準はないが、内々津神社庭園 〔春日井市〕、蓮華寺庭園〔あま市〕、満

光寺庭園〔新城市〕の3件は①に、八橋伝説地 〔知立市〕は③に、北設山岳公園岩古谷山〔設楽町〕 は⑩

に該当する。 市町村指定について国と同様の指定基準をもつのは豊田市のみであり、あとは例示するに
すぎないが、冨賀寺庭園〔新城市〕など2件が①に、桜淵〔新城市〕 など3件が③に、目鼻石 〔瀬戸市〕な
ど2件が⑤に、大滝 〔豊田市〕 など12件が⑥に、明神山 〔東栄町〕 I件が⑩に、旧 「年魚市潟」展望地 〔名古

屋市〕など4件が⑪に概ね該当する（複数の基準に該当する ものがある） 。

また、平成21年（2009）、本県初の登録記念物（名勝地）と して鶴舞公園 〔名古屋市〕が登録された。
記念物の登録制度は、将来的に極めて重要な価値を持つ可能性のある文化的資産のうち、価値評価が定着

しないまま致損・滅失の危機にあるものについて沿その価値が詳しく調査されないまま消滅すること を防

ぎ、緩やかな保護措置のもとに継承していくためのもので、主に近代に属するものが対象とされている。

鶴舞公園は登録基準のうち 「造園文化の発展に寄与しているものJ に該当している。

（洲寄和宏：愛知県教育委員会）



鶴舞公園

鶴舞公園の全景

指定区分 ：登録記念物（名勝地関係）（平成21年7月 23 日登録）

員数、指定面積 ： 222,888.24rrl 

所 在 地 ：名古屋市昭和区鶴舞一丁目 101香ほか

所 有 者 ：名古屋市

管 理 者 ：（財）名古屋市みどりの協会（指定管理者）

保護活用にかかる事業費 : 173,567,000円 （単年度）

保護活動実施期間 ： 通年

補助金 ：

委託団体 ：一

保護・整備の報告書 ：

条例・規則 ： 都市公園法

名古屋市都市公園条例

公開状況 ： 随時見学可能

交通手段 ： JR中央本線「鶴舞」下車すぐ

地下鉄鶴舞線「鶴舞」 下車4番出口ほか

連 絡 先 ：干466-0064 名古屋市昭和区鶴舞一丁目 1 168 

緑化センター 電話： 052-733-8340 

名古屋市
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概要、登録理由 ：

( 1 ）概要

鶴舞公園は、当時の名古屋市街地の東部田園地を埋め立てて設置された名古屋市初の市立公園として

明治42年11月 19 日に開園した。

名古屋開府300年を記念した第10回関西府県連合共進会の会場として整備が続けられ、会場の玄関には

古典的円堂形式の噴水塔で飾られ、明治43年3月から6月の90日間の会期中に延べ260万人が来場し大盛況

となった。

共進会閉幕後、日比谷公園を設計した東京帝大の本田清六を設計顧問に迎え、全体設計を名古屋高等工

業学校教授の鈴木禎次が担当して、共進会会場に建設された噴水塔、奏楽堂などを取 り 込んだ公園の再整

備が始まった。日本庭園部分の築造は、松尾流の宗匠松尾宗吾と裏千家の茶人村瀬玄中に依頼し、大正9

年頃にほぼ完成をみた。

大正年間に市立動物園、市立名古屋図書館も併設され、更に昭和3年に普選壇が、昭和5年には市公会堂

も建設され名実ともに名古屋市の中央公園として姿を整えた。

市立動物園は、昭和12年に東山公園へ移設され門柱のみ残る。 さらに第二次世界大戦で聞天閣や茶室

なとマの施設を失ったが、当時の様式や施設の多 くを今に伝える歴史的にも貴重な都市公園といえる。

鶴舞公園開園100周年となる平成21年に、愛知県では初めてとなる登録記念物 （名勝地関係） に登録さ

れた。

(2）特徴

明治の欧化思想の影響を受け、近代イギリス式の洋風庭園と回遊式日本庭園を併せ持った名古屋市初

の総合公園である。 庭園の東西中軸線上に、ローマ様式の大理石柱に岩組みを組み合わせた和洋折衷の

鶴舞公園全体図

構成要素位置図
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番号 ｜ 構成要素名
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③ ｜鶴 lマ 亭
④ 1 1自動物園跡 （門柱〉
⑤ ｜紋の 池
⑥ ｜胡蝶ヶ 池
⑦ ｜鈴菜 橋
⑧ ｜竜ヶ 池



大噴水や、イタリアルネッサンス風の建物で細部にアールヌーボーのデザインを施した奏楽堂などの建

造物を配し、南西部には大運動場（後に陸上競技場となる）を備えている。

圏内には四季折々の花井草本類のほか、公園以前から生育していると推察されるアカメヤナギの大木

や関西府県連合共進会開催時に植えられたという樹高2lm を超えるセコイアメスギ等の大樹もみられ

る。

鶴舞公園は近代的な庭園を目指しながらも日比谷公園で実現できなかった伝統的な日本庭園を取り込

むという設計顧問本多清六の意図が的確に表現された公園である。

(3）登録について

登録理由：明治の欧化思想、の影響を受け、整形式の洋風庭園と回遊式の日本庭園を併せ持った名古屋初の

総合公園。 明治43年の第10回関西府県連合共進会の会場として利用され、その大都市名古屋の

中央公園として発展しながら、当時の様式や施設の多くを今に伝えており、造園史上の意義が

深い。

構成要素：登録文化財の構成要素として以下の 8 ヶ所がある 。

①噴水塔： 明治43年におこなわれた第10回関西府県連合共進会の正面広場を飾り、鶴舞公園のシンボル

となっている。 設計は鈴木禎次、ローマ様式の大理石柱に岩組みという和洋折衷式である。 地下鉄3

号線工事のため一時撤去されたが昭和52年に復元、昭和61年市文化財（建造物）指定。

②普選壇：普通選挙 （大正14年施行）を記念した野外劇壇。 設計は日比谷公会堂などを設計した佐藤

功ーが担当し、昭和3年建造された。 昭和61年市文化財（建造物）指定。

③鶴々亭：昭和3年に鶴舞公園一帯で御大典奉祝名古屋博覧会が開催され、名古屋材木商工会が参考館

として出展した茶席で、最高級品の木曽槍材が使用されている。

④旧動物園跡（門柱） ：大正7年私営浪越動物園より寄贈を受け、昭和12年に東山に移るまで私立動物園

が設置されていた。面積1.2ヘクタール、 250種800点の動物が飼育された。

⑤秋の池：明治43年の共進会終了後に造られた池。 当時の設計では竜ヶ池、胡蝶ヶ池から秋ノ池へ、そ

の後、春の池、夏の池へと水を流す予定で、あった。

⑥胡蝶ヶ池：明治43年の共進会にあわせて造られた池で蝶が羽を広げた形をした、廻遊式日本庭園の中

心に位置付けられる。 戦後ベビーゴルフ場になっていたが昭和30年に復元された。

⑦鈴菜橋：明治43年の共進会時から廻遊式日本庭園の入口となっていた橋。 当初は純日本式の木造太

鼓橋であった。 戦後進駐軍による接収中に取り壊されたが、昭和30年鉄筋コンクリート橋として復

元された。

⑧竜ヶ池：濯蹴用のため池であったものを、日本庭園の修景池として、ボー ト乗りの池として残された

もの。

保護の方法：本市を代表する都市公園として、現状を基本として良好に保存管理する。

活用、普及事業：都市公園として市民に親しまれている。

課 題：登録に際して除外した部分については、将来的に除外要件が無くなった時点で追加登

録する方針である。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

平成16年度 文化財保護法改正、記念物の登録制度ができる。

平成17年度 文化庁からの登録記念物の候補照会に対して、鶴舞公園を提出する。

平成21年1月 文部科学大臣あて意見具申

平成21年5月 15 日 文化審議会答申

平成21年7月 23日告示

11 
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専門委員会と職員体制：専門委員会はなし

指定管理者の職員体制（所長 l 、課長 2 、主査 1 、主事 5 、技師 1 、臨職 3 )

現在の管理体制：指定管理者（上に同じ）

噴水塔

胡蝶ヶ池

鶴々亭

竜ヶ池



木曽川堤（サクラ）
指定 区 分：国指定名勝及び天然記念物 （昭和2年8月 11 日指定）

員数、指定面積 ： 1、木曽川左岸二線堤のうち延長約9kmの区間

所 在 地 ：江南市草井町～ー富市北方町

所 有 者 ： 国土交通省

管 理 者 ：愛知県（管理団体）

保護活用にかかる事業費 ： 2,535,000円（愛知県：平成

22年度天然記念物樹勢回

復事業の例）

補 助 金 ： 1 ,260,000円（平成22年度国

庫補助）

委託団体：－

一宮市・江南市

保護・整備の報告書：愛知県教育委員会2010 『国

指定名勝及び天然記念物

木曽川堤 （サ クラ） 樹勢

調査報告書』
開花期の木曽川堤 （サクラ）（平成22年3月 ）

条例・規則 ： －

公開状

交通手

連絡

況：随時見学可能

段：名鉄一宮駅前パスターミナル ・JR尾張一宮駅前からパス利用

先：干460-8534 名古屋市中区三の丸3丁目 1番2号

愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室 電話052-954-6783

概要、指定理由 ：

( 1 ）指定概要

木曽川堤（サクラ）は、江南市草井町か ら一宮市北方町まで、約9kmにわたる木曽川の堤防上に植栽さ

れたサクラと堤防のことをいう 。 この堤防は、 別称 「御囲堤（おかこいづっみ）」 と呼ばれ、徳川家康の

命により慶長13年（1608）から同14年（1609）の2年間でほぼ完成した、現在の犬山市から弥富市に至る

木曽川左岸の約47kmにお よ ぶ長大な堤防の一部である。

13 
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サクラが植栽されたのは明治18年（1885） のことである。 前年の洪水で損傷を受けた堤防が補修され

る際、当時の愛知県知事勝間田稔の要請に応じた地元有志により苗木が寄付され、堤の両側に植樹された

ことに始まる。その後も度々補植が行われることで徐々 にサクラ並木としての景観が整えられ、開花時

の景観とサクラ並木としては他に類を見ない樹種（エドヒガン・シダレザクラ・ヤマザクラ）の貴重さか

ら昭和2年（1927）に国の名勝及び天然記念物に指定された。

(2）木曽川堤（サクラ）の現状

木曽川堤では、指定当時約1800本を数えたサクラも枯損と度重なる開発行為で失われ続け、平成11年

(1999）の調査記録では一宮市で417本、江南市で247本にまで減少していた。

一宮市域のサクラ並木は、平成13年（2001）に実施された補植事業により往時の姿を取り戻しつつあ り 、

市により維持管理が行われているが、老木の衰弱等検討すべき課題もある。 また、江南市域では指定種が

激減する一方、地元愛好家らの手により植栽されたソメイヨシノが大幅に増加し、市教育委員会及び管理

団体である愛知県も現状を具に把握できなくなっていた。

愛知県教育委員会（以下「県教委」）では、木曽川堤 （サクラ） 全体の現況を詳細に把握し、今後の保護・

管理に活用するため、平成20～21年度の2か年で、緊急調査を行った。 この調査でサク ラの総本数が1417本

であることが確認されたO 全体の本数ではかなり増えたようにみえるが、エ ドヒガン・シダレザクラ・ヤ

マザク ラの3種の合計は780本に過ぎず、本来の指定種数では最盛期（約1800本） の半分に満たない。 さ

らに指定種の9割以上は一宮市に偏在しており、江南市域の指定種はわずか56本しかない。 指定種が失わ

れた空隙はソメイヨシノが主体の一般的なサクラ並木となり、文化財としての価値が損なわれているの

が現状である。

樹種 一宮市 古木 H13 補植木 江南市 合計

エ ドヒガン 411 158 253 19 430 

シダレザクラ 212 80 132 23 235 

ヤマザクラ 101 30 71 14 115 

ソメイヨシノ 97 97 。 487 584 

オオシマザクラ 1 1 。 30 31 

カスミザクラ 16 1 15 4 20 

ヤエザクラ 1 。 1 2 

合計 839 367 472 578 1417 

木曽川堤（サクラ）の樹種別本数（網かけは指定種）

保護の方法：

( 1 ）日常の保護・管理体制と関係機関の連携

木曽川堤（サクラ）の管理団体には愛知県が指定されているが、実情として、 臨時的な勇定・施肥以上

の維持管理行為は実施してこなかった。 一富市は指定地内のサクラに対する維持管理を行っており、例

年勇定・木質強化措置・施肥等の作業を実施してきた。また、江南市は平成21年度に、ソメ イヨ シノを含む

サクラの支障枝の弟定作業を実施した。

指定地は木曽川の二線堤であり 県道・市道と しても活用されているので、 その維持・管理には多 くの行

政機関が関わっている。 そのため、県教委は平成16年（2004） に 「木曽川堤（サク ラ）関係担当者連絡会 （以

下「担当者連絡会」） 」 を組織した。 担当者連絡会は、年1回の全体会と事案の発生に応じて臨時に招集さ

れる部会で構成されている。 これにより現状変更協議を含む関係機関の連絡調整が円滑化し、堤防の治

水機能と道路交通の安全性を確保しながら 、 関係機関の総合的判断に基づくサクラの保護・管理活動を実

施する ことが可能になった。

また、現在まで保存管理計画が策定されていないが、担当者連絡会を通して 『保存・管理マニュアル』

がまとめられ、文化庁の指導助言を経て運用されている。 このマニュアルで、は各関係機関の立場と維持



対象 立場 国 県 宮市 江南市

堤防 所有・管理者 国交省木曽川上流河川事務所

県道管理者 一宮建設事務所
道路

市道管理者 維持課 土木建築課

緑地 緑地管理者 まちづくり諜

所有者 国交省木曽川上流河川事務所

文化財 補植サクラ所有者 公園緑地課

（サクラ） 管理団体 愛知県

所管機関 文化庁 教育委員会 教育委員会 教育委員会

木曽川堤（サクラ）の関係機関とその立場

管理上の役割分担、現状変更手続き等が明らかにされており、これらの機関が保護・管理に関する共通認

識を形成し、連携して維持・管理を行うのに役立つている。

(2）保護・回復事業の実施

調査事業 木曽川堤（サクラ）については、平成11年（1999）以降指定地全域の調査情報がなく、今後

の保護・活用のため最新データの収集が必要であった。県教委では文化庁の指導の下、有識者と関係機関

からなる「木曽川堤（サクラ）保存管理検討委員会（以下「検討委員会」）」を設置して検討を行い、平成

20・ 21年度事業（国庫補助事業）として現況調査を行った。サクラの位置・本数・樹種・樹勢等基礎的情報と、

保存管理上の総合的判断に必要な情報（道路交通・家屋への支障状況等）を収集し、データベース化して

一覧表にまとめ、それを基に基本台帳を作成した。 さらに、 GISによる台帳参照システムを構築し、今後

の維持管理に活用できるようにした。 これらの結果を取り まとめ、平成22年（2010）に 『国指定名勝及び

天然記念物木曽川堤（サクラ）樹勢調査報告書』 を作成し、調査成果を公表した。

樹勢回復事業 県教委では調査事業の結果に基づき、木曽川堤 （サクラ）の再生・保護・活用を促進する

ことを目的に、平成22年（2010）から「天然記念物

樹勢回復事業J （国庫補助事業）を開始した。本事

業は県教委直営事業と委託事業で構成されている。

直営事業では、愛知県立稲沢高校（以下「稲沢高

校」）の協力を得て、 サクラの生育環境整備・不定根

の育成・施肥・病虫害抑制等の現地作業を行う 。 樹

勢回復作業として、本来なら根系の土壌改良が有効

だが、堤防の掘削は治水上実施が困難で、ある。 不定

根法は、樹幹から発生させた根（不定根）を成長さ

せて土壌まで誘導し、水分・養分の供給を増すこと

で樹木を再生する方法である。

また、委託事業では「検討委員会」の指導の下、

処置が必要と判断されたサクラについて、順次、今

後の適切な維持・管理が可能なように算定・腐朽防

止措置・施肥等を業者委託により実施していく 。 ま

た、直営事業・委託事業の作業及び経過観察記録を

既存の管理台帳へ追記し、サクラの管理履歴の保存

を図る。

補植事業 堤防という立地上、木曽川堤では新

規の植樹が難しい。 しかし、サクラ並木再生を願う

市民の強い要望を受け、一宮市は市制80周年記念事

稲沢高校生徒による樹勢回復作業（不定根法）

二世工 ドヒガン（写真左手前） と古木（写真中央奥）
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業として「木曽川堤桜二世植樹祭」を実施した。市は公園緑地課・教育委員会が連携して計画を立案し、

関係機関と協議・調整を行った。平成8 年（1996）に10000 粒の種子を採取・播種し、翌年から4年をかけ

て苗木を育成した。成長した苗木のうち543 本が、平成13 年（2001) 10月に二世サクラとして市民の手

により植樹された。二世サクラについては一宮市が所有者として河川敷地の占有許可を受け、維持管理

の責を負っている。 以後10年が経過し、約1割が何らかの原因で枯れてしまったものの、残りのサクラの

生育は順調で、平均樹高はSmを超え、エドヒガンやヤマザクラで、は樹高Sm台にまで成長したものもある。

今後のサクラ並木の充実が期待される。

活用普及事業：

樹種銘板の設置 県教委の調査で、指定地内にある全てのサク

ラの樹種が確認され、管理番号が付与された。 一宮市ではプラス

ティック製の樹種銘板が装着されていたが老朽化したため、調査を

契機に一宮市教委は銘板の更新を計画し、江南市教委も新規作成を

決めた。樹種銘板作りは地元小学校6校の協力を得て、児童の手で

行われた。児童らは杉材の樹種銘板に樹種ごとに決まった色で管

理番号と樹種名を書き込み、一部の樹名板については児童が自らの

手で樹名板の取り付け作業を行った。サクラ並木に自分で、作った

樹種銘板が取り付けられることで、子供たちが木曽

川堤 （サクラ）に関心と愛着を抱き、今後の保護・活

用に積極的に参加してくれることが期待される。

「自然観察会」・「保護体験講座j の実施 県教委

は普及啓発事業として、サクラの観察や樹勢回復作

業を主な内容とする「自然観察会」（平成20 ・ 21年

度）と 「保護体験講座」（平成22年度）を実施した。

この事業では計画段階から稲沢高校の協力を得た。

また、事前の広報活動や当日の会場使用等につい

て、 一宮市・江南市両教委と一宮市公園緑地課から

多大な協力と配慮を受けた。

地元小学生の作った樹種銘板

平成20年度自然観察会

当 日は稲沢高校教諭が講義と実技指導を行い、稲沢高校環境デザイン科生徒が作業を補助した。参加

者はサクラを観察し、周囲の清掃活動を行った後、不定根法による樹勢回復作業を体験した。

参加者には毎年参加してくれる方々もあり、事業に対する真撃なご意見もいただいている。地域住民

のサクラ保護に対する関心の深さ・意識の高さを痛感するとともに、それを今後の保護・活用に結びつけ

るためにも、普及啓発事業を続行する必要を強く感じている。

整婿・活用の課題：木曽川堤（サクラ）の現状と保全・活用に係る経緯及び実施状況について述べてきた

が、紙数もあり、すべてを報告し尽くしたとは言いがたい。 特に日常の維持管理については、突発的な事

故・自然災害もあり、関係機関の聞の車L擦も解消されたとは言い難く、試行錯誤は続いている。 しかし、多

くの人出でにぎわう開花時に現地を訪れると、木曽川堤（サクラ）程活用されている文化財は他にない

のではないかとの思いを抱く。地域住民には身近な存在であるが、民間・行政を問わず文化財としての価

値が広く認められ、保護・活用に対する共通理解が形成されるためには、木曽川堤（サクラ）についての

情報を広く効果的に発信し続けることが必要で、あり、その手法をさらに追求しなければならない。 最終

的には地域住民による積極的な保全・活用が図られることこそ理想であるが、その段階に至るまで、行政

の役割は重く長期にわたるものとの覚悟が必要である。



内々神社庭園
指定 区 分 ：県指定名勝（昭和42年 8 月 28 日県指定、昭和58年 3 月 30 日追加指定）

員数、指定面積 ： 5316.54rrl

所 在 地 ：春日井市内津町

所 有 者 ：宗教法人内々神社

管 理 者 ：宗教法人内々神社

保護活罵にかかる事業費 ： 362,000円 （単年度）

保護活動実施期間 ：通年

補助金： 50,000円

講議 団体：内津区 ・ 内々神社文化財

保存会

保護・整備の報告書 ：春日井市教育委員会『内々

神社庭園現況調査報告書

(2009H 

条例 匝 規則：－

公開状況：随時見学可能

庭園の遠景

春日井市

交 通 手段： J R中央線高蔵寺駅から名鉄パス「内々神社J 行きで 「内々神社」下車すぐ。

駐車場有。

連 絡 先：〒480-0301 春日井市内津町24番地

内々神社電話：0568-88 0553 （日曜日のみ）

〒486-0913 春日井市柏原町1-97- 1

春日井市教育委員会文化財課電話： 0568-33-1 113

概要、指定理由 ：

( 1 ）立地

内々神社庭園は、愛知県春日井市の東北端、岐阜県多治見市との県境にある内津峠の西南、県道内津勝

川線（旧国道19号）沿いに位置する。約400m北には中央自動車道、 lOOm北には国道19号が通り、山々

に固まれた、急傾斜地に面した谷地にある。

庭園周辺は、愛知高原固定公園に含まれ、東側の山腹には東海自然歩道が南北に通っている。

(2）指定理由

内々神社庭園は、内々神社社殿の裏側にあり、南北朝時代の名僧、夢窓疎石（国師）によって作庭され

た回遊式林泉型と伝えられている。

神社の裏山には自然の岩が巧みに取り入れられ、三大巨石、特に中央の天狗岩が高くそびえ、影向石（神

仏が来臨して一時姿を現す石）をなしている。その下に丸池が掘られ、出島 ・ 中島があり、石組み ・庭樹の

茂みなど山の斜面や池畔を美しく飾っている。

(3）歴史的記述

古くは、秀吉が朝鮮出征の折、この庭園から杉木7本を伐採し、軍船の帆柱にしたと伝えられている。『太

閤記 名護屋の陣』には、 「庭前おのずからなる岩帽を用い自然の美景さらにいわん言の葉もなし。尾

州内津虎渓の山水もこれにはいかで、増らじと思う」と古くから記述が残されている。また、名古屋の俳

人横井也有が［鶏衣』の中の「内津草」に記しているように度々訪れていたようである。庭園右手山腹

には「すみれ塚」として句碑が建てられている。

17 
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(4）庭園の概要

本殿の北には南北約25m、東西約15mの池

とその周囲を石組等で修景された庭園が広

がる。 池庭は、護岸に多少の入り組みを持ち

ながらも全体としては南北に長い楕円形状

であり、中島を一つ配している。

本殿背後には池の南側護岸に据えられた

厚みのある礼拝石と中島、 そ して池中の立石

（岩島）である。

その姿が近景の大きな見所となっ ている。 庭園の中島

中島の護岸は比較的小さな石で組まれ、島上のいくつかの石の天端が水平に据えられることによ り、一定

のリズム感と緊張感を感じさせる。 池の周囲に園路が設けられて回遊できるよう になっている。 中島に

は西側から木製の板橋がかかり島に渡ることができ、池の東南端にも板橋がかかってお り、回遊園路につ

なカまる。

池庭の東側には、山が迫り 、 北東には天狗

岩と呼ばれる岩盤がそびえ、その足元には巨

石群が広がる。 池の北には土塁が見られる。

西は池から 3 ～ 7m離れたところに幅約 3

mの内津上町川が流れる。 北東部に山が迫

り急傾斜地の狭間に位置するため、庭園の景

観は立体的で、力強く感じられる。 庭園全体

は、池庭ゾー ン、天狗岩及び巨石群ゾーン、背

景林ゾー ンと 3 つのゾーンで構成されてい

る。

庭園の巨石 池庭の北端の護岸からは、北東約20mの位

置に天狗岩があり、天狗岩の庭園に面し垂直に近く 岩盤が立ち上がる。庭園から見て天狗岩の最初の頂

点の高さは約38mあり、そこから北東へ露岩部はいくつかの塊となってさらに高く 続く。

現在はコケ、かん木等の植物が岩肌に繁茂し、また手前に樹木が生い茂っているため、池庭側から見る

と岩盤の気配を感じることができる。

保 護 の方法：年2回、春と秋に樹木勇定を行い、下草刈 りや清掃等については、内津区及び内々神社保

存会によ って常時行なわれている。

活用普及事業：春に内津文化財祭を開催している。

課 題：高齢化により、日常の管理が困難になってき ている。

秋の内々神社 雪の庭園風景 秋のすみれ塚



冨賀寺庭園
指定産分：市指定名勝（昭和61年 6 月 6 目指定）

員数、指定面積 ： 768. zm 
所 有 者 ：宗教法人冨賀寺

管 理 者 ：宗教法人冨賀寺

保護活用にかかる事業襲 ：平成21年度事業費2,968,350円

保護活動実施期間 ：平成 2 年度

（南側枯れ滝部分修復、乱杭整備）

平成20年度（植栽整備）

平成21年度

（北側枯れ滝修復、乱杭整備等）

補助金：

詰負団体・業者：日本庭園研究会 北側枯滝石組

保護・整備事業に関する報告書：吉川功 1992 「冨賀寺庭園の枯滝石組」『庭研J 第277号 等

条例・規則： －

公開状況：入場料／無料

交通手段：JR飯田線野田城駅下車徒歩 85分

JR飯田線新城駅下車新城市Sパス栄町～中宇利下車徒歩 5 分

主要地方道豊橋新城鳳来線沿い

連絡先（間合せ先） ：干 441 -1392 新城市字東入船 6 1 

新城市教育委員会文化課電話：0536-23-7655

概要、指定理由 ：

新城市

庭園の作庭家及び築造年代は明らかではないが、客殿及び山門が元禄 5 年（1692）の建立であること

や客殿から燈龍への踏石や客殿からの降り口等の様から江戸時代初期と推定される。

池を中心として、中島、石橋、歩石、築山、滝石組などから構成され、この時期の作庭様式の典型を表わす

価値が認められ、客殿からの観賞に優れた池泉庭園である。

保護の方法：檀家らによる草取り等の日常管理を実施している 。

活用普及事業： －

課 題：庭園の価値を分かり易く伝える手段を検討中。

庭園の遠景
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杜若池
指定区分：市指定名勝（昭和40年 1 月 1 日）

員数、指定酉積：約300ぱ

所 在 地：知立市八橋町寺内

所 有 者：無量寿寺

管 理 者：知立市

保護活用にかかる事業費：平成21年度事業費 4,000千円（概算額）

保護活動実施期間：平成21年度4月 1 日～平成22年3月 31 日

補助金： －

委託団体：各種団体・業者

保護・整備の報告書：

条例・規則： －

公開の状況：随時見学可能

交通手段：名鉄三河線三河八橋駅下車、徒歩5分

連 絡 先： 〒472-0053 知立市南新地二丁目3番地3

知立市教育委員会生涯学習課電話：0566-83-1133

概要、指定理由 ：

知立市

無量寿寺の庫裏座敷前にある心字池の杜若池は、八橋売茶翁が文政年中（1818 - 1829）に、以前からこ

こにあった池や庭を煎茶式に改造したものといわれている。 この庭の特色としては、回遊式、借景式、刈

込式、川玉庭の形式をとった庭園である。

保護の方法：植替え、施肥、草取り、施設維持管理、清掃等

活用普及事業：かきっぱたの開花時期となる4月 27日から5月 26日にかけて、知立市、知立市観光協会主

催で史跡、八橋かきっぱたまつりを実施し、期間中、かきっぱたを写す会や茶会など各種

行事を実施している。 また、観光ガイドボランティアによる同所及び周辺の史跡等の

ガイ ドをおこなっている。

課題： －

社若池



蓮華寺庭園
指定区分：県指定名勝（昭和40年5月 21 目指定）

員数、指定面積： 1.479.Zm'

所 在 地：あま市蜂須賀大寺

所 有 者：蓮華寺

管 理 者：蓮華寺

保護活用にかかる事業費：清掃、除草、勇定費等年間費用は蓮華寺で対応

保護活動実施期間：平成2年9月 20日（台風19号による傾木被害の修復）

平成5年11月頃（樹木の白アリ駆除、被害部分他修復）

補助金：

請負業者、委託団体：蓮華寺庭園保存会

事業報告書：愛知県自然環境保全地域 「蓮華寺寺叢」

平成7年3月愛知県

条例 ・ 規則：

公 開 状 況：常時非公開（蓮華寺へ直接申込をすれば可能）

交通手段：名鉄津島線青塚駅下車、北へ徒歩10分

連 絡 先 ： 'T'490 1292 あま市花正七反地1番地

あま市教育委員会生涯学習課文化振興係

電話052-442-8522 美和歴史民俗資料館内

概要、指定理由 ：

あま市

県指定天然記念物

カヤの木 （中央奥）

蓮華寺寺院に面する庭園は、愛知県指定名勝に指定さ

れ、その庭園の中に愛知県指定天然記念物の樹齢400年と

いわれるカヤの木（昭和33年指定）が生い茂り庭園のシ

ンボルツリーになっている。 さらに北一面は、愛知県自

然環境保全地域第1号の指定（昭和50年）を受けている 。

庭園の中央に池を配置し、その北に北東から西南に高さ 1

mから3mの5つの築山を配し、池の東北から堀川を導き、

1枚岩の橋を架けている。 往古は西方に養老の山脈や伊

吹山を望遠出来たと思われる。 この庭は石組をほとんど

用いず、無技巧を特色とし、今なおよく原形をとどめてい

る。 様式上、室町時代以前に遡ることの出来る県内でも

類例の少ない古式の庭園の1つとされている。

蓮華寺庭園 （西から東を望む）

保護の方法：蓮華寺により清掃、除草、男定が行わ

れ、日常管理がされている。

活用、普及事業：－

課 題：公開に関 しては監視が必要となる。書

院から拝観となれば、家人がつかなけ

ればならない。 遊歩道はなく、大勢の

散策となれば踏み荒らされる心配も

ある。
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鳳来寺山

鳳来寺山と山を代表する鏡岩 （扉風岩）

指 定 区 分：国指定名勝・天然記念物（昭和 6 年 7 月 31 日指定）

員数、指定面積： 1,257,663ぱ

所 有 者 ：宗教法人鳳来寺、宗教法人東照宮

管 理 者：宗教法人鳳来寺

保護活用にかかる事業費：平成21年度 事業費 生281,000円（落石防護網の更新）

平成22年度事業費 3,832,500円（災害復旧 （倒木等処理））

保護活動実施期間：山内に東海自然歩道が設定されているため、パ トロール員が通年で

見回り等を実施している。

平成21年度（落石防護網の更新） 12月～ 3 月

平成22年度（風倒木の処理） 7月～ 9 月

補 助 金：地域活性化・経済危機対策臨時交付金、国宝重要文化財等保存整備費補助金

請負団体・業者：地元等の専門業者

保護・整骨事業lこ関する報告書 ：

条例・規則：自然公園法（天竜・奥三河固定公園）

公開状況：常時、見学可。

鳳来寺山パ｝クウェイ駐車場利用の場合は、駐車料金が必要。

交通手段：東名高速道路 豊川LCより国道151線を北上し、 60分

連絡先（問合せ先） ：干441-1392 新城市字東入船 6 -1 

新城市教育委員会文化課電話：0536-23-7 655 

新城市



概要、指定理由 ：

“ブッポウソウ”と鳴くコノハズクの声を聞くことのできる鳳来寺山は、奥三河に分布する鳳来寺山旧

火山群の最南端に位置し、標高は695m を測る。名勝指定当時は、 「砂岩、泥灰岩ノ塁層ヨリ成レル第三紀

新層ノ上ニ噴出セシ石英組面岩ノ塊状火山」といわれていたが、その後の研究によって「火山には間違

いないが火山活動以後 1 千万年以上経過しており、火山特有の山形は全くなくなっているので塊状火山

（または鐘状火山）とはいえない」とされている。地殻の変動と風化浸蝕作用によって原形を失い、現在

の険しい岩山になっているが、その特異の山容は古くから信仰の対象となり、人為的な改変をほとんど受

けぬまま豊かな自然が残され、多くの伝説や文学作品が生れている。また、浸食された岩盤の急斜面に樹

齢数百年を経た杉の巨木が多数林立して、荘厳な景観を形成しており、指定地内に所在する鳳来寺、東照

宮の寺域、神域として、自然的景観が良好な状態で保持されており、昭和44年には天竜奥三河固定公園に

も指定されている。

保護の方法： －

活用普及事業 ：鳳来寺山の山麓に位置している鳳来寺山自然科学博物館では、予約制による通年のガ

イドツアーを実施。

このツアーは鳳来寺山の地質（鉱物）、動植物などの自然を観察しながら、四季の自然

を通じて、博物館学術委員や学芸員等が講師となり鳳来寺山の自然や楽しさ、魅力を

知ってもらうために行っている。

課 題：山内の樹木が成長して古木や高木化しているため、早期の指定地内の保存管理計画の

策定が必要で、あると考える。

ガイドツアーの様子（初夏の生き物） ガイドツアーの様子 （地質と岩石）
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石 設楽町

指定亙分：県指定名勝（昭和30年 5 月 6 目指定）

員数、指定面積：標高800m

所 在 地：設楽町荒尾・和市・平山

所 有 者：設楽町

管 理 者：設楽町

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間 ：通年

補助金：－

委託団体： 一

保護・整備の報告書： 一

条例 ・ 規則：

公開状況：随時登山可能

交通手段：基幹パス東栄設楽線岩古谷下車

連 絡 先： 干441-2301 北設楽郡設楽町田口字辻前14

設楽町教育委員会 電話： 0536-62-1105

概要、指定理由：天竜・奥三河固定公園の代表的名勝地である。 標高800m、主として石英安山岩よ りなる

一大巌塊である。 暖地系のカゴノ キ・オオツヅラ フジが繁茂し、また、寒地系のイワシヤ

ジン ・ コメツガ等があり、寒暖両系の植物が接触して見られ、頂上付近には植物の種類も

豊富で、、植物分布の上からも貴重な地域である。

保護の方法：東海自然歩道の経路となっており、パトロール員が、登山道の補修・清掃活動等を行っ

ている。

活用普及事業：東海自然歩道の経路として P R 

課題：

岩古谷山頂眺望
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岩古谷山遠景

岩古谷山頂眺望



ったの淵
指定区分：町指定名勝（昭和44年12月 21 日指定）

員数、指定面積：周辺一帯

所 在 地：東栄町大字本郷及び下回

所 有 者：国土交通省（河川敷）

管 理 者：国土交通省（河川敷）

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間：指定後、特別な保護措置はとっていない

補助金： －

請負団体： 一

保護・整備の報告書：

条例・規則： 一

公開状況： －

交 通 手 段： J R飯田線東栄駅下車、町営パス利用とうえい温泉下車、徒歩3分

連 絡 先：干449 0214 東栄町大字本郷字大森 1

東栄町教育委員会社会教育係電話：0536-76-1266

東栄町

概要、指定理由 ：町の中央部を西から東へ流れる大千瀬川流域のほほ中程にかかる滝で、差別浸食によ

るもの。 幅30mの川幅一杯に流れ落ちる様は実に壮観で、、「奥三河のナイアガラ」の

異名がある。

保護の方法：隣接する「とうえい温泉」を管理運営する「とうえい」により周辺の除草・清掃など

の環境整備を実施している。

また、町により滝の展望台と夜間照明（ライトアップ）施設が整備されている。

活用普及事業 ： －

課 題：滝の存在価値を広く P Rする手段を検討中。

ったの測の遠景
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名勝の指定
~l, ' " ＇«』“

今年（平成昨） 6 月に開催された文化庁主催今記念物保前政誼；持者込詠今、も記念物課ぷ各
担当調査官より部門別所管事項の伝達、報告が行われだじその際、名勝音F門の調査官から過去20年間i：：.~ 鴻
勝の指定・登.がなかった..府県の数が公..れた。地域別口持北地方。2県、.東地方2県、史..五
よ昼、北陸地方 1 県、四国地方2 県‘九州地方1 県ということでJi)＇る d 弥 J
愛知県vi··· と言えば、答えはセーフである。名勝概説でも述λでいる通り i平成2,i年 ＇（2009）· に国の登

録記念物（名勝地）として鶴舞公園〔名古屋市〕 誌が登録され℃いるo i:'r内では目鼻石 人U市指定、瀬戸市〕
の指定が最も新しく、平成7年＂ (1§95）のことである。＼ぜ ち下な：tみに本県の名勝指定第；1·~·.は：昭和2年 （1927)
に国の名勝及び天然記念物に指定された宅曽川堤（τ汁クラ）である。 去
さて、現状では国指定記念物の中で名勝の指定件数が苧も才合ピ（卑跡1ザ3、天然記念物941、名勝321、

平成22年i'l月 1 日現在）。その要因として、先述の誉議資料でほ「地域に庭園・景勝地の専門家がいない」「都
道府県・市町村の文化財保護審議会に名勝専門の委員がいない」 などがl挙げら1れ，ている。 つま｛り、名勝の
新規指定・登録のため、対象となる庭園（公闇） ；や自1：然の景勝地の価値iを発｝見守きかV\材が乏し；いとしyう
ことである。 ただし、 「それでも、センスのある職員pいるとこ石！？は、名勝としてyの価値の発見は進ん
でいる。j といささか辛口ともとれるコメ／.，.， ！：－ ＂，も あづたのだ、が….'7/" ヘ； 片
’ で、は、地域の文化的資産の中から；どのようなぢりを指定対象と、で 「発見J ’するかである。 文化庁で、
は今後重点的に指定する名勝について、以下のような見解を示しでやる？＇
我が国の国土美として欠くことのできないもので、あ冶て、芸術的、名所的あるいは学術的価値の高いもの
について＼ 以下のものを中心に指定する（中略）。 叫ぶに

イ．各地方の伝統的な庭園のう ちから、当該地域の風土的特色を示し、以て我が国文イじの多様性を代
ず 表しているもの。ロ．荒廃した庭園や発掘調査で発見さγれた庭園遺跡のうち、修理：よ復原が予定さ五
ているもの、又は修理・復原によって匙ったものO ハ．近代以降に作庭又は開園された庭園・公園の
うち、時代の特色を表して優秀であると認められるもの。 ニ． 古来詩歌に詠まれるなど、由緒のある

山・川・池・海岸・展望地点等のうち、当該地方に独特の風土及び背景にある芸術作品・活動の時代を反
映しているものO ホ．海洋園、山岳国としてお特危を反映し、滝・温泉地・水郷など、信仰又は行楽な
どの場として独特の風致景観を形成してきたもの y.~ア線は.？ I用者による） 。 〔「当面重点をおいて指
定する記念物にじついて（平成10年9月、記念物課） J 「名勝についてJ ，／平成21 年6月改訂） 〕

この基準は、国指定名勝に限らず、県指定、市町村指定についても現状における指針となり得るもので

あろう 。 ちなみに県教委では、文化庁や市町村保護部局あるいは専門家と協議する中でL上記イ、ロ、ハ包の

各項目にあたる数件の候補物件が存在することを認識しているb ｷ. '" '• 

また、文化庁では近代の庭園・公園等の名勝地について、その所在状況と概要を網羅的に把握する之と
を目的に全国的な調査を計画している。 そこでは、対象となる近代＊＇ （幕末以後～築soi以土を経だkもの）
の名勝地が「庭園」「公園」 「植物園i 「墓園1 「並木道」「施設内 切（構内）園地J 「その他」 という 7つの
類型に分類されている。各市町村においても、上記の類型にあおる物件が文化財として指定・登録の対象
となり得ることを意識して、文化的資産の発見に努？ていただきがミと考え下いる。
記念物に限らずあらゆる文化財について、文化財保護法、支化財保護条例により 「指定」することが保

護の第一歩である。この指定の意味するところは、祖先が私たちに伝えてくれたように、私たちもそれを

後世に伝えていくという意志を、法令に則って示すこと， 11￥~ある。 登録記念物にワいても同様である。 本

県においても文化財保護行政に携わる各人がセiンぷを磨きあ印、地域の支化的資産の中れら名勝の名に
値する価値を発見していくことが望まれる。 . . ' :1111:ｷ ？士、！ 長二＂

（洲寄和宏：愛知県教育委員会）
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サ天然記念物概説 ト
文化財保護j去で 「幽 （生息地予繁殖地及ぴ渡利を針。）、血（平地を合叫及び雌鋤 （特

異な自然の現象の生じている土地を含む。） で我が国凡と つtて学術上価値の’高いもの〔第号条第 1 項第 i
4 号、下線は引用者によ る〕 J ［定義されている 6: お り、天然記念物1は動物、植物、地質鉱物と いう。区分に
大別する司こ とができる。 各区分が特別足跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準でさらに細
分されているため、それぞれの指定基準とその適用を受けた愛知県内め国指定天然記念物を以下に列挙
し説明する。

町、，，

ー＼

25 

愛知県内の指定天然記念物件数 （平成22年3月31 日現在） ！ i 秘

( 1 ） 動物

① 日本特有の動物で著名なもの及びその棲息地 ： イタセンパ？、ネコギギ

‘②特有の産ではないが、日本著名の動物としてその保存を必要とするもの及びその棲息地：鵜の山ウ

繁殖地〔美浜町〕 、岡崎ゲンジボタル発生地〔岡崎市〕 、 オオサンショウウオ

③ 自然環境における特有の動物又は動物群緊：大島ナメクジウオ生息地〔蒲郡市〕
④ 日本に特有な畜養動物：蓑曳鶏

⑤家畜以外の動物で海外よ りわが国に移殖され現時野生の状態にある著名なもの及びその棲息地
⑥特に貴重な動物の標本

4 「動物j については、便宜上、指定方法により大別されることがある。「自然種J と 「飼育種」、 「種指定」
と 「地域指定」 と いう分類である。 前者については、上記基準の①～③及び⑤が 「自然種」、④が 「飼育種」
に該当する。後者は、 「地域を定めず」指定されたものを 「種指定」、それ以外の何らかの形で指定範囲
が定められているものを「地域指定」といいならわしているもので、ある。「種指定」 とは、囲内のどこにあつ

ら

ても天然記念物として保護されるべきものである こ とを意味するのに対し、 「地域指定」には 「生息地」
「繁殖地J あるいは 「渡来地」 という種の保存にとって重要な地域が明示されている。 逆にいえば、この

地域を保全する ことが種の保存にとって不可欠なこと なのである。 なお、 「種指定」 の動物についても

一定の分布域がみられるため、国はそれらの分布域を都道府県別に分け 「主な生息地」 と して指定目録
に記載している。 本県はイタセンパラ、ネコギギ、オオサンショウウオ及び蓑曳鶏の主な生息地とされて

いる。 また、本県の北部山間部には特別天然記念物カモシカが生息しているが、昭和 9 年（1934） の指定

当時には県内での生息が確認されていなかったため、主な生息地とはされていない。 県指定天然記念物
としては、西尾のヒメタイ コ ウチ〔西尾市〕など地域指定の自然種（すべて三河地域）が 4件、四尾の地

金が種指定の飼育種に該当している。

(2）植 物

① 名木、巨樹、老樹、崎形木、栽培植物の原木、並木、社叢：木曽川堤（サクラ）〔一宮市・江南市〕、清田
の大クス〔蒲郡市〕 、八百富神社の杜叢 〔蒲郡市〕、神明社の大シイ〔西尾市〕、名古屋城のカヤ 〔名
古屋市〕 、羽豆神社の社叢 〔南知多町〕、牛久保のナギ〔豊川市〕 、杉本の貞観杉 〔豊田市〕、御油のマ

ツ並木〔豊川市〕 、甘泉寺のコウヤマキ 〔新城市〕

② 代表的原始林、稀有の森林植物相：鳳来寺山〔新城市〕、黄柳野ツゲ自生地 〔新城市〕 、宮山原始林〔田

原市〕

③代表的高山植物帯、特殊岩石地植物群落：石巻山石灰岩地植物群落〔豊橋市〕



\ 

代表的な原野植物群落

海岸及び沙地植物群落の代表的なもの

泥炭形成植物の発生する地域の代表的なもの

洞穴に自生する植物群落

池泉、温泉、湖沼、河、海等の珍奇な水草類、藻類、蘇苔類、微生物等の生ずる地域：小堤西池のカキツ

パタ群落〔刈谷市〕

着生草木の著しく発生する岩石又は樹木：鳳来寺山 ！ 〔新城市〕
著しい植物分布の限界地： Jll宇連ハナノキ自生地1 〔豊根村〕、黄柳野ツゲ自生地〔新城市〕

著しい栽培植物の自生地：椛、のシデコブシ自生地｛田原市〕

珍奇又は絶滅に瀕した植物の自生地：ヒトヅバタゴ自生地 、〔犬山市〕、 Jll宇連ハナノキ自生地〔豊

根村〕

i: 

I 
孟1
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④
⑤
⑥
⑦
⑧
 

⑨
⑩
⑪
⑫
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「植物」の分野では、県内で16件が国の天然記念物に指定されており（味曽川堤（サクラ）と鳳来寺山
は名勝との重複指定）、そのうち 10件に①の基準が適用されている。また、 11件が東王河地区に所在する
のも特徴である。県指定及び市町村指定天然記念物についても同様であり、大部分が①の基準に該当し、

特に単一樹木の指定件数が多い。その一方で、学術的に希少な種が数多く生育する湿地や湿地性植物群
落も注目される。国指定の小堤西池のカキツパタ群落〔刈谷市〕、県指定の黒河湿地植物群落〔田原市〕、
長の山湿原〔新城市〕、壱町田湿地植物群落〔武豊町〕、葦毛湿原〔豊橋市〕など多くの指定がある。

(3）地質鉱物 、ι 予 " ' '•, 

① 岩石、鉱物及び化石の産出状態：猿投山の球状花商岩〔豊田市〕、鳳来寺山、阿寺の七滝〔新城市上
乳岩友び乳岩峡〔新城市〕、馬の背岩〔新城市〕

地層の整合及び不整合

地層の摺曲及び衝上

生物の働きによる地質現象

地震断層など地塊運動に関する現象

洞穴：乳岩及び乳岩峡

岩石の組織：猿投山の球状花商岩、鳳来寺山、手L岩及び乳岩峡

温泉並びにその沈澱物

風化及び侵触に関する現象：阿寺の七滝、乳岩及び乳岩峡

磁気孔及び火山活動によるもの

氷雪霜の営力による現象

特に貴重な岩石、鉱物及び化石の標本

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
 

「地質・鉱物」については、県内で5件の国指定がある。（鳳来寺山、阿寺の七滝、乳岩及び乳岩峡は名勝

との重複指定）が、そのうちの4件が新城市の旧鳳来町域に集中する。旧鳳来町を中心とした束三河一帯

が中央構造線が交差する地質・鉱物の宝庫といわれる所以である。県指定では玄武岩〔豊田市〕が①に、

高師小僧〔豊橋市〕が①に、熊野社の五枚岩〔小牧市〕が①⑨に、三河地震による地震断層〔幸田町〕が
⑤に、預り湖、煮え測ポットホール〔新城市〕が①⑨にそれぞれ該当している。1

31 

(4) 保護すべき天然記念物に富んだ代表的一定の区域（天然保護区域）

この指定区分は本県にはない。代表例として釧路湿原〔北海道〕ィ月山〔山形県〕、南硫黄島〔東京都〕

等を代表例としてあげておく。全国で23件（うち特別天然記念物を4件含む）ある。

（百十｜苦手和宏：愛知県教育委員会）
% 
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清田の大クス

清田の大クス近景

指定区分：国指定天然記念物（昭和4年12月 17目指定）

員数、指定面積： 1 樹、 198ぱ

所 在 地：蒲郡市清田町下新屋91

所 有 者：蒲郡市

管 理 者：蒲郡市

保護活用にかかる事業費 ： H21 620,016円 H22 116,666円 （予定）

保護活動実施期間 ：通年

補助金：－

請負業者、委託団体：市内造園業者、清田の大クス愛好会（市民愛護グループ）

事業報告書： 一

条例・規則： －

公開状況：自由

交通手段：蒲郡駅から徒歩60分、見学者駐車場有

連 絡 先：干443-0035 蒲郡市栄町10香22号

蒲郡市博物館電話：0533 68-1881 

蒲郡市



概要、指定理由 ：

言い伝えによれば、明治時代の初め頃までこの周辺はクスの大木が繁り、樹海の様をなしていたとい

う。楠林山の山号をもっ古利安楽寺（開山1408年）もこの近くにあり、昔の様子をうかがうことができ

る 。 また、八幡太郎義家東征の記念樹であるという伝説も残っている。樹齢1000年といわれる所以である。

この巨樹を近辺の人々は「大グス」と呼ぴ、生活と密接なかかわりを持ち、神樹としてあがめ奉ってきた。

昭和 4 年、中部地方におけるクスの代表的巨樹として国の天然記念物に指定された。

平成10年の林教授（次項参照）の実測によると、幹周（地上1.2mで、計測） 14.3 m、根回り 13.6 mで、ある 。

高さは22 mと推定されている。

保護の方法：

( 1 ）平成10年の林教授による樹勢診断

地元の人たちの 「最近、大グスが衰弱 しているのでは？ 」の声を受け、平成10年9月 29 日 、樹木医学の第

一人者である林鍾岐阜大学教授（現名誉教授）に依頼して樹勢診断を実施した。 まず樹勢として 「全体

として樹勢は盛んであり、衰退傾向はみられない。樹冠上部、枝先端部の葉のしおれや枯れもみられない。

ただ、最下部の枝にやや衰えがみられる」とのことであった。 併せて、次のような保護策を講ずれば外科

的手術は全く不要で、あるとし、①根元回りを巡るコンクリート柵の基礎によって吸収根が圧迫されてい
かや

るので除去した方が良い、②根元が踏み固められているので、茅を裁断して敷き詰めると良い、③支柱は
可動式のものが良い。 現在の固定式は、枝の首を絞めている状態である、④洞は、蓋を被せるより中へ木

炭・パーライトなどを入れた後、シュロの皮で覆うと良い、⑤届く範囲での枯れ枝の除去。

このような指導を受け、蒲郡市博物館では、コンクリート柵の撤去、支柱の改善、空洞の処置、 カヤの敷

き詰め、枯れ枝の除去などを平成11年度末までに終えた。

林教授は、全体の印象として「自分の感覚では、鹿児島県の蒲生の大クスに次いで二番目のクスの巨木

だ。 1000年と伝えられる樹齢もうなずける。 しかも、まだ若々 しく自然な状態に戻してやれば、 100年以

上は大丈夫。 いずれにしろ、日本の大クスとしては5本の指に入る」ということであった。

(2）平成21 年の林教授の診断

前回の調査から 10年を経過し、市民愛護グループである「清田の大クス愛好会」も平成20年度に発足

したことから、現況について再度、林教授の診断を仰いだ。

平成21年10月 13 日に実施したが、台風18号通過から5日目のことであった。 林教授の診断は、「樹高成

長は限界に達していると考えられるが、樹勢について衰退傾向はみられない。 この点、最上部の枝の根

が相当深く、地下水も豊富であることが樹勢を維持しているものと思われる。 また、地表面から5～lOcm

下に、 2、 3年目位の若い根が生えていることも認められ、樹勢そのものは健全で、あることを示している。

10年前と比較した場合、台風18号の影響からか、葉が乾燥しており、枝ぶりに勢いがないように思われる

が、下部の枝張りは均衡しており、樹勢自体は回復している。 回復の要因としては、 コンクリート柵の撤

去が一番であろう。今後の傾向として、樹高はこれ以上望めないが、依然成長を続けており、幹周は膨ら

んで、全体的に丸みを帯びたような形になる。 保存の如何によって樹勢は無限に維持できる。」 とのこと

であった。

このときの指導により、「土壌改良」（ボランテイア作業、次項参照）と「洞の蓋改善」「枕木の周囲設

置（落葉の飛散防止）」（以上業者発注）を実施した。

(3）診断を受けての土壌改良

林教授から、「根回りの地表面が踏み固められており、吸収根や細根の生育が妨げられている。 また、

根元付近は、枝張りが傘の役目をして雨水が浸透しにくいため乾いた状態が続き、土壌が硬化しやすい。

これを改善すれば、今後の樹勢維持と向上が図れる」 の指摘を受け、土壌改良作業に取りかかった。

林教授の指導の下、作業は「清田の大クス愛好会」があたり、県教委文化財保護室職員と蒲郡市博物館
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職員も携わった。総勢15名ほどである。

平成22年1月9日に作業要領の把握を行い、周年7月 6日から7日の2日間で本格的な作業を行った。 手順

としては、先端がV字のドライパ一様のものやツルハシで、深さ20～50cm程度、根が見えるまで掘り返し

ながら、石や赤土は除去し、埋め戻す際に、ススキの裁断したもの・割炭・活根剤 （バイオピリオン） を混

入させた。 埋め戻した後に、ヨシズを敷き詰め、軽く土を被せた。 大きな根は、なるべく露出させたまま

にした。 混入材は、根の乾燥を防ぐための保湿対策であり、ヨシズは保湿効果と併せてクッション効果を

狙ったものである。

今後については、土壌改良範囲を南側へも広げ、今回実施箇所については、 1年様子を見ることになった。

活用、普及事業：平成20年5月 27日、市民グループ「清田の大クス愛好会j が発足した。 会員は24名。 市

内外への情報発信や愛護活動を目的としている。現在、ホームページの立ち上げを準

備中。

課 題：根元周辺だけが市の所有地であるため、枝張りのかなりの部分が民地へはみ出ている。

ミカン栽培の日陰障害となったり、落下枝などが家屋を傷めたりしている。

周りの土地の公有化が望ましいが、なかなか進展していないのが実情である。

指定等の経緯と保護・活用までの道程：

戦前の指定であるが、指定にあたっては、昭和初期に発足した 「蒲郡保勝会」（市観光協会の前身） が

尽力 したと伝えられている。

保護・活用の専門委員会と職員体制：－

現在の管理体制：蒲郡市博物館が管理を担当している。

遠景

根元付近



\ 

清田の大クス土壌改良作業（平成22年7月）

林教授による根の生育状況観察 （平成22年1 月 ） 掘り返した後、割炭と活根剤をまく

短く切っ たススキと落葉を、土に混ぜて埋め戻す

根回り付近の土壌改良完了
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臥龍の松
指定亘分：市指定天然記念物（昭和55年 3 月 4 目指定）

員数、指定面積： 1 樹

所 在 地：日進市岩崎町小林

所 有 者：妙仙寺

管 理 者：妙仙寺

保護活用にかかる事業費：約600,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補 助 金：約300,000円（補助額は、事業費の 2 分の 1 、上限50万円）

委託団体：臥龍の松保存会

保護・整備の幸陪書：日進市教育委員会他『臥龍の松調査業務委託調査書（1996) j

条例・規則：一

公開状況：随時見学可能

交 通 手 段：日進駅からくるりんばす中コース「岩崎橋西」下車、徒歩2分。

連 絡 先：〒470-0192 日進市蟹甲町池下268番地

日進市教育委員会生涯学習課電話：0561-73-4190

概要、指定理由：

( 1) 現状と本松の特徴

日進市

臥龍の松（以下本松）は、クロマツとして市内唯一の巨木であり、第定等により整えられた美しい樹形

が龍の臥す姿に似ていることから名付けられたといわれている。 高さ約6.7m、幹まわり（地際）約2.5m、

枝張（東西）約ll.5m、（南北）約12.3m。 本松は、日進市内の北部に位置し標高約130mの御獄山東南麓

に立地する妙仙寺境内にあり、妙仙寺が開山した頃から自生または植樹されたと推定され、樹齢は約400

年を超えるといわれている。 周辺の地形は、御巌山から東南に傾斜するなだらかな丘陵地となってお り 、

東南側を竹田川が、南側に菊水川が流れている。 妙仙寺は、小牧長久手の戦いで、重要な役割を果たした岩

崎城の北東部に存在した曲輪と菊水川を挟んで近接する。 近年周辺の景観は宅地化が進み県道が開通す

るなど、激変している。 本松は、老樹であることによる衰えを食い止めるために平成8 (1996） 年度に大

がかりな樹勢回復治療が施されたほか、松枯れの防除等慎重な保護管理が行われている。

(2）本松の貴重性

県内では、マツノザイセンチュウを原因とした松枯れ被害により松の大木は消滅しつつある中で、樹齢

約400年と推定される本松は貴重な存在である。 また、岩崎城主丹羽氏の菩提寺として岩崎城北縁に成立

した妙仙寺境内に立地するという豊かな歴史的環境におかれた本松は、歴史を物語る存在として、今後も

保護を図る必要があると考えられる。

保護の方法：

本松は、所有者である妙仙寺のご協力のもと、文化財保護担当課が保護柵、解説板を設置し、周知をは

かっている。 また、保護事業に対して補助金を支出している。 保護事業として、平成17 (2005）年度より、

男定を毎年 2 月ごろに実施している。 第定作業は、下枝まで日照を得て生育を助長することを目的とし

ている。 また、平成10 (1998）年から毎年、松枯れの原因と なるマツノザイセンチュウを媒介するマツノ

マダラカミキリを駆除するため、飛来する時期である 5 月～ 7 月に全 6 回の薬剤散布を実施しているほ

か、こも巻きを12月 ～2月に実施している。また樹幹が空洞化しているため、重みを受け止め枝折れを防

ぐ支柱を設置し、支柱の腐食が認められた場合には、随時更新を行っている。



活用、普友事業：市民への周知と保護意識の醸成を目的に、文化財マップに掲載している 。

課 題： ヲ｜き続き所有者である妙仙寺のご協力を得ながら、保護活動を行い、市民への周知を

いっそう進めることが課題である。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

1538年 妙仙寺開山。 本松は、開山時より自生または植樹されたと推定されている 。

1980年 日進市指定文化財（天然記念物）に指定。

1995年樹木医による樹木診断。

1996年調査業務委託。 樹木医による治療方針策定解説版の設置

1997年1月～3月 樹木医による大規模治療（土壌改良、排水処理、支柱、幹の腐朽治療等） 。

2000年樹木医による簡易診断。

2003年樹木医による簡易診断。

2005年 山門前の松並木がマツノザイセンチュウの感染により枯死

2005年 ふるさと樹木診断事業による診断（樹木医）。

2006年樹木医による簡易診断。

2007年樹木医による簡易診断。

2008年 ふるさと樹木診断による診断 （樹木医） 。

臥龍の松 (2010年2月撮影）

簿..... 司，r、

o ~~jマ：k
お主園晶司~... 」Eョ

第定の様子 （2009年2月 ） 防虫のための薬剤散布作業の様子 （2008年5月 ）
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永安寺の雲竜の松
指定区分：県指定天然記念物（昭和60年11月 25目指定）

員数、指定面積： 1 樹

所 在 地：安城市浜屋町北屋敷17

所 有 者：永安寺

管 理 者：永安寺

保護活用にかかる事業費 ： 3 年ごとに50,000円程度

保護活動実施期間：マックイムシ防除薬注入

補助金：－

委託団体： －

備董・整備の報告書： 一

条例・規則：一

公開状況：外観のみ

交通手段：名古屋鉄道本線「新安城」 駅から徒歩25分

連 絡 先 ： 干446-0026 安城市安城町城堀30番地

安城市教育委員会文化財課電話：0566-77-4477

概要、指定理由 ：

安城市

近景

樹高4.5m、根囲3.9m、胸高周囲3.7m、枝張り東西17m、南北24mの個体で、ある。 この松は種名ク ロマツで

あるが、一般に、松の主幹は直上して伸びるのに対し、本個体は横に伸び、て広がる形状を持っている。 主幹

は、高さ l.5mのところから真横に、北西・南及び東の 3 方向へと伸びている。 北西の枝は基周 り 2.65mを測

り、 O.Sm先で、北と西に枝分れしている。 それぞれの枝の基周りは、北がl.9m、西l.77m、南l.95m、東l.53m

の大きさである。 また各枝の長さは北で＇lOm、南13m、東 7mに及び、たなびく 雲のよ う であり、また臥せる

竜のようでもあるため、「雲竜」の名称が冠せられている。 旧東海道に面しである永安寺は、江戸時代に茶

屋があった大浜茶屋村にあり、樹齢は300年と推定されている境内のク ロマツが往時を偲ばせる。

保護の方法：

活用普友事業：

課題：

支柱の取替えや軽微な勇定など

の毎年の維持管理費は、全て所有

者負担である。 永安寺は無住であ

るため地域の数名で実質管理して

おり、金銭的負担が大きい。 今後、

継続的に維持管理していけるかが

課題である。

全景



おみよし松
指定区分：市指定天然記念物（昭和51年12月 10 目指定）

員数、指定面積 ： 1 本

所 在 地 ：弥富市平島町西新田

所 有 者 ：弥富市

管 理 者：弥富市

保護活用にかかる事業費：毎年 約350,000円

保護活動実施期間 ： 5 月～ 3 月 殺虫剤散布、草刈り、施肥

補助金： －

委託団体：造園業者

傭霊・整備の報告書 ： 一

条例・規則 ： 一

公 開 状況：常時見学可（樹木周囲は立ち入り禁止）

交通手段：弥富市役所より車で5分

連 絡 先 ： 〒 498-0017 弥富市前ケ須町野方731

弥富市教育委員会社会教育課（歴史民俗資料館）電話：0567 65-4355 

概要、指定理由 ：

弥富市

樹高約2lm、幹周り 5.25mのクロマツで17世紀中頃の新田開発当時の植樹と伝えられる。 津島の天王祭

の神度（みよ し）が流れついたのを記念して名付けられた。 新田開発とかかわりの深いこの地域の歴史

を伝える上で重要な樹木。

保護の方法：樹木周囲を柵で囲い、保護している 。

活用普友事業：史跡めぐりウォ ーキ ングコ ー

スに組み込み、ガイドの派遣を

行っ ている 。

課 題 ： 中学校跡地にあり、跡地利用を

含め今後の活用方法に課題が残

る 。 また松枯れ対策と して薬剤

散布を行っているが、完全な対

策にはなっていない。

おみよ しヰ公
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宝円寺のシダレザクラ
指定区分：県指定天然記念物（昭和41年 1 月 17目指定天第41号）

員数、指定面積： 1 樹、樹木を中心として66ぱ

所 在 地：豊川市上長山町田川

所 有 者：宝円寺

管 理 者：宝円寺

保護活用にかかる事業費：地元の方々の奉仕活動に支えられている。材料等の一部は市教委から支給。

保護活動実施期間：通年

補助金：－

委託 団体：宝円寺の檀家総代や世話人会

事業報告書： －

条例・規則：一

公開状況：随時見学可能

交通手段： J R飯田線「長山駅J から徒歩38分

東名高速道路「豊JII I C 」 から車で 8 分

連 絡 先：干441-0292 豊川市赤坂町松本250

豊川市教育委員会生涯学習課文化財係 電話：0533 88 8035 

概要、指定理由 ：

豊川市

宝円寺の参道入口、本宮山砥鹿神社奥富の登山道脇にあって、推定樹齢450年の老木である。 同寺の開

山が手植えしたとの由緒を持つ。 樹高は4.7m、枝張りは南北 9m、東西15m を測る。 主幹は 2 つに裂け、

西と東に倒れこむように分かれつつ、それぞれ支柱に支えられながら横方向に拡がっている。 かつて 1

本だ、った主幹が昭和54年秋の台風16号で倒れ、主幹が割れた後に形成層が発達して現状のようになった

ものである。 明治末年に志賀重昂が「街道ーの銘木ナリ」と評したことも本樹の価値を一層高らしめて

いる。

なお、指定対象ではないが、本樹のすぐ傍らには戦後すぐに指定木から茎伏せによって人工的に繁殖さ

せたシダレザクラの若木が成長している。 満開時には 2 本のシダレザクラが重なるように花を咲かせて

趣を添えている。

保護の方法：保護柵により踏圧害を防ぐ。 枝吊りや支柱により樹形を保持することにより、木の重

心を保ち、幹折れ等を防ぐ。枝吊りや支柱の結束を随時やり直して、食い込みを避ける。

腐朽部をキガタメールで硬化させ、幹の強度を高める。 また、その後も同所を乾燥状態

に保つO 中途半端に落とした枝を根元まで切り戻して、樹皮の巻き込みを促進させる。

土壌改良や施肥等で樹勢を強くする。 周囲を清掃し、ヨシ等を敷き詰めて土壌の乾燥

害を防ぐ。

活用、普友事業：活用・普及のための特別な事業は実施していないが、花の見頃の時期には大勢の観光客

が訪れる。宝円寺の檀家有志により花見の宴も催され、遠来の客も交えて大いに賑わう 。

課 題 ：本樹の枝が隣家の門口に覆い被さるように伸長し、隣家の車の出入りに支障となって

いる。 随時、枝を努定して切り戻すものの、根本的な解決には至っていない。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

1905年 志賀重昂が雑誌 『太陽J に「街道ーの銘木ナリ j として紹介。

1966年愛知県指定文化財となる。



1979年 一宮町教育委員会が説明板を設置。

2004年 岐阜大学名誉教授の林盆先生にはじめて現地指導を仰ぐ。枝吊り等の保護策を講じるなど、

宝円寺の檀家有志による保護活動が始まる。

2006年 本樹のすぐ傍を通る市道が第二東名の工事用道路となる。本樹に配慮して道路が拡幅され、

本樹の枝を迂回するように車が通行できるようになった（これ以前は、本樹の生育により、枝が道路敷ま

で伸長し、自動車等の通行の支障となっていた）。

2007年 社団法人愛知県緑化推進委員会によるふるさと樹木診断を受ける。

2010年檀家有志が林鐘先生の現地指導を受け、今後の保護策について学ぶ。

保護・活用の専門委員会と職員体制：随時専門家の指導を受けているが、委員会はない。 県教委および市

教委の職員が樹勢回復作業等に随時参加している。

現在の管理体制：宝円寺の檀家総代や世話人会が中心となって有志を募り、樹勢回復作業や枝の勇定な

どの日常管理にあたっている。

満開時の状況 （H20.3.27 ) 住職と檀家総代による枝の蕩定（H21.2.2)

林主主先生による現地指導の様子①（H22.7.5) 林縫先生による現地指導の様子②
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奥山田のしだれ桜
指定区分：市指定天然記念物（昭和38年 5 月 8 目指定）

員数 、指定面積： 1 本

所 在 地：岡崎市奥山田町字屋山田

所 有 者：奥山田のしだれ桜保存会

管 理 者：奥山田のしだれ桜保存会

保護活用にかかる事業費：平成21年度事業費 246,000円

保護活動実施期間：平成21年度（勇定、土壌改良） 246,000円

補 助 金：平成21年度市指定文化財奥山田のしだれ桜保存事業費補助金 123,000円

委託団体：奥山田のしだれ桜保存会

保護・整備の報告書： －

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

交 通 手 段：名鉄東岡崎駅より名鉄パス奥殿陣屋方面 「北斗台会館前」下車徒歩15分

岡崎市役所より主要地方道岡崎足助線を北斗台口で右折 車で30分

連 絡 先：干444-8601 岡崎市十王町二丁目 9 番地

岡崎市教育委員会社会教育課文化財保存管理班電話：0564-23-6177

岡崎市

概要 、指定理由 ：約1300年前、持統天皇が村積山へ行幸の際にお手植えした桜と言い伝え られている。

現在の樹高12.5m、幹周3.2m、根周3.2m、枝張り東西・南北ともに22mのエドヒガンザク

ラである。

保護の方法：保存会による草取り等の日常管理を実施している。

活用普及事業：

課 題：開花期には遠方から多くの見学者が訪れ、そのほとんどが車であることから周辺の交

通安全に配慮が必要。

開花期の奥山田のしだれ桜



大安寺のシダレザクラ
指定区分：市指定天然記念物（昭和58年11月 22 目指定）

員数・指定面積 ： l 株

所 在 地：豊田市大野瀬町

所 有 者：宗教法人大安寺

管 理 者：宗教法人大安寺

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間 ： －

補助金：－

委託団体：

保護・整備の報告書 ： 一

条例・規則 ：

公 開 状 況：桜の花の最盛期（ 4 月）には地域の方が資料をおいて案内している。

交 通 手 段：名鉄豊田線浄水駅より、とよたおいでんパスさなげ足助線「足助病院」下車、

とよたおいでんパス稲武足助線に乗換え、「稲武」下車、

稲武地域パス根羽線に乗換え、「大野瀬口」下車徒歩約 3 分

連 絡 先 ： 〒 471-0079 豊田市陣中町 1 -21 

豊田市郷土資料館 0565-32-6561 

墨田市

概要、指定理由：根回り 320cmo 旧稲武町内では瑞竜寺のシダレザクラについで 2 番目に大き なシダレ

ザクラ 。 枝ぶりも見事で、開花時の壮麗さは瑞竜寺のものに匹敵し、県下でも有数のも

のとされた。
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彼岸桜
指定区分：市指定天然記念物（平成10年 3 月 7 目指定）

員 数： 1本

所 在 地：江南市田代町西の丸

所 有 者：久昌寺

管 E里 者：江南市

保護活用にかかる事業費：平成21年度 42,000円

保護活動実施期間：

補助金： －

請負業者、委託団体：

保護・整備の報告書：一

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

交通手段：名鉄布袋駅より車で 5 分

連 絡 先： 干 483-8701 江南市赤童子町大堀90

江南市教育部生涯学習課電話：0587-54-11 11

江南市

概要、指定理由 ：織田信長の室である吉乃の方が奈昆に付された場所に植えられており、地元では 「吉

乃桜」と呼ばれている。 根元には吉乃の方の供養のために刻まれた観音像があり、こ

の彼岸桜も観音像と同じく、 400年以上前に植樹されたものであると推定される。 樹

高15.6m、 目通 り 3.85m と大きな ものであり、市内では他に類を見ない。

保護の方法：消毒、勇定を行っている。

活用、普及事業：歴史散策道のコースに組み込まれており、文化財めぐりや中学生歴史教室の折に訪れ

ている。 また、市発行のパンフレ ッ ト類に掲載し、周知を行なっている。

課 題：墓地内であるため、第定や樹勢回復作業を行なう ことが困難である。

彼岸桜の全景 観音像

-l 
吋せ丹子~



野依八幡社のシダレザクラ
指定区分：市指定天然記念物（平成11年 2 月 22 日指定）

員数、指定面積 ： 1 樹

所 在 地：豊橋市野依町字八幡 1

所 有 者 ：野依八幡社

管 理 者：野依八幡社

保護活用にかかる事業費：平成12年度 2,850,000円（樹勢回復治療）

保護活動実施期間 ：

平成13年度 713,160円（樹勢回復工事・木製→金属製支柱設置）

平成16年度 216,000円（支柱増築工事）

補 助 金：有 り（上記事業費に対し各年度に2 /3補助）

委託団体： －

保護・整備の報告書 ：

条例・規則：－

公開状況：常時公開 し

交 通 手 段：豊橋駅前から豊鉄パス三本木線「西高師」バス停下車、南へ徒歩20分

連 絡 先：〒440-0801 豊橋市今橋町 3 - 1

豊橋市美術博物館電話：0532-51 -2879

豊橋市

概要、指定理由：樹高7.5m、目通り 3m、枝張りはlOm四方に及び、古木で、平地には珍しいシダレザクラで

あり、杜伝及び古文書から樹齢300年以上の古木と推定されている。 幕末の暴風のため

地上 2mのところで幹が折れ、さらに伊勢湾台風の影響により近年は幹の腐食など樹

勢の衰えが目立ったため、指定後に回復作業を実施した。

保護の方法：野依八幡社の氏子が中心となって、経常的な管理を行っている。

活用普及事業：野依八幡杜の主催で、毎年 3 月の桜の開花期にあわせて桜祭りを実施している。

課 題：樹勢回復作業により勢いを取り戻したが、長く延びる枝に対処するため、樹木医の指示

にもとづき短期間に 2 度にわたる支柱設置工事を行った。当分は追加工事を行う予定

は無いが、今後は有識者による指導に基づく保護措置が求められる。

金属製支柱設置前 金属製支柱設置後 （枝を上に持ち上けた）
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野田小学校のホルトの木
指定区分：市指定天然記念物（平 4 年 6 月 25 目指定）

員数、指定面積： 2 本

所 在 地：田原市野田町龍田

所 有 者：野田進雄神社

管 理 者：田原市

保護活用にかかる事業豊：樹勢回復・害虫防除委託（H21年度実績） 551,161 円

保護活動実施期間：随時

補助金：－

委 託 団 体：ボランティアが自主的に、散水、施肥等を行っている。

保護・整備の報告書：－

条例・規則：一

公開状況：自由に見学可能。

2号木については、周囲を囲い土壌の保全のため立ち入りを禁止している。

交通手段：豊橋鉄道渥美線 三河田原駅下車

豊鉄パス伊良湖本線約15分野田下車徒歩 1 分

連 絡 先：干4413492 田原市田原町南番場30番地 1

田原市教育委員会文化財課 電話 ： 0531-23-3635

田原市

概要、指定理由：本ホルトノキは、 野田地域においては、小学校の校歌の中でも表わされていることや、

地区名や団体名においても『ホルト J として愛称されていることなど、シンボル樹と

して親しまれている。 こうしたことから、保護すべき文化財として既に野田小学校旧

校庭南側（野田市民館東隣：樹高12.0m、幹周3.7m、樹齢推定250年）及び野田小学校

体育館北側（樹高15.0m、幹周3.0m）の 2 本の大樹が、 「野田小学校のホルトの木」と

して市指定となっている。

保護の方法：指定木周辺の、アスフアルト等をはがし、樹木に水分がいきわたるようにしている。 ま

た、以前からあった構造物を極力除去している。指定木に隣接してあった通路は自主

的に使わないようにし、木の根への負担がないように配慮する。 また、指定木周囲を柵

等で囲み、立ち入らない よ うにしている。現在ファイトプラズマと呼ばれる病原菌に

感染し、樹勢が弱まっている。 回復の作業実施にあたっては、土地の管理者の小学校、

地権者の神社、文化財保護審議会委員、校区代表により協議をし、作業を実施している。

実際の施工については、樹木医が実施している。樹幹注入（マイコシール ド）、病原菌

感染防止のための殺虫剤散布を実施している。

活用普及事業：

課 題：樹勢は現状維持か、やや低調で、あり完全な回復は望めない。 また、 ホルトノキが生育す

る小学校が、移転により周囲の建物や樹木が取り払われたうえ、跡地はコンクリートを

破砕した砕石敷きとなってしまった。 水道、周辺土壌の質、風当たりなどホルトノキに

対し劇的な環境変化が起きている。 これらの変化が、ホルトノキにどのように影響す

るか継続的な観察が必要で、あるし、その検証も必要となろう。また、極力保全整備する

反面十分な活用の域には達していないため、今後は活用方法を検討する必要がある。



2号樹、感染発覚直後 2005年9月撮影 2009年10月撮影

1号樹のようす 全盛時には2号樹もこれくらいの樹勢があった
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白山社のクロガネモチ
指定区分：県指定天然記念物（昭和43年12月 11 日指定）

員数、指定面積： 1本

所 在 地：愛知県知多郡武豊町大字冨貴字郷北101香地

所 有 者：白山杜

管 理 者：白山杜

保護活用にかかる事業費 ： 68,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金：－

委託団体：

保護・整備の報告書 ： 一

条例・規則：一

公開状況：

交通手段：名鉄電車＝富貴駅から約 lkm、徒歩20分

連 絡 先：干470司2336 武豊町字山ノ神20番地 1

武豊町歴史民俗資料館電話： 0569-73-4100

武豊町

概要、指定理由：白山社のクロガネモチが県指定の天然記念物に指定されたときの状況は、樹高18m、根

回り 5.2m、胸高囲3.5m、推定樹齢350年、枝張りは東西16.3m、南北17m もあり 、地上2mの

ところから東西2枝に分かれる。雄株であるが老樹のため葉の出方が少なく、枝や幹は

裸の状態に近くなっている。 また、 この木は白山社のご神木として崇められ、しめ縄が

張られている。

経過観察中のクロガネモチ



保護の方法：地元区の冨貴区・富貴市場区の区民が草刈り、枝払い等定期的に管理をしている。

活用普及事業：－

現状、課題：

平成19年に地元区の区長よりクロガネモチの樹勢が衰えてきている状態であるが、処置の方法がわか

らない旨の相談があった。 その対処方法について愛知県に相談したところ、樹木医をご紹介いただいた。

樹木医の指導と県の文化財保護室の支援をいただきながら、地元区の方々と一日も早く青葉の茂る元

の姿に戻ることを祈りながら、樹勢回復作業を継続して実施している。 樹勢回復のための措置として、ま

ず、樹木医にクロガネモチの診断をいただいた。 その結果を受けて次のような作業を行った。

①樹勢が衰えてきた要因のひとつにク ロガネモチの周辺にある竹の根や雑木が生い茂ってクロガネ

モチの生育を妨げており結果と して根をいじめているので、竹は根から除去し、周辺の雑木は伐採

をした。

②続いて、土に隙聞を作り、根を伸ばすため、竹の葉をころも士（山砂に粘土質が混じった土）にまぜ、

根周りにすだれを敷き、炭と樹勢回復剤をまいた。

③竹などの抜根により裸状態となった法面は保水性（乾燥防止）と崩落防止のため竹を敷き詰めた。

④クロガネモチの痛んだ表皮をはがした表面や切り株には防食のための薬剤を塗布した。

以上のような作業や措置を継続して行いながら経過を観察している。
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ーフ

ι4 まん ごく

五万石ふじ
指定区分：市指定天然記念物（昭和38年 5 月 8 目指定）

員数、指定面積： 7 株、 800ぱ

所 在 地：岡崎市康生町561 1 岡崎公園内

所 有 者：岡崎市

管 理 者：岡崎市

保護活用にかかる事業費：一

保護活動実施期間：－

補助金： 一

委託団体： 一

保護・整備の報告書：

条例・規則： －

公開状況：随時見学可能

交通手段：名鉄東岡崎駅より名鉄パス 「岡崎公園前」下車徒歩 5 分

東名岡崎インターより国道 1 号線を名古屋方面に車で10分

連 絡 先：干444-8601 岡崎市十王町二丁目 9 番地

岡崎市教育委員会社会教育課文化財保存管理班電話： 0564-23-6177

岡崎市

概要、指定理由：東西40m、南北50mの三角形の藤棚で、 1 ～ 3 本の寄せ植えで 7 箇所に点在し、ぎっ し

りと枝を伸張させている。 最も古いものは樹齢120年以上と推定され、花穂は長いもの

で lmにもなる。本市の花がふじ（昭和45年制定）であるのは、この五万石ふじにち

なんだものである。

保護の方法：公園管理のなかで草取り等の周辺環境保護を行っている。

活用普及事業：－

課 題：特にな し。

開花期の五万石ふじ



とよとみ梨
指定区分：市指定天然記念物

（平成 2 年 7 月 6 目指定）

員数、指定面積： 1 本

所 在 地：岡崎市鳥川町宇中貝津

所有者：個人

管理者：個人

保護活用にかかる事業費：平成21年度事業費 596,400円

保護活動実施期間：平成21年度

補助

委託団体：ー 倒木前のとよとみ梨

保護・整備の報告書 ：

条例・規則 ： －

公開状況：随時見学可能

交 通 手 段：額田支所より県道豊川額回線を豊川方面に約 7km 車で15分

連 絡 先：干444-8601 岡崎市十王町二丁目 9 番地

岡崎市教育委員会社会教育課文化財保存管理班電話：0564-23-6177

岡崎市

概要、指定理由 ： ナシの野生種（原種の自生地）である。 かつては樹齢300年と推定される幹周り 4m

の巨樹であったが、伊勢湾台風の影響で本幹が枯死している。 その後、分岐枝が成長し

現在の姿となった。 しかし、これも平成21年10月 8 日の台風18号の強風により根幹か

ら倒木した。

平成22年度巨樹・古木林等保全管理推進事業に採択され、樹木医による専門的な治療が

施された。

保護の方法：所有者が日常管理を行っている。

活用普友事業：平成22年度巨樹・古木林等保全管理推進事業に関連し、日本樹木医会愛知県支部と共同

で地元住民、地元小・中学生を中心に、公開治療及び治療体験会を開催した。

課 題：平成21年の台風による倒木をうけ、種の保存・自生地の保護を目的に必要な処置を現在実

施中である。 また、近接する新東名高速自動車道の建設工事による地下水流の変化が予

想され、人工的な水分供給が必要となる 。

倒木時の状況 現在の状況
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マメナシ
指定 区 分：市指定天然記念物（平成16年 2 月 6 目指定）

貝 数： 1 本（樹高12.Sm、幹周l.5m （平成23年 1 月現在））

所 在 地：瀬戸市東松山町（瀬戸市立水南小学校内）

所 有 者：瀬戸市

管 理 者：瀬戸市

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間：毎月 1 回 保護活動団体による観察会

補 助 金：平成21年度10万円（瀬戸市市民活動促進補助金として）

保護活動団体：せとマメナシ観察会

保護・整備の報告書： －

条例・規則：

公開状況：小学校敷地内であり解放

交 通手段：名鉄瀬戸線新瀬戸駅より国道155号を北上し、水南

小学校まで車で 2 分

連 絡 先：干489-0846 瀬戸市白山町 1 丁目46

瀬戸市交流活力部文化課文化財係電話：

0561-21-1951 

概要、指定理由：更新世 （最終氷期）の遺存植物で世界的にも稀少

な種類（愛知県の レ ッ ドデータブックでは絶滅危

倶種IA類（CR）） 。 日本では愛知県・三重県等の極

めて狭い地域に分布が限られており、愛知県内で

は主に尾張東部に点在している。 瀬戸市は愛知県

内のマメナシの東限と なる。パラ科の落葉高木で、

溜池などの湧き水のある場所に生育する。 かつて

は瀬戸市でも東松山町から進陶町にかけて群落が

みられたが、現在で、は水南連区ほかに 8 本が確認

されているのみである。

保 護 の方 法：特にな し

活用普及事業：保護活動団体が、表示板を自主的に建て、実生の苗

木を市内外のイベントで配布するなど普及広報活

動を行っており、自生地である水南小学校と連携

した保護育成活動を精力的に行っている。

3果 題：指定木周辺は宅地化し、本来の群落環境に戻りえ

ず、現状のままでは種の世代交代が難しい点。

瀬戸市

マメナシ指定木全景

花

果実



四ツ松のア力メヤナギ
指定区分：市指定天然記念物（昭和58年 3 月 25 目指定）

員数・指定面積 ： 1 株

所 在 地：豊田市四ツ松町

所 有 者：四ツ松自治会

管 理 者 ： 四ツ松自治会

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間 ： －

補助金： 一

委託団体： 一

保護・整備の報告書 ：

条例・規則：一

公開状況： －

交通手段： －

連 絡 先 ： 〒 471-0079 豊田市陣中町 1 -21 

豊田市郷土資料館 0565-32-6561 

概要、指定理由 ：樹齢（伝承） 300年

樹高12.0m 幹周3.9m 下枝高l.5m

枝張7.0m （東へ）、 5.9m （南へ）、 9.0m （西へ）、 6.2m （北へ）

アカメヤナギとしては、県下最大のものである。

豊田市
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須成龍照院イチョウ
指定区分：町指定天然記念物（昭和58年3月 l 目指定）

員数、指定面積： l樹

所 在 地：蟹江町大字須成字門屋敷

所 有 者：龍照院

管 理 者：龍照院

保護活用にかかる事業費：平成20年度事業費 1,131,858円

保護活動実施期閤：平成21年 2 月

補 助 金： 565,000円（町補助金）

請負 団体：株式会社柴田庭石蟹江営業所

保護・整備の報告書：愛知県樹木医会 平成21年3月

「龍照院の秀吉お手植えの銀杏樹勢回復工事調査報告書j

条例・規則：

公開状況：随時見学可能。

交 通 手 段：JR関西本線蟹江駅より徒歩15分 東名阪自動車道蟹江インターから車で5分

連 絡 先：〒497-0040 蟹江町城一丁目214番地

蟹江町教育委員会生涯学習課文化財保護係（蟹江町歴史民俗資料館）

電話：0567 95-3812 

蟹江町

概要、指定理由：樹齢400年以上とも言われ、乳｜賀状の枝張りのある古木である。「太閤お手植えの銀杏」

として伝承され、信仰の対象となっている。

保護の方法：周囲を柵等で囲み、保護している。

活用普友事業：

課 題：老木であり 、 継続し

て定期的に保護事

業をおこなってい

く必要がある。

須成龍照院イチョウ



教蓮寺のイヌマキ
指定産分：町指定天然記念物（昭和53年 1 月 25 日指定）

員数、指定面積 ： 1 本

所 在 地 ：吉良町大字荻原字川中24-1

所 有 者 ：教蓮寺

管 理 者 ：教蓮寺

保護活用にかかる事業費 ：平成15年度 3,465,000円

補 助 金 ：平成15年度の保護処置実施時に町補助金を支出

公開状況：境内拝観自由

交通手段：名鉄吉良吉田駅より北へ約l.4km （徒歩約25分）

連 絡 先 ： 干 444-0524 吉良町大字荻原字大道通14-1 （町立図書館内）

吉良町教育委員会生涯学習課文化財担当 電話： 0563 32 3400 

吉良町

概要、指定理由：県内で最も大きなイヌマキとみられ、枝ぶりも見事である。 推定樹齢は500年とされ、

応永2年（1468）の教蓮寺創建当初に植えられたとみられる。 目通り 3.lm、根回り 4.4m 、

高さ llm。

保護の方法：樹木の周りに柵を設置し保護している 。

保護増殖措置：平成15年度、所有者から町教育委員会に対し、イヌマキの幹の枯死部分に詰められてい

たコンクリートがはずれ、二股に分かれた幹が自重に耐えきれず裂けかかっていると

の相談が寄せられた。 吉良町では補助事業として、岐阜大学名誉教授の林進氏の指導

を得て保護処置を実施することとした。 幹の枯死部分は、腐食部分を切除し滅菌処理

を行い、痩せた幹の強度を確保するため硬化剤（キガタメール）を注入した上で、腐食

部分の乾燥防止のために被覆を行った。 また、二股に分かれた幹が裂けるのを防止す

るため、両幹聞を鎖で固定し、ステンレス製の支柱を設置した。

さらに、樹木の生育環境の改善のため、根元周辺に細根発根促進材を鋤きこんだ後、柵

の設置を行った。 現在、処置後 6 年を経過しているが、幹の裂け目の進行は止まってお

り、樹勢も旺盛で、ある 。

枯死部分の処置 保護処置終了後

切除 ・ 滅菌・硬化剤注入 ・ 被覆
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福田寺のイヌグス

福田寺のイヌグス

指定区分：県指定天然記念物（昭和31年 5 月 18 目指定）

員数、指定面積：根周り llm、標高約14m、枝張り東西lOm、南北9m

所 在 地：設楽町田口字玉ノ木

所 有 者：福田寺

管 理 者：福田寺

保護活用にかかる事業費：毎年 8,000円

保護活動実施期間 ： 7 月ごろ 草刈り・清掃

補助金： －

委託団体：地元区

保護・整備の報告書 ：

条例・規則： －

公開状況：随時見学可能

交通手段：設楽町役場すぐ東

連 絡 先： 干441-2301 北設楽郡設楽町田口字辻前14

設楽町教育委員会電話：0536 - 62 -ll05 

設楽町

A 

概要 、 指定理由：暖地性の植物で、日本では九州や四国・本州の海岸沿いに多く、県下では渥美・知多・幡

豆の沿岸地方に生育している木である。 当地のような寒冷な地域に生育しているのは

珍しい。

保 護 の方法：記念物指定の標識を立て、周辺の草刈清掃を行っている。

活用 普 友 事業：

課 題：過去にあった付近の火災のため、根元が腐り樹勢は衰えている。



.‘. 
名木の選定（「瀬戸の名木Jの事例） 正

瀬戸市教育委員会では、平成 9 年に市内の名木・森の図録 ， r瀬戸の名木」を刊行した。ごれは、市内に

所在する巨木や老木、杜叢林なと守の悉皆調査を行い、代詩句な名木・森、の紹介を行ったものである。
この調査に至る直接的な契機は、昭和61年に「瀬、戸市史資料編 自然編」が編纂され、その中で市内の

植物調査が実施された際に、植生上貴重な植物や巨木が確認lされ！たことに始まる。その後i市内の諸開発
によりこうした植物が消滅する危険があり、保存について検討する必要が生じた9 ， しかし、貴重な植物等
については公開により乱獲される恐れがあるため、調査者や研究者がその所在を明らかにしない場合が
多く、現地での工事が始まってからその保存についての申し入れがされることが多かち だ； また、植物今 \ 

保護についての市の担当窓口も環境課や各事業課などに分かれており、その対応も不統ーであった。

市の文化財課では、市史編纂の経緯もあり、自然編の植物調査担当者から名木や貴重な植物の保護要請

を受け、工事事業者や市の担当課と協議を行っていた。 しかし、工事直前や工事中での協議のため保存が
困難な場合が多く、今後の天然記念物候補として市内に所在する名木等の把握を必要としていた。市史
植物調査者と協議した結果、乱獲等の恐れの少ない樹木について公表し「瀬戸市の名木」として周知を
図ることとした。 調査にあたっては「瀬戸市の名木調査会」を組織し、市史自然編の調査にあたったメ

ンバーと市内小中学校の理科教諭で組織される 「瀬戸市理科教育研究会」の植物担当教諭が調査にあたっ

た。 調査は平成 6 年度より 8 年度にかけての 3 ヶ年、主に小中学校の夏休み期間に実施された。
調査対象は樹木とし、市史自然編調査の際に確認された樹木を中心として、市街地及び正陵地を回って

確認し、規模の大きな木や地域のシンボルとして知られる木、植生上貴重な木などを採集した。 また、同
時期に実施されていた「瀬戸市市内遺跡詳細分布調査」の作業員に名木調査会のメンバーが参加してお

り、主として丘陵地の踏査を担当していたため、丘陵地内の窯跡や古墳、散布地等の踏査の際に周辺の樹
木についても確認することができた。 詳細分布調査は秋から冬にかけて、市内丘陵地全域を対象に踏査
を行っており、ここで確認された樹木は夏休みの調査期間中に計測・写真撮影する形で調査が進行した。
そのため通常の調査では確認することが困難な丘陵・山地の樹木についても微地形である尾根・谷ごとに
位置確認が可能となり、精度の高い悉皆調査となった。

調査の結果、 418本の樹木が踏査されてデー タが得られた。 報告書のとりまとめにあたっては、科ごと

に代表木を掲載する形とし、主に樹高、幹回の計測値が大きな木について写真等を掲載した。 また報告書
を名木のガイドブック的に利用できるものとするため案内図を掲載した。 ただしこれは一般の人が近く

まで訪れることが可能なものに限定しており、訪れることが困難あるいは危険な木については所在する

町名のみを示した。

報告書刊行後は名木観察会の開催やプレー トの設置を行って周知に努め、「マルパタラヨゥ」と「マ

メナシ」については市の天然記念物に指定された。 開発協議等で報告書を基に事前に照会される場合も

あり、保存への配慮も行われるようになった。 位し、保存樹等の制度化さねたものではなく、事業者に自

主的に配慮を求めるものであるため、十分な保存措置には至っていない。また、周知を行ったことにより

花の時期などに多くの見物人が訪れ、そのマナーの悪さで所有者が迷惑を被るなどの問題も生じてきた。

本調査をきっかけに、市の環境課が市内の植物調査を名木調査会とともに実施するなど、行政と調査・

研究者が連携して保護活動が行われるようになり、非公開ではあるが、貴重種等め所在場所も市の担当者

が把握できるようになった。市の環境行政と調査・研究者の聞に信頼関係を形成することができたこと

が本調査の最大の成果であったと思われる。

（服部郁：瀬戸市文化課）
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御油のマツ並木

御油のマツ並木全景

指 定 区 分 ： 国指定天然記念物（昭和19年11月 7 目指定、平成20年 7 月 28 日 ・

平成22年 2 月 22日追加指定）

員数、指定面積：豊川市御油町美世賜と赤坂町の境界に至る県道長沢国府線の道路及び堤塘敷

（北側約560m、南側約520m)

所 在 地 ： 豊川市御油町美世賜と赤坂町の境界に至る県道長沢国府線の道路及び堤塘敷

所 有 者：愛知県ほか

管 理 者： 豊川市

保護活用にかかる事業費 ： 2,1 17,000円 （平成21年度実績）

保護活動実施期間 ： 通年

補助金： 一

委託団体：御油松並木愛護会

豊川市

事業 報告 書： 豊川市教育委員会『国指定天然記念物御油のマツ並木環境調査報告書 （2004) j 、

豊川市教育委員会『国指定天然記念物御油のマツ並木保存管理計画（2006）』

条例・規則：一

公開状況：随時見学可能

交 通 手 段： 名鉄本線「御油駅」から徒歩20分、「名電赤坂駅j から徒歩20分。 駐車場有。

連 絡 先： 干441-0292 豊川市赤坂町松本250

豊川市教育委員会生涯学習課文化財係電話：0533-88-8035



概要、指定理由 ：

( 1 ）現状

豊川市御油町美世賜から赤坂町の境界に至る県道長沢国府線の道路及び、堤塘敷北側約560m、南側約

520mに整備されたクロマツの並木である。

現在（平成22年 8 月）の総本数は274本。

(2）景観

江戸幕府による街道整備や並木政策の結果、東海道をはじめとする五街道では、宿場などの集落や山間

部を除き、ほほ全行程で松を主体とした並木景観が見られるようになった。

江戸時代の景観が現在まで

が多く残つていることカ冶ら、今後の整備に際し、往時の並木景観を再現することができる O

(3）指定概要

御泊のマツ並木は、江戸時代の初めには東海道の並木として御油・赤坂宿聞に整備され、幕府によって

管理されていた。

明治に入って宿場制度が解体されてからは管理責任の所在もはっきりせず、なかば放置の状態が続い

たが、地元御油町で細々と保護管理を行ってきた。その後、太平洋戦争時に燃料として多くのマツが切り

倒されるのを憂慮し、地元では指定に向けた働きかけを行った。その結果、「東海道の松並木として代表

的なもの」との理由により昭和19年11月 7 日に国指定天然記念物となった。

保護の方法：

昭和51年の豊川市の管理団体指定の前年、愛知県教育委員会、愛知県土木部、豊川市教育委員会の三者

で覚書を取り交わした。 この三者と県林務課や愛護会も交えた打合せ会（三者会議）を毎年開催し、マ

ツ並木の保護・管理について相互の連絡調整を行ってきた。

平成18年度には、昭和53年度に策定した「天然記念物御油ノ松並木保存管理計画」を見直し、「国指定

天然記念物御油のマツ並木保存管理計画」を新たに策定した。この計画に基づき保護活動が行われている。

活用、普及事業 ：

愛護推進活動として、地域住民により堤塘敷の草刈や清掃美化、パトロールが行われている。 また、そ

の他に愛護会及び御油連区が、松並木や隣接する旧御油宿一帯で天然記念物指定50周年記念「松並木フェ

スタ」（平成 6 年） ・東海道宿駅制定400年記念（平成13年）などを開催し、まちづくりのシンボルとして

も活用されている。

市教委が毎年定期的に実施している事業には、地上散布防虫消毒（ 6 月）及び保存工事（支柱修繕等：

冬期）があり、その他愛護推進事業、樹勢回復補修作業やマツ苗植樹作業を地元御油松並木愛護会に委託

している 。 平成21年度から 5 カ年計画で進められている「御油の松並木景観整備事業」においては、愛

護会とともに、地元御油小学校の 6 年生が卒業の思い出作りの一環として参加するなど地域と連携した

活用を図っている。

また、豊川市が隣接地に計画している「御油松並木公園」では、マツに親しむためのイベントや後継樹

の育苗場として活用できるような整備が進められている。

課題：

保存管理計画に基づき、三者（県道管理者・天然記念物の管理団体・松並木公園管理者）を中心とした協

議によって保存が図られているが、天然記念物としての歴史的景観の保全に重点を置く文化財保護部局

と、並木を街路樹として捉える道路管理者とでは、管理上の立場の違いから意見が対立することがある。

マツ並木の生育環境の改善を図るためには、並木の道路敷（県道長沢国府線）のアスフアルト舗装を撤

去し、一般車両の通行を排除することが理想ではあるが、現況は周辺住民の生活通路及び通過交通の役割

を担う重要な路線であるため、早急な実現は困難である。
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当面、天然記念物の並木と県道の街路樹とを兼ねる「御油のマツ並木」の保全には、関係者の立場を超

えた協力体制を構築していくことが課題である。

指定等の経緯と保護・活用までの道程：

年度 保護関連事業等の概要

昭和19年度
御油のマツ並木が国の天然記念物に指定され

る

昭和47年度 御油松並木愛護会結成

愛護会の呼びかけによるマツ並木の大々的な

昭和49年度
補植（219本）

県教育委員会・県土木部・市教育委員会による

マツ並木管理の覚書締結

昭和50年度
豊川市が文化庁から御池のマツ並木の管理団

体に指定される

昭和51年度
豊川青年会議所と愛護会の共催で 「御池並木

祭り 」 が開催される

昭和53年度
豊川市が国庫補助事業として保存管理計画を
策定

昭和53年度 豊川市が国庫補助事業として補植、施肥等の保

～56年度 存修理事業を実施

昭和58年 「日本の名松100選j に選ばれる

昭和60年度 豊川市が国庫補助事業として保護増殖事業 （樹

～63年度 幹注入防虫消毒） を実施

昭和63年度 御油公民館敷地内に御油松並木資料館開館

並木周辺の開発計画に対する規制の代替措置

平成元年度
として、市が初めて保存区域の用地買収を実施

（豊川市土地開発公社による先行取得：後の公

園計画区域）

平成 4年度 市が並木橋反対側に観光用駐車場用地を確保

市内部の御油マツ並木周辺整備に関する検討

平成5年度 会議によ り、並木北側と音羽川との聞の区域に

ついて公園整備を行うことに内部決定

保護・活用の専門委員会と職員体制 ：

( 1 ）保存管理

年度 保護関連事業等の概要

平成 6 年度
国指定50周年を記念して、愛護会によ り 「松並

木フェスタj が開催される

マツ並木の保存区域を15mから Smに変更す

平成 7 年度
ることを市が内部決定

県林務課の 「ふる さと樹木診断j に よ り 、樹勢
回復措置の必要がある古木があることが判明

平成 8年度 豊川市がNn187の樹勢回復補修事業を実施

平成12年度
市の依頼によ り地元樹木医会が古木の診断を

実施

平成13年度 豊川市がNn49の樹勢回復補修事業を実施

平成14年度
豊川市が国庫補助事業として御油のマツ並木

緊急調査 （環境調査） に着手

平成15年度
市の環境調査の 2 年目 、調査結果を調査報告書

として刊行

豊川市が保護増殖事業開始。 （平成18年度まで

平成16年度
の3 ヵ年事業） 保存管理計画策定委員会組織

愛護会により 「いきいき フ ェス タIN松並木」

が開催される

平成17年度
新編 「御油のマツ並木保存管理計画」 策定豊
川市が補植 （20本）

平成18年度 豊川市が補植 （25本）

平成19年度
No.49折損を機に古木の上部診断が行われ危険

木11本を伐採

平成20年度
保存区域の一部 （市所有地） を追加指定 （ 7 筆 ：

935.96rrl) 

松並木愛護会・御油小学校6年生によ るマ ツの

補栢 （15本）
平成21年度

保存区域の一部 （民有地） を追加指定 （3筆

653.87rrl) 

平成17年度に策定した 「国指定天然記念物御油のマツ並木保存管理計画I に基づき、豊川市教育委員

会（天然記念物の管理団体）、愛知県東三河事務所（道路管理者）、豊川市建設部 （御油松並木公園管理者）

の三者を中心に並木の保存管理についての協議を定期的に行っている。

(2）保護対策

平成14・ 15年度の環境調査の際には調査検討委員会、また平成16 ・ 17年度保存管理計画見直しには保存

管理計画策定委員会を組織し、林鐘氏（岐阜大学名誉教授）ら専門家の指導を仰いでいる。

現在、日常管理については御油松並木愛護会を中心として行っているが、樹勢回復作業等専門的な指導

が必要な場合、随時専門家を招聴し、県教委および市教委の職員 も作業に参加している。

現在の管理体制 ：

愛知県（県道路管理者） 、豊川市教育委員会（管理団体） 、豊川市（御油松並木公園管理者）の三者で覚

書を取り交わし、並木の管理に関するそれぞれの役割分担を定めている。 生涯学習課が天然記念物と し

ての管理を担当し、樹勢回復作業や日常管理を御油松並木愛護会に委託して行っている。



草刈などの日常管理 （愛護会実施）

ill/Iii/Ii,, 
指定区蟻｝一一～一指定地区 E二二二コ

保存四一一γー醐地区 E二二二コ

Lー管理地区一一一－－｛二二二コ

・犬木マツ （嘗逓リ周箇 10恥刷以上】

・ 橋櫨マツ辱（ 勾 100姐来演〉

" 伐採マツ＇＂欠番..い〉
剤耐尺＝ 1/1 SCIO 

. ＇・ 2・ s・ ・・純 明

専門家指導による樹勢回復作業 （市教委 ・ 愛護会実施）

景観整備事業による植樹 （愛護会 ・ 御油小学校実施）
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桜井神社のクロマツ

二の鳥居から神社を望む

指定区分：市指定天然記念物（昭和49年 2 月 13 目指定）

員数、指定面積：桜井神社参道

所 在 地：安城市桜井町桜林17

所 有 者：桜井神社

管 理 者：桜井神社

保護活用にかかる事業費 ：毎年1.100,000円程度

保護活動実施期間 ： 6 月草刈

2 月マックイムシ防除薬注入

補助金：－

委託団体：一

保護・整備の報告書 ： 一

条例・規則：

公開状況：外観のみ

交通手段：名古屋鉄道西尾線 「堀内公園」駅から徒歩10分

連 絡 先：干446-0026 安城市安城町城堀30番地

安城市教育委員会文化財課電話： 0566-77-44 77 

安城市



概要、指定理由：桜井神社の長い参道の両側に生い茂る松並木である。戦前には200余本の老松が14,700

mの境内にあった。 昭和34年 （1959）、伊勢湾台風の被害でややさみしくなったとはい

え、ーの鳥居から三の鳥居までの参道に従いつつ持殿へ導いていく景観は、実に見事で

ある。胸高囲 3m、樹高25mに達するものもあり、境内地の空間を縦に貫いている。

保護の方法： －

活用普友事業： －

課 題：桜井神社は三河三白山と して市史跡に指定されており、大祭では嚇子（市指定無形民

俗文化財）、棒の手（県指定無形民俗文化財）の奉納なども行われている。 地域の歴史

的景観としての当神社の松並木は、今日の社会情勢からみると極めて重要な杜叢と位

置づけられる。「社叢全体の管理の方針」に基づき、保護されることが望ましい。また、

県内でも少なくなったマツグミが多く寄生しており、重大な原因とは言えないものの、

樹勢を阻害する要因になり得るため注意が必要である。

、土自

1丞苦言 ーの鳥居から神社を臨む 三の鳥居から神社を臨む

全景
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実相寺の三河クロマツ群落
指定区分：市指定天然記念物（平成22年 1 月 18 目指定）

員数、指定面積：保存木17本育成木31本 13,390ぱ

所 在 地：西尾市上町下屋敷

所 有 者：宗教法人実相寺

管 理 者：宗教法人実相寺

保護活用にかかる事業費 ： －

保護活動実施期間：通年

補助金：

事業報告書： 一

条例・規則：一

公開状況：常時公開

交通手段：名鉄西尾線西尾駅下車

北西へ約 2km

連 絡 先：干445-0847 西尾市亀沢町480

西尾市教育委員会文化振興課電話0563-56-2459

境内の松並木

西尾市

概要、指定理由：実相寺は文永 8 年（1271）、西条城主吉良家の三代満氏の建立で開山は聖一国師円爾弁

円を招聴したと伝わっている。実相寺には釈迦堂、釈迦堂内に安置されている釈迦三

尊像など県指定文化財 4 件、市指定文化財 6 件、国登録有形文化財 2 件を有している。

マツ群落については実相安国寺伝記の記事の中に「西条竹崎の浦並木の叢に」との記

載があり、かねてより海岸に近い並木の中に伽藍が建てられた様子がうかがえ、また、

元禄 5 年（1692）の境内図には参道両脇や西側から裏山にかけて多くの松が描かれて

おり、以前から寺叢として松を多く有していたことが想定できる。

現在、この元禄頃の松は残っていな

いが、推定樹齢200年から250年くらい

のものが 5 本（図内緑色の・印）、伊勢

湾台風以前からのもの （樹齢50年以

上） 12本（図内青色の・印）が保護さ

れている。 また、その後も松を植栽し、

育成に努めている（図内黒色の・印） 。

このようにクロマツが継続的に植生さ

れ、境内の樹林として現在の実相寺の

景観の重要な部分を占めている。また、

近年クロマツは虫害等で姿を消しつつ

ありこうした点からも希少な保存樹木

である 。

保護の方法：所有者による消毒や莞定作業を行っている。

活用、普及事業：一

山門前の古木

課 題：近年、指定地周辺でも松くい虫の被害が確認されており、それを食い止めるための手立

てをどうしていったらよいのか。



一一一

II 

ji~ I 

実相寺境内図 （元禄5年）

『実相鎖国禅寺全境内図』 西尾市岩瀬文庫所蔵
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東海道のマツ並木
指定区分：市指定天然記念物（昭和45年 3 月 16目指定）

員数、指定面積：安城市内の東海道一帯

所 在 地：安城市今本町ほか

所 有 者：安城市

管 理 者：安城市

保護活用にかかる事業費 ： 1,000,000円

保護活動実施期間：マックイムシ防除薬注入

補助金：

委託団体：一

保護・整備の報告書 ：

条例・規則：一公開状況：外観のみ 東海道のマツ並木全景

交通手段：名古屋鉄道本線「新安城j 駅から徒歩 7 分～50分

連 絡 先：干446-0026 安城市安城町城堀30番地

安城市教育委員会文化財課電話：0566-77-44 77 

安城市

概要、指定理由：徳川家康は、慶長 6 年（1601 ） 東海道に宿駅を定め、つづいて慶長 9 年（1604）には街

道に一里塚を設置して道の両側に並木を植えさせた。さらに慶長17年（1612）の道路

の補修、並木敷地等の定めをして街道を直接管理した。 本市の東海道は市域北部を南

北約 5 kmにかけて存し、明治期以降も重要幹線国道として管理が続けられてきたが、現

在の国道 1 号線ができた後は市道に移管された。 往時のマツ並木は近年の風害や枯死

等のため、その数を減らしているが、現存する200本近くのうち大きいものは、樹齢200

～250年と推定されている。

保護の方法：－

活用普及事業：－

課 題：市道となった現在においても交通量が多 く、アスフ アル ト舗装等により根系への影響

が見受けられ、それが腐朽の原因の一つにもなっている。 また、維持管理についても市

道であることから、文化財担当部局で行っていない。 したがって、積極的な保護対策が

取りにくく、風害等に

よ る倒木を回避するた

め伐採されてしまうこ

とも少なくない。 一方、

昨今は沿線の土地利用

の変更も多く、乗り入

れ等にマツ並木が障害

となるケースも増えて

きているため、根本的

な道路計画を検討しな

い限り、並木として保

護していくことが困難

になると想定される。 舗装工事と根系状況



多賀神社の社叢
指定区分：県指定天然記念物（昭和48年11月 26 目指定）

員数、指定面積： 11番地のうち3J89m

所 在 地：常滑市苅屋洞ノ脇11番地

所 有 者：多賀神社

管 理 者：多賀神社

保護活用にかかる事業費 ： －

保護活動実施期間 ： 5 月～ 9 月 草刈り、下刈り

4 月～ 3 月見回り

補助金：

委託団体：一

保護・整備の報告書 ： 一

条例・規則：

公開状況：常時公開

交通手段：国道247号線、西浦南小東交差点から南に140m

連 絡 先：多賀神社社務所

電話：0569-34引53

常滑市

概要、指定理由 ：社叢の構成樹種としてオガタマノキが数十株あること 。 愛知県はその北限・東限に近

く、一樹林中にこのように多数育成するのは特記すべきことである。

保護の方法：

活用普及事業： －

課 題：社叢中最大のオガタマノキが拝殿横にあるため、参持者に地面を踏み固められる踏圧

害により、樹勢が弱くなっている。

多賀神社の社叢近景
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,.’ 
樹木医制度とは？

• ~叱 ：’ ＇！｛. 合＇ ＇＂ 桝 r巨木・古木の保存活動に“樹木医” 。と川肩書さえ持った方ず登場初ことがあTま》。枠このよう有
ニュースを通して、天然記念物の保護に関わる者でなくても、樹木医どり うJ職業は随分広く知られるよ
うになってきだと色いま子。 樹示医 t'r1l－；言で言うを樹木を診で〈ぷる樹氷のお産者？ざん子lすJでも ：
樹木医ってどういう資格？どのよdに取れ石の？など、案外知らないのではないでしょうか· ？
1 樹木医とは 問

樹木医は、樹木の診断及び治療、後継樹の保護芦成勇
う専門家のことですO 財団法人日本緑化センター議（JfT.1日本緑化センターと表記） ＂が商標登録していaる ＼
資格で、日本緑化センターが実施する樹:ts.I医資格審査に合格じ山登録されること によって初めで樹木医
になることができます。医師ギ獣医師とは異なり7 ゼ樹木医は民間機関によZ民間資格です。
2 樹木医制度のこれまで 明； 刷 .if,,): 

樹木医制度は、林野庁の緑化推進施策の→環と 長方ふるさとの樹保全対策事業が予算化され、平成3
年度に日本緑化センターの新規事業として樹亦医制虞が始ま弘ましたピ者同化の遊展や樹芥の生育環境
の悪化により各地の巨木・古木の樹勢が衰え枯死するものが増えご 樹勢回復・樹木の保護の必要性が求
められるなか、樹木の状態を総合的に診断じ処方護を書ける総合医としての樹木医を養成Lょうという
ゐが制度創設のねらいで、あったようです。 平成 4 ·＊ドには樹木医の会員組織で、ある日本樹木医会も組織さ
れました。

平成 8 年には民間技能審査事業認定制度に基づく農林水産大臣認定に工る樹木医認定事業とな り、平
成 12年度まで実施されました。ところが政府の規制藤和方針に よ町平成l~年度以降は日本緑化ゼンター
の民間資格となりましたが、樹木医養成の考え方Jや募集、認定・登録の手続きなどはそρまま継承され
ています。 なお平成 9 年に 「樹木医」 （日本樹木医会J崎吉商標登録されましたび ！ ま 4た：1 樹木医の知名度
の高まりを背景に今後の活躍が期待されることがら平成 14 年度から研修受講者枠が 80 名から 120 名に
拡大されています。 れ

3 樹木医になるには

樹木医になるには、まず樹ホ医研修申込書！と業務経歴証明書を提出し、筆記試験及び業績審査による

第 1 次審査、次に講義と実習によ る研修、 筆記試験及び面接による第 2 次審査が行われ、その結果に基
づき樹木医審査委員会により合？格者が決定します。
樹木医研修受講の応募者には樹木の診断、治療等に関する業務経験が 7年以上という資格要件が求

められます。 これでは大学等で樹木医になる勉強をしても受講資格を満たすことができません。 そこで
学卒者等を対象とした樹木医補制度の創設が検討され、平成· 16年度から導入されま した。この制度は、

日本緑化センターが定めるカリキュラムを整備した大学等の教育機関が資格養成機関として登録し、 履

修科目の成績証明書を添えて日本緑化センタ一心申請することで、樹木医補として認定を受はるもvので
す。 これにより、樹木医補は I 年以上の実務経験で樹木医研修受講資格を満たすことができるよう にな
りました。 会

また、平成 11 年には樹木の保護育成に関係する業務についていない者でも樹木の診断・ 治療に係る

業務経験の実績を積むこ とができる「緑サボーター養成事業」 という制度も整備されました。
4 樹木医のこれから 民
樹木医制度が創設されて 20 年。 この間多 くの樹木医前誕生していますが、 I 活動状況や経験によ り技
術能力に格差が生じているのではないかとの懸念があるよう ですo ，，.今後ますます巨木・古木の保護べの

関心が高まり、樹木医の活躍に期待が寄せqられるととでbょう 。 個々の油木医の技術・知識の向上が図
られるこ とは勿論のこと、関係諸団体の連携によ り、 診断・ 治療宍ータ句蓄積ぷ・ 樹木医令ぱの技術の向
上及び標準化への取組みが図られ、 巨木 ・古木のJ保護に活かさfれl~llを とを望みますi 貯 "' 

i横井さっき ：津島市教育委員会）
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葦 豊橋市

シラタマホシクサ群落

指定区分：県指定天然記念物（平成 4 年 2 月 28 目指定）

員数、指定面積： 32.332m

所 在 地 ：豊橋市岩崎町字長尾・南山

所 有 者 ：豊橋市

管 理 者 ：豊橋市

保護活用にかかる事業費 ： 600,000円 （単年度）

保護活動実施期間 ：通年

補助金：

委 託 団 体：葦毛湿原植生調査団 ・保護の会

保護・整備の報告書 ：愛知県1978 『葦毛湿原調査報告書一 1978- j 

豊橋市教育委員会1990 『葦毛湿原調査報告書J 、 1994 『葦毛湿原調査報告書 E J 、

2000 『葦毛湿原調査報告書E J 、 2005 『葦毛湿原調査報告書Nj 、 2010 『葦毛湿原調

査報告書Vj

条例・規則：

公開状況：随時見学可能

交 通 手 段：豊橋駅より豊鉄パス飯村岩崎線「岩崎・葦毛湿原J 下車、徒歩15分。駐車場有。

連 絡 先：干440-0801 豊橋市今橋町 3 -I 

豊橋市美術博物館電話：0532-51-2879
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概要、指定理由 ：

( 1 ） 現状

葦毛湿原は、愛知県と静岡県の県境をなす弓張山地の西側山麓、標高凡そ70m前後の傾斜面に成立した

湿原である。 約25度の傾斜をもっ後背山地が、 8 度乃至 4 度の緩傾斜地に移行する遷移点に当た り、流下

する雨水や湧水によって常時豊かな水分に恵まれている。 湿原の中心部の基盤はチャートで、その上を

黒色のシルト・粘土層が薄く掩っており、したがって帯水層の厚さはきわめて薄く、地下部に植物遺体の

堆積をもっていない。 植相の上から見ると湿原内各所にオオミズゴケが生育し、併せて遺存寒地植物と

みられる北方系の植物も温存しており、一見、高層湿原の様相もみせるが、地下部に厚い泥炭層をもっ高

層湿原とは明らかに異なっており、一方、低地の河川域にみられる河川湿原や、平地の凹みに生ずる平地

湿原等ともそのフロラ構成の上で異なっており、よく中間湿原の名で呼ばれる、きわめて特徴ある湿原と

なっている。 現在のところ豊富な水分条件と、今までに人為による撹乱もあまりうけなかったために、湿

原の自然状態は比較的良好に保たれている。

現在、行政上の保護としては、石巻山多米県立自然公園の中に含まれており、なお昭和62年11月 26 日付

で豊橋市指定の天然記念物となっている。 地元研究者による研究報告書も多数出版されている。

(2）湿原の特徴

湿原及びその周辺には約250種の植物が生育しており、その中には分布の上でき わめて貴重な種も含ま

れている。 例えば周伊勢湾地域に固有なミカワパイケイソウ、シラタマホシクサ等、また周伊勢湾地域を

主たる産地としている準固有的な植物としてミカワシオガマ、ミカワシンジ、ユガヤ等、和名にミカワの名

を冠した植物も生育している 。 また氷期に低緯度地域まで分布した寒地系の植物で、その後の地球の温

暖化にもかかわらず、冷涼な湧水地域のみ取り残されたと考え られる。 いわゆる遺存寒地植物の例とし

て、ヌマガヤ、 ミ カズキグサ等があり、これらは湿原内群落の主要な構成要素となっている。 その他、湿原

を彩るものとしてサギソウ、カザグルマ、ミズギク、ミズギボウシ等も生育し美観を呈する。 ま た食虫植

物もモウセンゴケ、コモウセ ンゴケ、イシモチソウ、ミミカキグサ、ムラサキミミ カ キグサ、ホザキノミミ

カキグサ、タヌ キモの仲間等、種類が多い。 動物相においても、ハッチョウトンボ、ヒメヒカゲ、その他約

200種の昆虫、鳥類としても約50種が記録され、自然度の高い豊かな生態系が成立している。

(3） 湿原の貴重性

県内はも とより、全国的にみても湿原とい う 一つの自然植生は急速に消滅しつつある。 湿原というの

は今までに何の生産価値も伴わなかっただけに放置され結果的に残り得たものであるが、現在では土木

工事と しても容易につぶすこ とができ、つぶせばすぐに役立つ土地に改変できるという こと、それでなく

ても湿原周辺の都市化で、水脈の切断、汚水の流入などで急速に失われてゆく 。 このような社会情勢下に

あって、葦毛湿原は山麓傾斜地に成立して特徴ある湿原のタ イプをもち、そこに豊富な生物相、 わけでも

植物相においては他地域にみられぬ固有的なもの、準固有的なものをも含む学術的にきわめて価値の高

い湿原であり 、指定すること に よ って緊急に保護を図る必要がある と考え られる。

(4） 指定についての留意点

湿原の存続はそれをとりまく環境の微妙なバランスの上に成り立っており、水分ーっと っても年間を

通じて、水量の上からも、水温の上からも、また水質的にも恒常性が保たれる必要があり、保護については

慎重な配慮が望まれる。

（ア） 植物の持ち去り、又は他からの持ち込みの厳禁、そのためには巡視、監視体制を確立する。

（イ） 学術研究、教育、知的 レクリ エーションの対象として利用されるべきで、単になる観光資源とし

て徒な誘客行為を避ける。

（ウ） 来訪者の利便のための過剰施設を作らない。

（エ） 湿原内の水路の再確認。



（オ） 湿原周辺の環境維持、殊に湿原に接し水源となっている後背地国有林への配慮要請。

（カ） 湿原は動的な存在で、乾燥化に伴う侵入植物の繁殖は避けられない自然現象であるが、湿原の現

状保持のためには、慎重かつ適当な排除や手当が必要であり、地元研究者の協力のもとに処置され

るべきである。

保護の方法：

本湿原は、常時公開による市民への周知をはかることで、保護意識の醸成を進める方針がとられてい

る 。 湿原自体の管理は文化財保護サイドが主体となるが、木道や解説板・駐車場・トイレなどハード面の

整備は市商業観光課が行っている。文化財保護サイドでは年 2 回、夏と冬に植生回復作業を行ない、乾燥

化の象徴ともいえるマツやイヌツゲの伐採、ヌマガヤの除去作業のほか、外国産植物や持ち込み種の抜き

取りを随時行っている。 またパンフレットを作成したほか、注意看板も設置し、見学者のマナー向上を目

指している。

活用、普友事業：市民への周知と保護意識の醸成を目的に、春（ 4 月）と秋（ 9 月）に観察会を開催し

ており、市の広報ほかで参加を呼びかけている。

課 題：植生回復作業の中心となっている保護の会の会員数が減少し、高齢化しているため、今

後保護活動を担っていただける方を確保して行くことが課題になっている。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

1965年 湿原の重要性を認識した地元研究者らが湿原の一部を購入。

1967年豊橋山岳会により遊歩道が設置。

1974年解説板、案内板、ベンチ等が設置。

1976年県により遊歩道沿いに保護柵が設置。

1985年 長尾池の北側に接して、ベンチ・植栽・フェンス等が設置され、「憩いの広場」が完成。

1987年 湿原が公有地化され、 11月 26日に豊橋市指定天然記念物に指定。

1992年 2 月 28 日 愛知県指定天然記念物に指定。

1995年 葦毛湿原パンフレットを作成。

1995年葦毛湿原保護の会が結成される。

2009年新しい葦毛湿原パンフレットを作成、配布開始。

2010年 愛知県指定天然記念物「葦毛湿原」展一里山の多様な生物と人間 ー を開催（豊橋市美術博物館）

2010年 『写真集愛知県指定天然記念物 葦毛湿原の記録J を刊行

専門委員会と職員体制：専門委員会はなし、職員は植生回復作業等に随時参加。

現在の管理体制：豊橋市教育委員会教育部美術博物館が管理を担当し、植生回復作業や植生調査を植生

調査団に委託して行っている。 この他、保護の会等による自主的なパトロールが行わ

れている。

観察会 植生回復作業
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トキソウ

ノカンゾウ ミカワバイケイソウ

クロ ミノニシゴ リ 卜 ウ カ イ コモウセンコケ

ミズギク シラタマホシクサ

葦毛湿原の植物
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壱町田湿地植物群落

壱町田湿地植物群落（ B湿地風景）

指定区分：県指定天然記念物（昭和59年 3 月 30 目指定）

員数、指定面積 ： 11,000ぱ

所 在 地：愛知県知多郡武豊町字壱町田90番地 2

所 有 者：知多郡武豊町

管 理 者：知多郡武豊町

保護活用にかかる事業費 ： 693,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金：一

委託団体：壱町田湿地を守る会

保護・整備の報告書：武豊町教育委員会 『壱町田湿地植物群落調査報告書（1990) j 

条例 ・ 規則 ： 一

公開状況：年 5 回のみ（ 7 月から 9 月の期間で）

交通手段：名鉄電車＝上ゲ駅（普通のみ停車）から 3km、徒歩40分、

武豊！駅（特急停車）から 4km、徒歩55分、タクシ一利用可

JR武豊駅から4.5km、徒歩60分、タクシ一利用可

連 絡 先：〒470-2336 武豊町字山ノ神20番地 1

武豊町歴史民俗資料館電話：0569-73-4100

武豊町
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概要：

( 1 ）現状

壱町田湿地は、武豊町の北西部に位置し、海抜40～50mのなだらかな正陵地帯にあり、周辺は昭和30年

代前半の沿岸埋め立て用土取り場として採士され、その地形は急変しました。

昭和57年から武豊北部地区89haが農業基盤整備事業として農地開発されるにあたり、武豊町は湿地を

含む11,000ぱを保護地に指定し、周囲がフェンスで因われ貴重な植物群落を保護しています。

(2）湿地の特徴

湿地（保護地）の自然環境は、クロマツ・ヒサカキを中心とした樹木が周辺を囲み、中央には小さな沢

があって、低温弱酸性の湧出水が流れています。

中心となる A·B の面積は合せてs1omほどで、その中に国内稀産のシロバナナガバノ イシモチソウと

東海地区特産種で、一時は絶滅したといわれていたヒメミミカキグサをはじめモウセンゴケ・トウカ イ コ

モウセンゴケ・ミミカキグサ ・ ホザキノミミカキグサ・ムラサキミミカキグサの 7 種類の食虫植物のほか、

カモノハシ・ノグサ・ミカワシンジュガヤ・サワヒヨドリ・サワシギク・ハルリンドウ・オオミズゴケ・ショ

ウジョウバカマ、三河湾・伊勢湾特産のシラ タマホシクサ・寒冷地性のイワショウブ・ヌ マガヤ・ウメパチ

ソウ・ミズギクなどが生育しています。

沼地状のD湿地には、ミズギボウシ・コウホネ・ヒメコウホネ・イなどの水生植物が生育しています。 ま

た、保護地内には絶滅の恐れのあるカキラン・キンラン・エビネなども見られ、愛知県内とその周辺及び兵

庫県の一部にしかいないといわれる水辺の見虫ヒメタイコウチが生息しています。

(3）指定までの経過

壱町田湿地では、多くの有識者により自然環境保全調査や樹木・草木の調査が行われ、湿地そのものは

小面積ですが低温酸性の湧水を生ずる地形、地質も特異であり、国内でも稀産種の 7 種類の食虫植物をは

じめ東海地方特有の植物や寒冷地性の植物群が混生する特色ある地域と確認され、自然保護の重要性を

認識しました。

武豊町は調査結果を基に保護策を検討し、湿地を守るためllOOOmの周囲をフェンスで囲い、保護地に

指定し、昭和59年3月 30日に県指定天然記念物に指定されました。 また、残された自然を保全していくた

め、壱町田湿地は平成11年2月 26日には「愛知県自然環境保全地域」の指定も受けています。

(4) ）霊地イ呆護とボランテイア活動について

①湿地の保護活動は県指定と同時に保存会 （現名称：壱町田湿地を守る会）が結成され、一般公開日の

見学者への対応や毎月 1回程度の作業を行っています。 作業の主な内容は、草取りや植物の害虫であるト

リパガなどの害虫駆除、湿地の清掃等を行っています。 また、年I回の研修会や湿地サミットへの参加な

どにより研鐘を積んで、います。

②さらに、壱町田湿地には「壱町田湿地小・中

学生ボランテイア体験学習の会」も活動を始め、

自然保護の大切さを学ぶ場所として、環境教育

の場として湿地を活用しています。 また同時に

「教職員ボランテイアJ も組織され小・中学生の

活動のサポート役を担っています。

この小・中学生が将来、湿地保護の一員となる

よう希望しています。

小・中ボランテイア作業風景



③保護活動の課題としては、当面保護活動を担ってくれる湿地を守る会の会員確保が困難であること。

循環用に使用しているため池に粉状の有機堆積物がたまってきたので除去し、水質環境の保全を図る必

要があります。

(5）一般公聞について

一般公開は毎年5回（7月から9月の間）のみ公開をしています。

公開時には、湿地を守る会の会員が湿地植物などの解説役をつとめ、小・中学生が受付や案内役を受け

もっています。

般公開風景（ B湿地）

(6）壱町田湿地における施策及び工事内容について

0 1983年 町指定文化財（天然記念物）に指定

。 イシ 第1期フェンス工事

。 Jシ 壱町田湿地植物群落保存会結成

0 1984年県指定天然記念物に指定

。 ”F 第I期観察路設置工事

※・公開時間は午前9時～午後2時30分

（ただし、入場は2時まで）

－入場無料

・駐車場あり (40台）

〈雨天中止〉

。 イシ 第1回一般公開の実施。（8月 11から9月 24日までの9日間）＝現在は5日間

0 1985年第2期フェンス工事

0 1986年湿地植物説明板設置

0 1987年便所設置工事（指定地域外）

0 1988年渇水対策工事

0 1990年壱町田湿地調査報告書作成

。 イシ 第2期観察路改修工事

0 1992年壱町田湿地植物群落研究会（名称変更）結成

0 1997年第3期観察路改修工事

。 'l 湿地植物説明板設置（坂文種報徳会の資金活用）

0 1998年 県自然環境保全地域の指定。（平成11年2月 26 目指定）

0 1999年 第8回湿地サミット武豊町で開催

0 2000年壱町田湿地を守る会（名称変更）結成し、現在に至る

0 2001年 愛知県の「農村自然環境整備事業」＝ピオト ープ事業で

フェンス全面改修工事、腐葉土除去工事の実施。

。 タ 「壱町田湿地を守る小・中学生ボランテイア体験学習の会」開始。

同時に「壱町田湿地を守る教職員ボランテイア」も結成。
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0 2003年 愛知県の 「農村自然環境整備事業」＝ビオトープ事業で

湿地西側駐車場整備工事の実施。

湿地の環境管理のため百葉箱の設置

0 2004年 愛知県の 「農村自然環境整備事業」 ＝ピオトープ事業で

雑木林内の間伐工事実施。

ササユ リ シロバナナガパノイシモチソウ

シラタマホシクサ

主な湿地の植物

ヒメミミカキグサ



黒河湿地植物群落
指定区分：県指定天然記念物（昭和46年2月 8 目指定）

員数、指定面積 ： 5,462rrl

所 在 地 ： 田原市大久保町黒河

所 有 者 ： 田原市

管 理 者 ： 田原市

保護活用にかかる事業費 ：毎年 管理委託料120,000円 湿地内除草222,772円（H21年度） 駐車場借地

保護活動実施期間 ： 1 月～ 2 月 湿地内除草 5 ・ 6 ・ 9 ・ 11駐車場草刈り

毎月 1回巡回（地元老人会）

補助金：

委 託 団 体 ：地元老人会（指定地外周辺の駐車場、道路等草刈及び巡回）

田原市

保護・整備の報告書 ： 田原町教育委員会『愛知県指定天然記念物黒河湿地植物群落植生調査報告書 （1992) j 

田原市教育委員会 『黒河湿地植物群落植生調査報告書（II ) (2007) j 

条例・規則：

公開状況：遊歩道からの観察

交 通手段：豊橋鉄道渥美線 三河田原駅下車 ぐるりんパス大久保線極楽下車徒歩15分

豊鉄パス伊良湖支線黒河下車徒歩 5 分

連 絡 先：〒441-3492田原市教育委員会文化財課

田原市田原町南番場30番地1 電話： 0531-23-3635

概要、指定理由 ： シデコブシ・シラタマホシクサなどこの地方に特徴的な湿地植物が見られる。 特に寒

冷地植物のヤチヤナギの生息地として貴重である。 またトウキョウサンショウウオ、

ハッチョウトンボなどの動物が生息する。 このような湿地が低地であるのは珍しい。

保護の方法：指定地周囲を柵等で囲んでいる 。 遊歩道を設置し、湿地内に足を踏み入れないように

保護している。 平成元年の大雨により、湿地内に大量の土砂、隣接の住宅からの排水が

流れ込み、帰化植物などの植物が湿地内に入り込んだ。 そのため、土砂を取り除く工事

を実施した。

活用普友事業：『愛知県指定天然記念物 黒河湿地植物群落J リーフレット（初版2005 改訂2006)

課 題 ：近隣地域はもとより、広く田原市民にも親しまれているものの、十分な保全状態となっ

ておらず活用されているとは言い難く、また活用方法を検討する必要がある。

比較的自由に見学できるので、心無い見学者の湿地への悪影響が心配される。 特に、夏

のハッチョウトンボ飛来の時期には、撮影のため湿地内に三脚を入れるカメラマンが

見られる。 また、湿地植物の貴重さの認識が乏しいため、湿地に生える植物を無造作に

触るなどの行為が見られる。 これらは、短期的には注意看板の整備、監視等の強化地、

長期的には地道な普及活動が必要になろう 。 保護の方法については、草の除去が行わ

れているのみであるが、保存管理計画等を作成し、計画的に実施するとともに、その成

果を検証する必要がある。
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シラタマホシクサ群落 モウセンゴケの花

理想的な湿地の状態 夏の湿地

湿地内のよう す
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藤七原湿地植物群落
指定 区分：市指定天然記念物（平成 3 年 3 月 22 日指定）

員数、指定面積： 5417.67ぱ

所 在 地：田原市田原町字衣笠・椿沢

所有者：個人

管 理 者：田原市

保護活用にかかる事業費：毎年 管理委託120,000円 除草委託70172円（H21年度実績）

借地科 431,896円

保護活動実施期間 ： 1 月～ 2 月 湿地内の草刈 5 ・ 7 ・ 11 ・ 3 駐車場草刈り

毎月 1 回見回り

補助金： －

委託団体：地元自治会

保護・整備の報告書：『藤七原湿地植物群落調査報告書』（1994)

『藤七原湿地植物群落調査報告書（ II ）』（2005)

条例 ・ 規則 ：

公開状況：遊歩道を設置

田原市

交通手段：豊橋鉄道渥美線三河田原駅下車 ぐるりんパス西部線藤七原湿地前下車

連 絡 先：干441-3492 田原市田原町南番場30番地1

田原市教育委員会文化財課電話：0531233635

概要、指定理由：衣笠山の東北斜面に成立した湿地で、チャートの礁が堆積し、そこはシデコブシ群落中

心の低木林になっている。 所々にヌマガヤ群落、ヒトモトススキ群落があり、ヌマガヤ

群落にはミズギク、ノハナショウブ、サワシロギクなども自生する。 シデコブシの株数

は1500余を数え、群生地として有数の規模を誇る。

保護の方法：指定地内に遊歩道（コンクリート擬木による足場）、柵（コンクリート擬木とロープ）

等を設置し、湿地内に直接立ち入れないよう保護している。 地元の地区に監視を委託

し、異状時には連絡を受ける。

活用普及事業：藤七原湿地植物群落リ ー フレット（初版2005 改訂2006）を発刊。駐車場を借地で整

備している。 遊歩道の設置により、気軽に指定地内の湿地の見学が可能である。 また、

看板を設置し、湿地の植生の説明、それぞれの植物の開花時期などを紹介している。 シ

デコブシ開花時の3月中旬から4月上旬には見学者が多く訪れる。 周辺の山は県内のハ

イカーに人気が高く、湿地もコースに組み込まれている。

課 題：無条件に開放しているため、心無い見学者による湿地への悪影響（撮影のために湿地

内に立ち入るなど）がある。 またシデコブシのみに関心が寄せられているため、管理

委託している地域との温度差があり、湿地全体の保護として偏りがある。湿地の価値

を再整理し、保護・整備の方法について見直す必要がある。

地域にとっても誇りと愛着がある湿地なので、活用面での協同が必要である。

79 



藤七原湿地植物群落遠景 湿地入り口に整備された看板

駐車場 ベンチも設置しである

湿地内のようす 遊歩道と口一プ
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長の山湿原
指定区分：県指定天然記念物（昭和48年11月 26 目指定）

員数、指定面積 ： 44,084.23ぱ

所 有 者：新城市

管 理 者：新城市

保護活用にかかる事業費 ：毎年 163,000円＋ α

保護活動実施期間 ： 1 月～ 2 月 草刈り、柵杭の更新

4 月～ 3 月見回り

補助金：

請負団体・業者：作手自然愛好会、個人

保護・整備の報告書： －

条例・規則： 一

公 開状況：外観のみ（指定地内は立ち入り禁止）

交 通 手 段：東名高速道路豊川I.C. より国道301号を経由 して車で60分

連 絡 先 ： 〒 441-1392 新城市字東入船 6 -1 

新城市教育委員会文化課電話：0536-23-7 655 

新城市

概要、指定理由：標高500m前後の高原地帯に分布し、中間湿原の特徴をよく示すものである。 また、こ

こに生息する動植物にも分布上貴重種が多い

保護の方法：指定地周囲に柵等で囲み、湿原内を保護している 。

活用普友事業： －

課 題：活用方法を検討する必要がある。

湿原の近景
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大狭間湿地 豊明市

指定区分：市指定天然記念物 （平成15年7月 l 目指定）

員数、指定面積： 2,290rrl

所 在 地：豊明市沓掛町大狭間、皿池上

所有者：個人

管 理 者：豊明市

保護活用にかかる事業費：毎年 682,000円 （借地料） ＋ α 

保護活動実施期間：年中 除草作業、見回 り等

補助金： 一

委託団体：豊明二村山自然観察会

保護・整備の報告書：

条例・規則：一

公 開 状況： 8 月およ び 9 月の数日間一般公開を実施

交 通 手段：名鉄前後駅より名鉄パス勅使台口下車徒歩10分

連 絡 先 ： 干470-1195 豊明市新田町子持松 1 -1 

豊明市教育委員会生涯学習課電話：0562 92 8317 

概要、指定理由 ：

東海層群矢田川累層の砂蝶層に函養された湿地で、昭和40年代頃より放棄水田となり湿地化し現在に

至る。 湿地にはト ウカイコモウセンゴケ・モウセンゴケ・ミミカキグサ・ホザキノミミカキグサなどの食

虫植物やシラタマホシクサ・ ミズギボウシなどの地方固有種、ミカヅキグサ・イボミズゴケなどの北方系

の種など様々な湿地植物が生育している。 また、水生昆虫のヒメタイコウチ・タイコウチや世界最小の部

類に入るハッチョウトンボをはじめとした約25種類のトンボ、メダカ、イモリ、ドジョ ウ、アメリカザリガ

ニ、イシガメなどの動物も生息しており 、市内に僅かに残る貴重な湿地である。

保護の方法：指定地周囲を柵等で囲み、湿地内を保護している。

活用普及事業：

課 題：平成21年より一般公開を開始したが、市民へのPRや市内小中学校への教材としての活

用などソフト面での充実が必要である。 湿地までの通路および観察橋、防護フェンス

など老朽化等による改修が必要である。 また、周辺の開発によ る湿地内への影響、地下

水の確保などの問題もある。
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板山高根湿地
指定区分：未指定

員数、指定面積 ： ll,560.04rrl

所 在 地：阿久比町

所有者：個人

管 理 者：阿久比町

保護活用にかかる事業費：毎年度 約1,500,000円

保護活動実施期間：通年

補助金：

委託団体：－

保護・整備の報告書 ： 『高根湿地自然環境基本調査報告書 （平成13年度） 』

『高根湿地自然環境基本調査報告書 （平成14年度）j 

条例・規則：一

公開状況：年数回の観察会のみ

交通手段：－

連 絡 先：干470-2292 阿久比町大字卯坂字殿越50

阿久比町教育委員会社会教育課電話：0569-48-1111

阿久比町

概 要：湿地周辺の地質は水を通しにくい常滑塁層を基層とし、その上に水を通しやすい加木

屋層が分布している。 そのため、降雨が加木屋層に浸透し、地下水層を形成し、不透水

層である常滑塁層の上面を地下水が流れる。 その結果、低地部に湧水し、平坦面に停滞

することで湿地帯を形成している。 また、ハッチョウトンボやシラタマホシクサなど

貴重種が生息している。

保護の方法：周囲をフェンスで囲み保護し、湿地内はボランティアが、草刈等をしている。

活用普友事業：原則非公開ではあるが、夏（ 7 月）と秋（ 9 月）に観察会を開催し、町の広報等で参加

を募集している。

課 題 ：今後、湿地をどのように保護していくかを検討中。

板山高根湿地の近景 ハッチョウトンボ
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吉良町tに所在しだ名松
噂稿の松 ，（国指定天然記念物）
昭和8年4月 12日指定 昭和38年4月 24日，，指定解除

吉良町大字中野の曜稿杜境内~~！！＇はかつてよ嘱稿。松
．（通称中、野の大松）と呼ばれるクロマツの巨木があう光。 1

m び Lイもiん ’日

慶安三年（1650）の検地水帳に 「毘沙門ノ松.J の記載
があり、江戸時代から樹形の美Lv·~名松と、しが自；ばれ
ていた。

幹の地上約 1.8 mのところから東南守事径 4'.5， 円の
大枝が横に向かつて伸びており、 主幹は地面左 SQ 度

H麗稿の松は地元住民が支柱を設置するなどして大切
k保護されてきたが、昭和 ＇32 年の’集中豪雨で犬！杖1が
裂ける被害が生じ、費用捻出のために刊麗稿松保存会」
が結成された。昭和 34 年の伊勢第台鳳、 36 年ρ第二ぺ
室戸台風、によって枯死が決定的になり、昭和 37 年に ，；＇.＇：：
伐採され、現在も切株が現地Jこ保存されている。

置勝楽寺のクロマツ 、（県指定天然記念物）私

可F
t来ノ縞層階物念総然 k （移名村気鋭笥｝

嘱稿lの松切株 （現在）

昭和 43 年 7 月 12 目指定 平成 18 年 2 Jh10 目指定解除

足利尊氏のお手植えとの伝承をもち、枯死前には当時東海地方ーといわれた大松であった。 根回り 7.8
m、目通り 5.3 m、樹高約 ~O ·mで、幹は力強くほぼ垂直に伸びていた。

：~；：戸、

平成 9 年に樹勢に衰えがみられたためL 林鍾岐阜大学教授（当時）の指導を得て、 平成 10 年に県費
補助事業として保護増殖処置を実施した。 幹から半径 8 m以内のアスフ ア ルト・ 石垣等を撤去し、土壌
を入れ替え植物活性剤の散布を行づて、根系の育成を図った。 この処置の結果、樹勢は回復したが、平

成 16 年の秋ごろから葉の色に衰えが見tえは じ i

め、枝先から枯れた枝が目立つようになっvた。

その後、樹勢回復処置を行ったものη葉の零色

が止まらず、平成 17 年夏には樹木の同ぽ全体の
葉が茶色の状態となり、平成 19匂年 1 月 19 日に
伐採処分となった。

勝楽寺のクロマツは、記録が確認云きた！と こ ー

ろでは平成 3年度以降、毎年てツクイム シ防除
のための薬剤樹幹注入が実施されてきた。 専門

家からは、度重なる薬剤注入のための穴が幹を
傷つけ、樹木に悪影響を与えた可能性ボ指摘さ
れているo； 特に老松の場合には損傷部分め回復
に時間がかかる場合があり、薬効が長い薬剤を

選択するなどの注意が必要と思われるよ

（三田敦司：吉良町教育委員会）



小堤西池のカキツバタ群落

カキツパタ群落

指 定 区 分 ： 国指定天然記念物（昭和13年 8 月 8 日及び昭和47年11月 24 日）

員数、指定面積：小堤西池20,330rrl、東側丘陵地43,114.3ill 

所 在 地：刈谷市井ヶ谷町小堤西

所 有 者：刈谷市

管 理 者：刈谷市

保護活用にかかる事業費 ： 5～6,000,000円 （単年度）

保護活動実施期間 ：通年

補助金： 一

委託 団体：小堤西池のカキツパタを守る会

保護・整備の報告書 ：刈谷市教育委員会『小堤西池カキツバタ群落調査報告書 I ～ XII J 、

『小堤西池カキツパタ群落の20年J

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

刈谷市

交 通 手 段：名鉄パス（名鉄知立駅前から）「三好」又は「日進駅J 行きで「上ノ郷」バス停で下車、

池まで徒歩10分。

刈谷市公共施設連絡パス（無料）

「西境線」で「洲原公園北口」下車、池まで徒歩15分。

連 絡 先 ： 干 448-8501 刈谷市東陽町 1 -1 

刈谷市教育委員会生涯学習部文化振興課電話：0566-62-1037
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概要、指定理由 ：

( 1 ）現状

小堤西池は刈谷市井ヶ谷町の東側、南北にはしる洪積層の丘陵の西のふもとにある面積20,330rrlの水

田かんがい用の池で、京都・太田の沢、鳥取・岩美町の唐川と並び国の天然記念物に指定された日本三大カ

キツパタ自生地の一つで、ある。

小堤西池にはカキツバタをはじめ水生・湿生の植物が数多く自生している。 ま た、多 くの動物の生息も

確認され、刈谷市内でもっとも自然が豊かな地域として、とくにカキツパタの開花期には市内外から多く

の人が見学に訪れる。

「小堤西池のカキツパタを守る会」 が池の除草作業をはじめとする保護活動を継続的に行っているほ

か、専門家による「小堤西池カキツパタ群落保存対策調査委員会」 が群落の調査を続けている。

その調査の結果、近年の周辺環境の変化により、豊かだった動植物相に減少傾向がみられるようになっ

てきた。 このため刈谷市教育委員会では 「小堤西池カキツパタ群落保存管理計画」 を策定し、群落の保

存に努めている。

(2）小堤西池の特徴

小堤西池には、カキツパタをはじめ多様な水生・湿生植物が生育している。 3 月にはカキツパタは枯れ

た葉の聞から新芽をのぞかせる。 通常 5 月上旬に開花がみられるが、花の最盛期は 5 月中、下旬。 6 月上

旬には池の北側の岸辺で、ハナショウブの原種であるノハナショウブが咲き 出す。 6 ' 7 月頃に目立つ花

は池の北東部でみられる桂赤色のノカンゾウである。 8 月 、池の東南部では淡青色のミズギボウシの花

が咲き出す。 秋にはスイランの黄色の花が池の各所でみ られる。

また、小堤西池にはゆたかな自然が残っているため、数多くの動物も見られる。 池やその周辺にはカル

ガモ、サギの仲間、ケリ、キジなどの野鳥がすんでおり、その他、池にはメダカ、カメ、カエル類、オオ タ ニシ

などがすみ、 ト ンボ類も多く見られる。 また、池の土手や湿地にはマムシがいるので注意が必要である。

この池のカキツパタ群落は我が国で他に例をみない大規模なもので、大変貴重なものである。 しかし

最近、この池から姿を消す植物がみられるようになってきており、現在カキツパタ群落と池の周辺に残る

希少植物の保存・復元に取り組んでいる。

(3）指定の経緯と保護・活用までの道程

小堤西池は日本のほほ中央部にあって、カキツパタ分布の中心帯に位置する。この地方に多くあった

湿原、池沼帯のなごり、生きのびる姿として学問的に貴重で、あり水湿地固有の植物を保護する意味で、昭

和13年 8 月、国の天然記念物に指定された。 その後、昭和30年代は じめまで放置され、池の南西部一帯に

アンペライが大繁殖してカキツパタをおおいかくすほどひろがったが、昭和36年以来、地元の中学生、青

年団員ほか多くの人々の努力でアンペライ退治がすすめられ、 昭和51年から「小堤西池のカキツパタを

守る会J をはじめ多くのボランテイアがヨ シ、 アンペライなどの除去にあたり、カキツパタ群落がみごと

に復活した。

東側丘陵地は、標高約17mの池の面から高低差約20mの斜面を コナラ林や竹林などが覆っている。 小

堤西池には用水は流入しておらず、この丘陵地等に降った雨の表流水、地下水が池の主な水源となってい

る。 刈谷市は国・県の助成をえて、池の水源であるこの東側の丘陵斜面約43,000rrlの買収をし、昭和47年

に固の追加指定をうけ保護している。

小堤西池から南に続 く 洲原公園一帯は昭和45年 6 月に県の衣浦東部都市計画風致地区に指定された。

また昭和53年 3 月には、小堤西池と東側丘陵地の約5.83 h a が県の自然環境保全地域にも指定された。

(4）保護活動について

小堤西池のカキツパタ群落は天然記念物であるので必要以上には手をかけず、できるだけ自然のまま

維持できるよ うに「小堤西池のカキツパタ群落保存管理計画J に基づき、 カキツパタ ばか りでなく小堤



西池や東側丘陵地の多様な動植物を守るため活動をしている。

保護活動には多くのボランティアの協力をえて、調査委員会の指導のもと主に次のことを実施している。

①池内におけるヨシ、 アンペライなど必要最小限の除草作業

②池の水源として重要な東側E陵地を適正に管理・保全するための竹等の伐採

(5）活用・普友事業

カキツパタの開花時期には守る会のメンバーが見学者に対して案内や説明を行っている。 また、近年

はカキツパタの開花時期に普段は立ち入りを禁止している東側丘陵地に入って、池や正陵地を見学する

自然見学会を試験的に実施している。

(6）課題

長年にわたる継続的な調査・保護活動にもかかわらず、池の豊富な動植物相は年々失われ単純化の傾向

を示している。 また近年の池水の減少や丘陵地における竹の繁茂が植生や動植物相へ及ぼす影響が懸念

されている。

保護体制として守る会、調査委員会ともに高齢化が進んでいるため、新規会員の開拓や後進の育成が早

急に求められている。

(7）保護・活用の専門委員会と職員体制

昭和59年には専門家による 「小堤西池カキツバタ群落保存対策調査委員会」を設立しており、植物群

落の生態、水質等の保全に関する調査研究を行っている。

職員は調査委員会と守る会との連絡調整や保護活動に随時参加している。

(8）現在の管理体制

刈谷市教育委員会文化振興課が管理を担当し、除草作業や丘陵地の整備、開花時期の案内などを 「小堤

西池のカキツパタを守る会」 に委託して行っている。 除草作業や丘陵地の整備には多くの市民・企業ボ

ランテイアの協力もえている 。

小堤西池

カキツバタ 指定の標柱と表札
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ノハナショウブ カンガレイ

ミズギポウシ ノカンゾウ

スイ ラン ヒレタゴボウとモンシロチョ ウ

ウチワヤンマ 夕、イサギ チ ョ ウ ト ンボ

写真提供：浜島繁隆、鈴木達夫 （小堤西池カキツパタ群落保存対策調査委員） 他
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豊明のナガパノイシモチソウ

指定区分：県指定天然記念物（昭和43年11月 4 目指定）

員数、指定面積： 277m

所 在 地：豊明市沓掛町小廻問

所 有 者：豊明市

管 理 者：豊明市

保護活用にかかる事業費 ： 500,000円＋ α

保護活動実施期間：通年

補助金： －

請負業者、委託団体 ： －

事業報告書：豊明市教育委員会「豊明市史資料編補 7 自然編」、平成15年

条例 ・ 規則 ：豊明市文化財保護条例、豊明市文化財保護条例施行規則

公開状況：一般公開時のみ見学可（ 8 月）

交 通手 段：名鉄名古屋本線前後駅から名鉄パス乗車勅使台下車徒歩15分

連 絡 先 ： 干 470-1195 豊明市新田町子持松 1 -1 

豊明市教育委員会生涯学習課電話： 0562-93-8317

豊明市
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概要、指定理由 ：

( 1 ）現状

「豊明のナガパノイシモチソウ」自生地付近の丘陵地は、第三紀鮮新世の東海層群と第四紀更新世の八

事層の境界付近に位置している。湧水に緬養される貧栄養地であるために、競争力の強い富栄養性の高

茎草本には侵入されることなく、貧栄養的な環境でしか育たない食虫植物などの生活圏となったと考え

られる。 地表近くを水脈が流れる裸地に近い状態の所で、農耕的な価値の低い土地であったことから開

発の手が入らず自然な状態が保たれていた。 しかし昭和30年代以降、高度成長に伴う自生地付近の開発

などによって水脈が断たれるなど湿地は減少していき、わずかに残るのみとなった。 現在の自生地の状

態は、年間平均気温16.1℃・最高気温37.1℃・最低気温－3.9℃である。（平成10年～19年、豊明市消防署調べ）。

湧水が断たれた以降は、タンクに貯水し、タイマーで湧水時の状態を人工的に行っている。水素イオン濃

度はpH7.0前後である。 表土については、毎年、高茎植物・陸生植物の除去及び耕起をし、富栄養化した土

壌を取り除き、ナガパノイシモチソウに適した貧栄養土壌にするため実権客土も部分的に実施している。

客土は、八事層土のpH5.0を使い、発芽率も高い値を得ている。

(2）形態

ナガパノイシモチソウは、湧水のある貧栄養湿地に自生するモウセンゴケ科の1年生食虫植物

(Carnivorous Plants）である。学名はヘイシソウ目（Order Sarraceniales）モウセンゴケ科 （Family

Droceraceae）モウセンゴケ属（Drosera）ナガパノイ シモチソウ （Drosera indica L.) という 。

オーストラリア・インド・スリランカ ・ インドネシア・フィリピンなどに広く分布している。 これらの熱

帯地方では多年生で一年中成育し、地域によって花の色や植物体そのものにも変異が多い。 オレンジ・ラ

イラック・ピンク等があり、植物体も真っ赤になるタイプも発見されている。 日本産のものは、白花と紅

花であり、特に紅花は現在、本市と豊橋市（佐藤町）の 2 か所しか日本では確認されていない。 白花につ

いては、宮崎県（川南町）、武豊町（壱町田） 、千葉県（成東町）、栃木県（栃木市）などで手厚く保護されて

いる。

本市のナガパノイシモチソウは、茎はほとんど分枝することなく単体で直立するか、 アリノトウグサ ・

コケオトギリソウ・ヤマイなどの他の植物に寄 り掛かり、 10～35cmほどに成長し、表面は微毛が密生し

ている。 根は短く 柔軟で、淡い緑色をしている。 葉は、茎に互生し、葉身は、 3 ～lOcmの長さで幅は0.5～

3mmと細く先は尖っている。表面に腺毛が密生し、分泌する粘液は粘着力にすぐれ、かっ誘引臭を出

し昆虫をおびきょせ捕虫する。裏面には腺毛はない。葉柄はよく観察しないと判別しがたいほどで5～

15mmと短く腺毛はない。 先に近い若い葉はシダの仲間のように巻いていて、成長とともに展開する。

花茎は茎の途中に葉と対生するか、あるいは葉と葉の聞に互生したように4～12cm伸び、茎に近い方から

順次花を咲かせる。 その数は5～10で平均1 日お きに咲き、午前中で閉じてしまう （半日花） 。 花茎は 1 個

体で3～5本を成長につれて伸ばす。 花は径lOmmii ど、狭楕円形の事片は5で外は短毛でおおわれている。

淡紅紫色の五弁花は、へら状楕円形で長さ 6 ～ 8mm、幅 3 ～ 4mmで、ある 。 雄しべは 5 本で 3 ～ 5mm、

蔚はやり形をしている。 卵円状楕円形の子房は高さ 1.5～2.0mm、花柱が3本あり、基部で 2 つに分かれ糸

状になっている。 先はじゅう毛状の柱頭で、2mmほどである。 果の弁片は円状楕円形であり 3 つに裂閲

する。 種子は、卵円形で種皮は黒く 表面は網目模様の凹凸があり、 1 つの果の中に平均140粒ほど入って

いる。

(3）希少性および指定

ナガパノイシモチソウが自生できる環境は、低湿地であり 、特に丘陵地と沖積地の接するところや地層

が地表に露出しているところに多く現れる。 また大部分の群生地は、規模も小さく、場所も数年から数十

年で移動する。 地質的には、湿原に見られる泥炭化した堆積は、あまり見られない。 元来、ナガバノイシ

モチソウが自生してきた低湿地は、比較的人の生活域に近い割には湧水地を含むため湿度も高く、経済的



に利用価値の低い土地であった。しかし、高度成長期による都市化の波の中で、他の湿地とともに埋め立

てられ、工場・宅地・公園等に変わってしまった。 わずかに残された低湿地も、土地改良事業や排水路整備

による水脈の切断等により乾燥化、生活雑排水の侵入による富栄養化等の影響を受け、低湿地をとりまく

環境は、前途多難な現況にある。 その中で大正9年愛知県発行の「愛知県史蹟名勝天然記念物調査報告

書」の中で豊明で自生するナガパノイシモチソウが報告されており、 80年以上も前からナガパノイシモ

チソウの貴重性、紅花の希少性、及び保護の必要性が指摘されていたことと、昭和30年代頃からの自生地

周辺の環境の変化により絶滅の危機に瀕していたことから、昭和43年11月 4日に愛知県指定天然記念物と

なり、保護されていくこととなった。

保護の方法： 1 年を通して雑草の除去作業、水の管理のほか、冬期には土起こしにより埋土種子の発

芽にも力を入れている。

活用 ・ 普及事業：市民への周知と保護意識の醸成を目的に開花最盛期である 8 月に一般公開を実施して

いる 。

課 題：今後保護活動を担っていただける後継者の確保。平成元年頃の株数激減の打開策と し

て取り入れた組織培養の個体に起因するとみられる奇形種の増加と、クローン個体に

よる遺伝子の多様性の崩れに対して自然の状態に戻す作業が課題となっている。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

1920年 愛知県史蹟名勝天然記念物調査報告書で報告される。

1922年 中野久仁彦氏（元市文化財保護委員）が小学校1年生の時、小廻間湿地で見る。

（「教育愛知」より）

1924年 豊明村史において「長葉茅膏菜」という名で紹介される。

1940年 植物学者牧野富太郎博士が豊明のナガパノイシモチソウを見るために来村する。

1968年 11月 4日に愛知県指定天然記念物に指定される。

自生地保護のため防護フェンスを設置する。

1975年 指定地内外の雑草の伐根と張芝、フェンス扉の補修及び木造の観察橋を設置する。

1978年一般公開（第 1 回）を実施する。 （8月 19～23 日の5日間、計144名）

1981年観察橋老朽化に伴う修理工事を実施する。

1982年 自生保護地について所有者（5名）より寄付を受ける。

1989年 増殖研究を民間業者へ委託し、組織培養による補植を実施する。

1990年 貯水タンクを設置し、タイマーによる自動給水を開始する。

1991年 観察橋の修理を実施するとともに、パンフレットを作成する。

1997年 組織培養による弊害とみられる多弁花が目立ち始める。

遺伝子解析によるクロー ン個体の除去を開始する。

2000年観察橋の修理を実施する。

2002年 第 4 回国際食虫植物会議において「愛知県指定天然記念物豊明のナガパノイシモチソウの保

護とその対策」について発表する。

保護・活用の専門委員会と職員体制 ：文化財保護委員会の自然分野担当の委員と文化財保護担当職員
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種子 発芽 成長

一般公聞の様子 一般公開の様子

紅花のナガパノイシモチソウ （五弁花）
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ナガパノイシモチソウ自生地

ナガバノイシモチソ ウ

指定区分：市指定天然記念物

（平成 5 年12月 3 目指定）

員数、指定面積 ： 2,500rri'

所 在 地：豊橋市佐藤町字池下 4 -1 

所 有 者：豊橋市

管 理 者：豊橋市

保護活用にかかる事業費 ： 600,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金：

委 託 団 体：ナガパノイシモチソウ植生調査団・保護の会
自生地

豊橋市

保護・整備の報告書：豊橋市教育委員会1993 『豊橋市ナガパノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報

告書J 、 1994 『豊橋市ナガパノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報告書 II.I 、

2001 『豊橋市ナガパノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報告書 IILI

条例・規則 ：

公 開 状況：年 2 ～ 3 回開花期に合わせて観察会を開催

交 通手段：豊橋駅より豊鉄パス西口線「佐藤東」下車、徒歩 5 分。駐車場有。

連 絡 先：干440-0801 豊橋市今橋町 3 -1 

豊橋市美術博物館電話：0532-51 2879 

93 



94 

概要、指定理由 ：

ナガパノイシモチソウは、モウセンゴケ科の一年生の食虫植物で、種子は大変小さく 5 月に芽生え、そ

の後15～20cmに成長する。 細長く伸びた葉の表面には密生した腺毛があり、この先端から粘液を分泌し

て小昆虫を捕らえる。 花期は 7 ～10月頃で、桃色の小さな花をつける。

熱帯系の植物で、東南アジアには広く分布するが、国内での分布は、関東、愛知、宮崎の一部と限られて

いる。 現在、関東での自生地は千葉県成東町つくば市だけであり、成東町は国の天然記念物に指定されて

いる。 また、宮崎県川南町でも自生が確認されており、これも国の天然記念物に指定されている。 愛知県

内では、豊明市と武豊町に自生地があり、いずれも県の天然記念物に指定されている。 （財） 日本自然保

護協会・（財）世界自然保護基金日本委員会発行の「我が国における保護上重要な植物種の現状」 （レ ッ ド・

データブック）で、絶滅危急種（絶滅寸前）と位置づけられ、早急に保護を要する植物とされている。

豊橋市佐藤町地内の長三池北側に自生しているナガパノイ シモチソウは、以前から研究者や植物愛好

家には知られていたが、近年、公園整備や道路築造による周辺環境の変化によ り急激に株数が滅少してき

ており、このままでは絶滅の畏れがあるので、天然記念物に指定して保護する必要がある。

保護の方法：ナガパノイシモチソウ 自生地は、全体をフェンスで囲んで保護している。 市民に公開

するのは、年 2 ～ 3 回の観察会のみであるが、説明看板を設置している。 植生の維持は、

ナガパノイ シモチソウ植生調査団および保護の会に委託して行っている。

活用、普及事業：市民への周知と保護意識の醸成を目的に、夏（ 7 ～ 8 月）に観察会を開催しており、市

の広報ほかで参加を呼びかけている。

課 題：植生回復作業の中心となっている保護の会の会員が減少し、、高齢化しているため、今

後保護活動を担っていただける方を確保していくことが課題になっている。

指定等の経緯と保護・活用までの道程：

1971年 星野清治により 自生地が発見される。

1993年 『豊橋市ナガバノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報告書』

1993年 12月 3 日 市指定天然記念物に指定。

1994年全体をフェンスで囲う 。

1994年 『豊橋市ナガパノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報告書（II ) j 

1995年 植生回復作業 3 回、自然観察会 3 回を行い、以後毎年実施している。

2000年 ナガパノイシモチソウ自生地パンフレッ トを作成。

2001年 ［豊橋市ナガパノイシモチソウ自生地群落調査及び回復実験報告書（ III )j 

2001年説明看板設置、散水施設設置

専門委員会と職員体制：専門委員会はなし、職員は植生回復作業等に随時参加。

現在の管理体制：豊橋市教育委員会教育部美術博物館が管理を担当し、植生回復作業や植生調査をナガ

パノイシモチソウ植生調査団に委託して行っている。

植生回復作業 ナガパノイシモチソウ



ヒトツパタゴ自生地 犬山市

開花時のヒ卜ツパタ ゴ自生地

指定区分：国指定天然記念物（大正12年 3 月 7 目指定）

員数、指定面積 ： 1841.4rri

所 在 地：犬山市字西洞

有
理

所
管

者 ：個人

者：犬山市

保護活用にかかる事業費 ： 472,000円

保護活動実施期間 ： 3 月～11月

補助金： －

委託団体：個人

保護・整備の報告書 ： －

条例・規則 ：

公 開 状 況：常時公開 （開花時期は例年 5 月上旬から中旬頃）

交 通 手 段：名鉄犬山駅より 岐阜パス コミュニティ明治村線「犬山駅東口」～「神尾」下車。

徒歩10分

中央道小牧東 I C より車で 5 分

連 絡 先：干484-8501 犬山市大字犬山字東畑36

犬山市教育委員会歴史ま ちづくり課電話：0568-44-0354
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概要・指定理由 ：

ヒトツパタゴは、モクセイ科の落葉樹で、別名ナンジャモンジャ と呼ばれる。 ヒトツパタゴという名称

は、葉の形状がタゴの木に似ているが、タゴの複葉に対して、単葉であることから、一つの葉のタゴの意味

で名付けられたと考えられている。 花は5月頃咲き、花冠は 4枚の箆の形をして、満開時には雪が降り積

もったようにさえ見える。 自生地には現在 7 本のヒトツパタ ゴが生えているが、その中で最も大き な樹

木は、樹齢300歳を超えると推測されている。

ヒトツパタゴの本州における自生地は、木曽川流域のごく 一部に限られており、集団で自生するものは

珍しい。 その貴重な自生地を表示して、学術、研究に資する必要があることから、国の天然記念物に指定

された。

保護の方法：

基本的には、地下水位の変化などが

ないように、現状の環境を保全するこ

とを第一に保護施策を行っている。 そ

の一環として、平成 8 年には自生地に

隣接する田を買収したが、年 1 回除草

作業を実施するのみで、環境の保全に

努めている。

買収した隣接地にボランテイアによ

り竹垣を設置してもらい、自生地への

立入を防ぐとともに、見学者の来訪に

より樹木周辺の地面が踏み固められる

こ とのないよう配慮している。

専門家に委託して、 3 月～ 4 月及び ボランティアによる竹垣の設置

10月に自生地内に植生している笹等の下刈りを行い、カミキリムシ類の防除作業を実施している。 11月

頃に樹勢及び病害、虫害の調査を実施するとともに、風雨等による落下枝の片付けや枯枝の除去諒定等の

イ乍業を行っている。

また、自生地の湿地植生の保全に対して、乾地化及び富栄養化の防止策を講じている。

活用普友事業：開花時期には、市のホームページで開花状況に関する情報を公開している。

課題：

指定地内の樹木の状況は現在のところ安定しているが、自生地内での更新が進んでいない。 何本かの

株に結実は見られるものの、実生による稚樹の発生は確認されておらず、実生更新できる土壌の研究が必

要である。

自生地内へのセイタカアワダチソウ、アメリカセンダングサ等の帰化植物の侵入、笹の繁茂による湿地

植生の変化やそれに伴う乾地化の進行が危慎されており 、対応策と して市有地と なっている水田への濯

水などの措置を検討する必要がある。

開花時期には、遠方からパスで団体客が見学に訪れるなど多 くの来訪者があるが、周辺には駐車場がな

い。 見学者は周辺の道路脇に駐車している状況であり、一時的に付近が混雑する場合がある。



大草のマメナシ自生地

マメナシ自生地

指定区分：市指定天然記念物（平成20年 3 月 26 目指定）

員数、指定面積：指定時のマメナシ個体数は、隣接地から移植した1本を含めて21本、 4,767.89ぱ

所 在 地：小牧市大字大草字太良

所 有 者：小牧市

管 理 者：小牧市

保護活用にかかる事業費 ：約980,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金： －

請負 業者：シルバー人材センタ ー、造園業者

事業報告書：－

条例・規則 ：

公開状況：外観のみ随時見学可能

小牧市

交 通 手 段：名鉄小牧線小牧駅又は味岡駅よりこまき巡回パス「東部工業団地」下車、徒歩 3 分

連 絡 先 ： 干 485-8650 小牧市堀の内 1 -1 

小牧市教育委員会文化振興課電話：0568-76-1189
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概要、指定理由 ：

マメナシは、パラ科ナシ属に属する落葉高木で梨の原種といわれる。 4 月中旬頃に小さな白い花を咲

かせ、夏に直径 lcm前後の実をつける、愛知県のレッドデータブックで絶滅危倶種 I A類（CR）に指

定されている植物である。

本自生地は、愛知用水の利水機能を担う太良上池東岸の池敷と池畔に位置し、 4 から 7 本単位の群落が

3 箇所に分かれて分布している。各個体は、病害虫によってやや衰弱をみせる個体はあるものの、生育状

況は概ね良好である。

市内では大字大草字年上坂地区の溜池周辺に数か所の自生木の群落があったが、近年の開発の進行に

伴って消滅し、現在は本自生地のマメナシ群落が唯一のものとなっていて貴重で、ある。

保護の方法：

本自生地は平成11年に確認されたが、この時のマメナシは、蔓性植物や高木類による影響等により、一

部に枯死や枝枯れが目立つ状態であった。 このため、自生地内の笹、雑木の伐採、高木類の枝打ち作業の

ほか、根腐れ防止のため排水溝の開削等を実施して保護対策を始めた。

平成14年度からは自生地内の除草作業を開始し、平成18年度には個体の日照阻害要因となっていた高

木類約50本の伐採を実施し、樹勢回復作業としてマメナシの樹幹等の腐朽箇所の除去、腐朽防止剤の塗

布を行い、病害虫防除の薬剤撒布を開始した。 平成19年度には、隣接の薮地2,750ぱの伐開作業を行っ て

自生地の生育環境の向上を図った。 現在は、除草作業と病害虫防除の薬剤撒布を継続して実施している。

また、平成20年 6 月に愛知県文化財保護審議会委員（植物担当）の現地指導の際に、自生地東側の隣接地

が工業団地として造成されたことで、地下水位の継続観察をする必要があることの指導を受け、翌年度に

自生地内3か所に地下水位観測計を設置した。 この水位計と隣接する池水位の観察を月 1 回行っている。

活用普及事業：

平成17年度から、マメナシ個体の世代交代を図るため、現地採種による実生幼木を栽培して試験的な現

地補植を行っているほか、貴重な植物種の周知啓発のために地元中学校等へも配布し、校庭に植付けたマ

メナシの観察を実施してもらっている。

課題：

散策路の設置等自生地内の公開方法や活用方法を検討する必要がある。 マメナシ個体については、東

側隣接地が工業団地として造成されて雑木林が消滅し、その影響による地下水位の変化や病害虫の発生

が懸念される。平成21年10月には台風によって1本のマメナシが根から倒れた。 自生地の表土は薄いため、

根が張れる環境を作っていく必要がある。

マメナシの花 マメナシの実



立田赤蓮根

立田赤蓮

指定区分：市指定天然記念物（昭和56年7月 1 目指定）

員数、指定面積：一

所 在 地：愛知県愛西市小茂井町保古原19番地5

赤蓮保存田

所 有 者：愛西市

管 理 者：愛酉市

保護活用にかかる事業費 ： 424,300円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金：－

委託団体：赤蓮研究会

事業報告書：－

条例・規則：－

公開状況：随時見学可能

交通手段：［鉄道］名鉄津島線津島駅からタクシーで15分。

近鉄名古屋線・JR関西本線弥富駅からタクシーで20分。

赤蓮保存田

［自動車］ 東名阪自動車道弥富インターから 15分。駐車場有。

連 絡 先：〒496-8044 愛西市江西町宮西30- 1 

八開郷土資料室電話：0567-37-4181

愛西市
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概要、指定理由 ：

立田赤蓮は、赤蓮の中でも紅に近い色の花弁をも

ち、花托が土色になる特徴がある。花弁数は18枚前後

である。 内弁は先がとがり、 1 枚か2枚は変形してい

る。 花弁の条線は鮮明な蓮である。

こうした特徴がある立田赤蓮は、天保期 （1830～

1843）に海西郡戸倉村（愛西市戸倉町）真宗大谷派

陽南寺の住職平野龍天が育てたことに始まると伝え

られている。

水郷地域としての土地や環境の特性をよく反映した

植物で、蓮根は 『尾張名所図会』 に見られように古く

から名産として親しまれている。 しかし、外来種の移

入や品種改良によりその生産量は減少したが、立田赤

蓮はこの地特有の貴重な品種であり保護を行っていく

必要があるとして、市の天然記念物に指定されたO

保護の方法：

保存田を設置して、立田赤蓮を含めて合計32種の品

種の保護し、種の存続を行っている。 保存田の中は、

品種ごとに細かく区域を設定している。 赤蓮研究会

花

蓮の花構造

によって保存回の整備、肥料の散布などが行われている。 概要は次のとおりである。

3 ・4月 重機による整備・肥料を散布

5月 草刈（9月まで）など

6月 肥料を散布

その他に農薬の散布や仮設トイレの管理などを行っている。

花弁

雌しべ

花托
雄しべ

がく

茎

理1
ザ·，

活用、普及事業：愛西市では、『蓮の図鑑J を作成して配布し、立田赤蓮を含めて保存田の各品種の蓮を

紹介して普及活動を行っている。 また、蓮見の会が森川花はす田で開催され、多 くの

方々でにぎわう。

課 題：近年、保存田内において区域を越えて他の品種の蓮が生育していることが判明し、課題

となっている。 その他に、農家の離農や後継者育成が大きな問題となっている。 立田

赤蓮を含めた貴重な品種の継承のために対応を検討する必要がある。

蓮の図鑑 蓮見の会



川宇連八ナノキ自生地

川宇連ハナノキ自生地と手良親王像

指定区分：国指定天然記念物（大正11年10月 12 目指定）

員数、指定面積 ： 2,211rrl 

所 在 地：豊根村坂宇場字御所平

所 有 者 ：川宇連神社

管 理 者 ：豊根村

保護活用にかかる事業費：昭和53年度 500,000円

平成13年度 2,409,485円

保護活動実施期間：必要に応じて実施（枝払い・倒木防止対策・支障木伐採など）

補 助 金：昭和53年度 300,000円

平成13年度 1,369,000円

委託団体：法人・個人

保護・整備の報告書：－

条例・規則： －

公開状況：随時見学可能

豊根村

交 通 手 段：JR飯田線東栄駅より東栄町営パス・豊根村営パスを乗り継ぎ、豊根村営パス坂宇場線

「茶臼山口」下車、徒歩20分。 駐車場有（グリ ー ンステージ花の木）

連 絡 先：〒449-0403 北設楽郡豊根村下黒川字蕨平2

豊根村教育委員会電話：0536-85- 1611
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概要、指定理由 ：

(1) 現状

川宇連ハナノキ自生地は、愛知県と長野県の県境で県内最高峰茶臼山の東南麓、標高900mの川宇連神

社に隣接している。 境内を含む指定区域内には10数本のハナノキが自生しており、スギ・ヒノキ・モミ 等

の針葉樹と混生している。 昭和53年と平成13年に枝払い・倒木防止対策・支障木の伐採等の保護事業を実

施している。平成19年の台風4号の強風によって、自生地内のハナノキ1本が根元から倒れてしま ったが、

その他のハナノキに大きな影響はなく、自生地の自然状態は比較的良好に保たれている。

(2）親王伝説

自生地内のハナノキは川宇連神社の御神体の予良親王伝説にまつわるものとして、神聖視されており、

特に氏子によって大切に扱われてきた。その昔、後醍醐天皇の皇子「予良親王」が食事をされた箸を挿

したものが根付いたとの言い伝えがある。

(3）自生地の貴重性

本自生地は、愛知県下唯一の自生地であり、最大のものは胸高囲3.5m ・樹高25m に及び、個体サイズの

大きさが特徴である。 また、茶臼山から染み出す冷涼で豊かな水量の沢筋にあり、他県の自生地の例と同

様に冷水湿地に自生しており、学術的な価値は高い。

保護の方法：本自生地は、周辺一体を 「グリ ｝ ンステージ花の木」として、ビジターセ ンタ ーの建設

をはじめ、約I万本のハナノキを施設内に植栽するなど、観光施設整備を行っ た。 文化

財保護面では、ハー ド的な予算は配分されておらず、日視による巡回を行っている。

活用普友事業：

課 題：自生地の保護意識を浸透させる必要がある。 また、今後の保護活動に対し、専門家の意

見を取り入れ、より有効な対策を講じる必要がある。

川宇連ハナノ キ



築水池のシデコブシ自生地
指 定 rz 分 ：市指定天然記念物（平成15年3月 24 日指定）

員数、指定面積 ： 8,500rrl

所 在 地：春日井市廻間町字馬不入1102-1

所 有 者：春日井市

管 理 者：春日井市

保護活用にかかる事業費 ： 42,000円 （通年）

保護柵設置費464,940円

（平成21年度）

保護活動実施期間 ：通年

補助金：

委託団体：春日井自然友の会

保護・整備の報告書 ： －

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

シデコブシ白生地

交 通 手段： J R 中央線高蔵寺駅から名鉄パス「植物園」行きで「植物園」下車。

連 絡 先：干486-0913 春日井市柏原町 1 -97-1 

春日井市教育委員会文化財課電話： 0568-33-1113

概要、指定理由 ：

( 1 ）指定理由

春日井市

シデコブシは、日本固有の遺存種で自生地も限られている。かつては春日井市の東部丘陵や瀬戸市、岐

阜県東濃地方の湿地で、群生が数多く確認されていたが、開発、湿地の減少や生育環境の悪化で絶滅が危

慎されている。 現在、築水池南側の廻間町字馬不入は、 100株以上の群生が見られる市内最大の自生地と

して貴重な存在である。

(2）概要及び保全の取り組み

自生地は、少年自然の家の敷地内築水池南側に位置し、 3月下旬の開

花時期には多くの市民で賑わっている。

かつては、谷底部の湧水湿地も明るく、シデコブシと共にハルリンド

ウの花が春を彩ったが、湿地周辺のアカマツやコナラ等が大きく成長

し、湿地の縁部にまで侵入したため、サクラパハンノキやイヌツゲ等が

茂り、シデコブシは競争力の強い植物に覆われ、枯死も多くシデコブシ

群落の劣化が進んでいたが、植物の専門家である春日井自然友の会によ

り、日当たりの良さを第 l 条件とし、湿地草本植物に影響の少ない冬季

にシデコブシを覆う樹木やイヌツゲ・サカキ等常緑樹の除伐と下刈りに

より年聞を通じて保全され、毎年多くの花々を見ることができる。

保護の方法：指定地周囲を保護柵等で囲み、自生地を保護している 。

活用普及事業 ： 一

シデコブシ保全風景

課 題：保護団体の高齢化により、除伐や下草刈り等が困難になってきている。
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椛のシデコブシ
指定区分：国指定天然記念物

（昭和45年 6 月 19目指定）

員数 、指定面積：399.3m

所 在 地：田原市伊川津町椛

所有者：個人

管 理 者： 田原市

保護活用にかかる事業費 ： 毎年50,000円（シルバ一人材

セン ターによる草刈）

保護活動実施期間 ： 1 月～ 2 月 草刈り

補助金：－

委託毘体： 一

保護・整備の報告書：

条例・規則：一

公 開状況：外観のみ観察可能（柵内は立入禁止）

交通手段：豊橋鉄道渥美線三河田原駅下車

豊橋鉄道パス伊良湖本線伊川津下車徒歩40分

連 絡 先 ： "F441・3492 田原市田原町南番場30番地 1

田原市教育委員会文化財課電話：0531-23-3635

概要 、 指定理由 ：

田原市

椛のシデコブシ群落は、山麓湿地に200株ほどが自生してお り 、樹高 2 ～ 3m、胸高周囲はlOc m 内外で、

ある。 またその周辺には、ヒノキ植林とハンノキ群落があり、 山林側にはウラジロ群落が、谷筋寄りには

ヤブツバキ、ミミズパイ、イヌガヤ、イヌツゲなどが見られ、草本類としてショウジョウパカマ、ヌマガヤ、

サワシロギク、ヒメシロネ、アブラガヤなどの湿地性の植物が見られる。 なお、近くには、県指定天然記念

物 「伊川津のシデコブシ」群落があり、半島内にはここ以外にも群落が見られ、毎年、 3月の開花時期に

は多くの見学者が訪れる。

保護の方法：

指定地内を簡易な柵等で囲み、シデコブシの生育地に立ち入れないよう保護している。随時、シルバ一

人材センターに草刈を委託している。

活用普及事業： －

課 題：指定してから40年も経過し、シデコブシの分布範囲、生育状況、周囲の環境等指定当時

の状況と変わっていることが考えられる。 設置されている柵についても簡易なもので、保護上、景観上好

ましいとは言えない。草刈については、保護の観点というより、見学者の利便性 （花の様子が観察しやす

い）が重視されがちで、根本的な考え方の整理が必要である。 今後は地形、シデコブシの分布、植生等の

総合的な調査を実施し、現状を把握した上で、シデコブシだけでなく周辺環境を含む保護、活用の方針を

立てる必要がある。



．除・

天然記念物と保存管理計画・保護団体について

1 保存管理計画とは

国指定の史跡・名勝・天然記念物の保護にあたり、指這域が一定の広がりをもっている場合、地域区
分や現状変更行為の取扱い基準、関係者の役割分担などを定めるため、地方公共団体が国庫補助事業（補

助率： 1/2）として保存管理計画を策定すること玖できる。

愛知県下では、豊川市所在の御油のマツ並木（昭和 53 年度策定・平成 17 年度改定）及び刈谷市所在
の小堤西池カキツパタ群落（平成 19 年度策定）の保存管理計画が、それぞれの管理団体によって策定
されているほか、類似した計画とじて、名勝木曽川の管理計画（犬山市）、名勝・天然記念物木曽川堤（サ \ 

クラ）の保存管理マニュアル（愛知県）が策定されている。

2 保存管理計画策定の流れ

保存管理計画策定にあたよては、基礎データの確保が前提となるため三史跡の場合補助メニューにあ
る地図の作成や、別途確認調査を行うことが多いが、天然記念物の場合、通常は環境調査を実施し、バッ
ファゾーン（周辺地域）も含めた記念物の状況を十分に把握しておく必要がある。

次に、広範な関係者の協議を通じて天然記念物の保護の方針を定めるために、専門家や関係者等から

なる委員会を設置して計画内容の検討を行うが（通常2 か年）、関係者の共通理解を得るのは必ずしも
容易ではない。例えば御油のマツ並木の場合、所有者であり県道の道路管理者でもある愛知県（東三河

建設事務所）にとって、並木の保護は道路行政と相容れない部分も多いため、保存管理計画の改定の際
には、策定委員会とは別に関係機関の担当者からなる作業部会を設け議論を尽くし、立場の違いを超え
て意見集約が図られるようにした。

保存管理計画が定められると、冊子を作成し公表することにより計画として認知される。指定地の取

扱い上の地域区分と許容される行為の内容、生育 ’（生息）環境の維持方策と具体的措置、措置を講じる

際の役割分担等が明文化されることにより、文化財保護部局にとって、現状変更案件について整合性の

ある指示・指導を行うことが可能となるほか、各種施策の計画・実施の根拠となり、また関係者間で役

割分担が継承されるようになるといったメリットがある。

3 保護団体の育成

天然記念物の保護にあたり地元に保護団体がある場合は、通常、環境調査等の段階から保護団体にも

参加を要請し、保存管理計画の策定委員会にも代表者を加えるなど、市民との協働にも重点を置きなが
ら保存管理計画を策定することが多い。

保護団体のメンバーが専門家を交えた協議や作業に参加することは、計画策定後の施策を実践する上

で重要で、あり、天然記念物をきめ細かく保護・管理していくのに、地元保護団体の協力は欠かせない。

業者委託が必要な特殊な作業は別として、天然記念物の日常管理は、専門家の指導のもと保護団体や所

有者といった主に地域住民に委ねられるのが理想であり、管理コストも安価で済む。

このように、行政が天然記念物の保護団体への支援を行うシステム構築のためにも、保存管理計画の
策定は有効といえる。現行では国指定物件しか補助制度はないが、県指定や市町村指定の天然記念物に

ついても、関係機関の利害調整や保護団体育成のため、市町村教育委員会が主体となって保存管理計画

を策定してみたらどうだろうか。

（前田清彦：豊川市教育委員会）
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オオサンショウウオ－ ；，頼戸市の憾のとりくみ一瀬戸市

蛇ヶ洞川のオオサンショウウオ

指定 区分：国特別天然記念物（昭和27年 3 月 29日種指定）

所 在 地 ：瀬戸市下半田川町

（愛知県では、ほかに木曽川流域の犬山市犬山頭首工で生息が確認されている）

管 理 者：愛知県 （河川管理者）

保護活用にかかる事業費 ：年間1.000千円（瀬戸市予算）

保護活動実施期間：平成18年度～

補 助 金：文化庁補助金（天然記念物緊急調査：平成18～20年度）

保護・整備の報告書 ： 「愛知県瀬戸市 特別天然記念物オオサンショウウオ生息分布調査報告書」

2009年 3 月瀬戸市

条例・規則：な し

公開状況：なし

交 通 手 段：名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅から車で約20分。 国道248号線を多治見方面へ、

下半田川交差点を左折して蛇ヶ洞川へ

連 絡 先： 干489-0876 瀬戸市白山町 1 -46 

瀬戸市交流活力部文化課文化財係 電話0561-21 -1951



1 指定理由・概要

( 1) 指定理由

オオサンショウウオ （学名Andrias japonicus、英名 Japanese Giant Salamander）は、地域を定めな

い「種j として昭和27年に国の特別天然記念物に指定されており、現存する世界最大の両生類である。

その生息分布は岐阜県以西の本州、四国、九州の一部とされている 。 愛知県内では、犬山市（木曽川）と

瀬戸市（蛇ヶ洞JI I ）で生息が確認されている。

指定名称である「オオサンショウウオ」は英名の和訳からきており、日本では「ハンザキ」「ハンザケ」

「アンコウ j 「ハザコ」等と呼ばれてきた。スイスの約3000万年前の地層から化石が発見されヨーロッパ

では絶滅生物とされてきたが、 19世紀にシーボルトがオオサンショウウオを日本からオランダに持ち帰

り、日本では現存していることが知られるようになった。「生きている化石」と本種が呼ばれるのはこう

した経緯によ る。なお、類種としてチュウゴク（中国）サンショウウオ、アメリカサンショウウオがあり、

チュウゴクサンショウウオとオオサンショウウオは交雑が確認され、ミトコンアドリアDNA調査でも比

較的最近の分岐であることが判明している。

(2）生態

オオサンショウウオは河川の上流域に生息し、ほとんどを水中で過ごす。 河岸の横穴や岩の隙間など

を日中の隠れ家とし、夜間に活動し、エサ場へと移動する。 狩りは待ち伏せ型で獲物が目の前に来るのを

待ちかまえて捕食する。 魚・水中昆虫その他を主なエサとするが、魚などを追いかけて捕食するほどの機

敏性はなく、口の前に来たものは何でも捕食するとされる。

成体となった個体の平均体長は50～70cmで、 l mを超えるものもあり 、 これまでに確認された最大の

ものは 1 m60cmとされる 。 体の背面から尾にかけて暗褐色で、黒っぽい斑紋があり、個体によって異なる。

肩平な頭とよく発達した尾を有し、目は小さく口は大きくさけ、歯は小さいが鋭く切れる。四肢は短く、

前肢の指は4本、後肢の指は 5 本である。

オオサンショウウオの繁殖行動は 8 月下旬から 9 月下旬にかけて行われる。 オスが産卵に適した巣穴

を確保し、 そこにメスが入って産卵する。 この時期のオス同士は巣穴確保を巡っての闘争がみられ、闘争

により負傷しさらには死亡する個体もある。 卵は一頭のメスで500～700粒を産み、オスが精子をかけて

そのまま巣穴に残り卵を守る 。 オオサンショウウオの外見上の雌雄の区別は通常では難しいが、この繁

殖行動時期はオスの総排池口周辺がドーナツ状に隆起するため区別することがある程度可能となる。

巣穴内の卵は約50日で鮮化し、オスに守られ巣穴の中で成長し、約 5 cmになった翌年の 1 月から 3 月に

かけて巣穴から出て川中へ散る。 幼生にはエラがあり、川底の落葉や石の下に隠れ、小型の水中昆虫等を

エサに成長する。 4 ～ 5 年で、20～25cmに成長し、エラがなくなって成体となる。但し繁殖に参加できる

にはさらに数年かかり、この段階では半成体とされる。 なお、本種の寿命は飼育下においても確認されて

おらず、 80～100年程度は生存するものとされる。

2 瀬戸市蛇ヶ洞川における生息状況

( 1 ）生息調査の概要

蛇ヶ洞川は瀬戸市域の北東を流れる庄内川の支流で、瀬戸市北部丘陵の標高約460m を源として西流す

る 。 庄内川との合流までの全長は約8.7km、比高差は約380mで、ある 。 河川沿いの沖積地は、上流側の上半

田川町と下流側の下半田川町に分かれ、この間に造られた蛇ヶ洞ダムによって河川は分断されている。

虫色ヶ洞川におけるオオサンショウウオの生息情報は、文献としては瀬戸市理科教育研究会が昭和47年

より実施している蛇ヶ洞川の水生生物調査でその存在が確認されており、平成 3 年の報告書には 2 個体

を確認したと記述されている。 平成 6 年に蛇ヶ洞川において愛知県による河川工事が計画され、この事

前調査では 7 個体のオオサンショウウオが確認された。 特徴から日本固有種のオオサンショウウオと同

定され、蛇ヶ洞川におけるオオサンショウウオの生息が初めて学術的に確認された。
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その後、河川工事計画の中で継続して調査が行われ、中流域を中心として20個体以上の生息が確認され

た。 また学術調査としては、名古屋市東山動物園による生息確認調査が平成12年から実施されている。

瀬戸市による調査は平成18年度より文化庁の補助を受けて実施された。 調査は、蛇ヶ洞川におけるオ

オサンショウウオの生息個体数、生息範囲を把握し、オオサンショウウオが今後も継続して繁殖・生息し

ていくために必要な河川環境について検討するための基礎資料とすることを目的とされ、平成21年 3 月
に報告書が刊行された。

(2) 生息状況の概要

調査により、個体識別された個体は現在のところ54個体で、推計生息数は72個体とされている。 生息範

囲は大きく 3 か所（A～C区） に分かれ、各個体の行動範囲も各地区内に限定されている。 確認された個

体の全長は43cmから102cmで、平均すると 75cmで、あ る。

幼生調査では、下流部 （A区） と中流部 （B区） で幼生を確認し、直近の時期に繁殖が行われていたこ

とを確認した。 しかし、確認できたのは 3 ヶ年の調査で 1 ヶ年のみであり、継続して繁殖しているかどう

かは不明で、ある 。 また、全長40cm以下の成体もしくは半成体も確認されておらず、幼生が成長しているか

どうかも不明である。

生息環境としては、エサとなる魚類調査、隠れ家の調査を行っており、オオサンショウウオが多く確認

されている地点では、エサも隠れ家も多く確認されている。 しかし、エサも隠れ家も比較的多く確認でき

る場所でもオオサンショウウオが確認できない地点もあり、生息に適した要件はほかにもあることが推

測される。 また、河口部分と上流部分では河床が砂や泥で覆われており、河川環境が極めて悪いことが明

らかとなった。河口付近には土砂採集場、上流にはダムがありこれらが要因となって河川環境の悪化を

もたらせているものと考えられる。

(3) 保護活動等の概要

河川工事を契機として地元や市民自然調査グ、ループによるオオサンシ ョウ ウオの保護活動が活発化し

た。平成 9 年より Np O 「名古屋市水辺研究会」による勉強会が下半田川町で始められ、ここから発展

した愛護団体 「瀬戸サンショウウオを愛する会」が平成11年に発足した。

河川工事は平成13年度からオオサンショウウオ生息域に着手することとなり、それまでの調査成果や地元

やNp Oによる意見等を元に工事計画が一部変更された。 特に人工巣穴の設置や河畔林の保全などについ

ては、調査を実施している東山動物園の意見や広島県等の先進地域事例などが参考にされた。 また工事に伴

うオオサンショウウオの移動や一時保護については、 「名古屋水辺研究会」ゃ 「瀬戸サンショウウオを愛す

る会J が協力して行われた。 平成13年度末には工事が完了し、平成16年には人工巣穴での産卵も確認される

に至った。

保護活動の一方で、上流域における産業廃棄物処理場によ る環境悪化が懸念されるようになり、オオサ

ンショウウオ生息環境の保全が課題となっていった。瀬戸市教育委員会は、問題の把握と保護策策定の

ため平成14年度に、河川管理部局、環境対策部局、文化財保護部局、専門家、関係団体等による「瀬戸市オ

オサンシ ョウウオ保護連絡会」 を設置した。 平成15年度第 2 回保護連絡会議では、蛇ヶ洞川に合流する

七曲川沿いのフ エ ロシルト埋め立て現場からの土砂流入が問題とされ、平成16年11月に大量の土砂がオ

オサンシ ョ ウウオ人工巣穴の中にまで流入するに至って、大きな環境問題として注目 された。フェロシ

ルトについては、その後、産業廃棄物不法投棄事件となり全量撤去が行われることとなった。

しかし、地元の保護団体である 「瀬戸サンショウウオを愛する会」 は平成21年に解散し、その後は地元

自治会と瀬戸市が主な保護活動の主体となり、人工巣穴の清掃や普及活動、河川清掃を行っている。 今後

は、こうした行事を通じて一般市民のオオサンショウウオ保護に対する関心を高め、保護活動へ参加して

もらい、オオサンショウウオをシンボルと し、 オオサンショウウオが継続して繁栄できる河川環境の復元

を目指していく必要がある。



主力

A区

l均｜

生息調査範囲河川図
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鵜の山ウ繁殖地
指定区分：国指定天然記念物

（昭和9年 1 月 22 日）

員数、指定面積： 120,555.6rri

所 在 地：美浜町大字上野間字曽力他 4 字

所 有 者：美浜町

管 理 者：美浜町

保護活用にかかる事業費：－

保護活動実施期間：－

補助金：一

語負業者、委託団体：－

調査報告書：愛知県教育委員会 鵜の山ウ繁殖地

「天然記念物鵜の山のウ繁殖地緊急調査報告書 （1982）」

条例・規則：一

公開状況：随時見学可能

交通手段：電車名鉄知多新線上野間駅下車、南東へ徒歩約20分

美浜町

車 南知多道路美浜ICを出て出口信号交差点を右折し、上野間方向へ約 2Km

連 絡 先：干470-2403 美浜町大字北方字十二谷125

概要、指定理由 ：

( 1 ）概要

美浜町生涯学習センター内 美浜町教育委員会事務局社会教育課

電話：0569-82-6464

美浜町上野間にある 「鵜の山ウ繁殖地」 は昭和9年に国の天然記念物に指定された。

この山には、約10万ぱの松林にカワウが約10,000羽以上も生息しており、現存する日本のカワ ウの約

90%がここに生息するほど、鵜の山ウ繁殖地は全国最大である。

鵜の山は、その名の通りカワウの繁殖地として美浜町のかけがえのない財産である。

(2）歴史

指定当時の鵜の山ウ繁殖地の説明は、 「古来鵜の蕃殖地 ト シテ著名ナ リ 、毎年 4 ・ 5 月に交松樹ノ上ニ

巣ヲ栄ミテ蕃殖ス其ノ採集セラル糞ハ多額二上ル」であった。

ウの糞は昭和38年ごろまで肥料として利用し、糞の売却収入は共有金として蓄積して学校建設や土木

工事などに当てられていた。 糞や営巣地は、観光資源としての役割も果た し、多くの見物客が訪れた。

しかし、化学肥料の進出で糞の利用がな くなる と、積も った糞で木が枯れ、山は荒廃した。 結果、 70年

代ウは周辺の山に移り、鵜の山から姿を消してしま った。

町は、その後松などの苗木を植え、営巣台を設置 し、 90年代ょうやく鵜の山で再び営巣が確認され、今

では約10,000羽が生息している。

(3）指定理由

特有の産ではないが、日本著名の動物としてその保存を必要とするもの及びその棲息地のため指定さ

れた。

保護 の方 法：動物の捕獲、卵の採取、魚釣り、木竹の伐採等の行為をする場合は許可が必要と な りま

すとの注意看板を設置している。



活用、普及事業：平成15年～16年にバードウォッチングボランテイアガイド養成講座の開催、平成18年

から21年までにバードウ ォッチングを毎年開催した。

課 題：見学者のマナーの悪さが課題になっている。

指定等の経緯と保護・活用までの道程 ：

昭和 9 年 国指定天然記念物に指定

昭和43年展望台設置

平成17年～21年 農村振興総合整備事業にて遊歩道整備

平成18年 農村振興総合整備事業にて展望台兼公衆便所改修

平成21年 農村振興総合整備事業にて観察所整備

保護・活用の専門委員会と職員体制 ：

現在の管理体制：町にて利用保存施設（遊歩道、展望台兼公衆便所、観察所）の管理が行われている。

展望台兼トイレ 鵜の山ウ繁殖地①

鵜の山ウ繁殖地② 鵜の山ウ繁殖地③
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岡崎ゲンジボタル発生地

ゲンジボタルの飛朔

指 定 区 分：国指定天然記念物（昭和10年12月 24日指定、昭和47年 8 月 25 日追加指定）

員数、指定面積：河川延長約25km

所 在 地：岡崎市須淵町ほか

所 有 者：愛知県、岡崎市

管 理 者：愛知県、岡崎市

保護活用にかかる事業費 ： 650,000円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金： 一

委 託 団 体：岡崎ゲンジボタル河合保存会、生田蛍保存会

保護・整備の報告書： 一

条例 ・ 規則： 一

公開状況：随時見学可能（ホタルの飛朔は 6 月頃）

岡崎市

交 通 手 段：国道 1 号線の大平橋付近から旧額田町までの乙川、男川と山綱川、竜泉寺川、鉢地川、

古部川の一部の総延長25kmの範囲

連 絡 先 ： 〒444-8601 岡崎市十王町二丁目 9 番地

岡崎市教育委員会 社会教育課文化財保存管理班 電話：0564-23-6177



概要、指定理由 ：

( 1 ）ゲンジボタルと保護の歩み

日本には約40種のホタルが生息するとされているが、 岡

崎市で主に確認されている種は、 ゲンジボタル、 ヘイケボ

タル、 ヒメボタルの 3 干重である。このうちゲンジボタルは、

体が大きく 、 体長は雄13～16mmもあり、体全体が黒色だ

が、 前胸背は淡赤色でよく目立つ。そして、この前縁部と

正中部が中央に広がる暗色部分を持ち、肉眼ではこの正中

部の黒紋が菱形に見える美しいホタルである。

岡崎のゲンジボタルは大平町一帯で大正から昭和初期 ゲンジボタルの成虫

にかけて、直径 1 ～ 2m もの蛍の群舞、数百匹あるいは数千匹がかたまって飛ぶ蛍合戦が見られたとい

う。昭和 8 年には 「蛍狩り電車」が東岡崎一藤川間で運転されており、このことからも大量の蛍が生息

したことがうかがえる。しかしながら 、 土地の開発、川砂利の採集、 蛍の乱獲などにより蛍の数が一変し

て減少したという。これを憂慮した近藤良平氏が岡崎市長に蛍の保護を求め、これにより保護活動がス

タートした。

保護活動は当初から地元小学校や青年団が活動にかかわっている。昭和10年に国の天然記念物に指定

されるとその活動も勢いを増し、青年団による指定地の巡回監視や制札の設置などが行われた。また、対

外的な保護措置として、市長から蛍保護の市民へ呼びかけのビラを各戸に配布したり、市内学校長宛の文

書では、「公益上必要な場合以外は捕獲したり 、発生を妨げることはしないように生徒児童に保護の趣旨

を徹底するJ ように通知が出されている。これらのことから、いかに蛍の乱獲を防ぐことが急務であっ

たかが伺える。戦前の保護活動の特徴といえる。

戦後の保護活動は美合地区に発足した「生田蛍保

存会」の活動により本格的にスタートした。保存会は

市から保存会活動に対する補助金を受け、様々な保護

活動を実施した。蛍祭りを毎年開催したり、文化講演

会を開催するなどして啓発活動を牽引した。また人工

飼育への取り組みを実践し、成果をおさめている。し

かし、 人工飼育の努力とは裏腹に、ゲンジボタルの減

少はストップをかける こ とができず、 ゲンジボタルの

移動とともに保護活動も上流の河合地区に移動して

いった。人工飼育は施設の整備とともに保護のメイ

ン活動として実施されることとなった。

現在は美合地区では美合小学校に、 河合地区では河

合中学校にそれぞれ人工飼育施設が設けられ、保存会

と学校児童による増殖活動など、保護活動が継続して

行われている。

(2）ゲンジボタルの生息環境

ゲンジボタルの発生している河川の調査によれば、

川底は砂で、 拳大の石や石灰岩質の岩が多く見られ、

昭和53年 カワ二ナ飼育場の完成（河合中学校）

ゲンジボタルの産卵場所

水流により石の下に砂層流がみられる所にカワニナとともに多く幼虫が生息しているということであ

る。これは、水の美しい渓流ならばどこでも生息環境が整うというわけではないことをあらわしている。

夜行性の昆虫であるゲンジボタルは、夜間に活動し、暗いところを好む。したがって民家や街灯の光を
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避けるように暗いところへ移動をする。また成虫は夜間、常に飛び続けているわけはなく、飛んではしば

らく草や木の葉で休む。昼間も草木の葉裏で休むことから、まわりが暗く、川岸には適当な樹木が茂って

いないと生息できない。また産卵場所は川岸の水際に近いところで、すぐ下に水面があり、日中でもほと

んど陽が差し込まない場所である。

保護の方法：各保存会と小中学校が互助的に連携し、保護活動が行われている。 一例として岡崎ゲ

ンジボタル河合保存会の活動を大きくまとめると以下の通りである。

①地元住民に対する啓発活動

②河岸環境の保護および、水系山地の保全

③幼虫の人工飼育と放流

④カワニナの調査・研究と飼料の散布

⑤ホタルの発生調査

活用普及事業 ：市民への周知と保護意識の高揚を目的に、 文化財移動教室（年 8 回開催）のなかで保

存会の施設を見学している。

課 題：指定当初に多くのホタルが生息していた美合地区でのホタルの減少は、 追加指定と

なった河合地区への生息地移動につながり、さらに現在では平成18年度に合併した旧

額田町域がゲンジボタルの生息の中心なっている。旧額田町は町指定天然記念物とし

て「ゲンジボタル」を指定してたことから、合併後の指定範囲の見直しが急務といえる。

指定等の経緯と保護回活用までの道程 ：

1934年 O岡崎市岡町付近一帯に産する蛍を天然記念物指定にする申請の準備と提出

－愛知県史蹟名勝天然記念物調査会に現地調査を依頼→調査員梅村甚太郎が現地調査を実施0

．申請区域は、乙川美保橋上流付近より下流大平橋に至る流域両岸より各lOm、乙川支流の竜

泉寺川、山綱川の岡町地内流域両岸より各lOm とされた。

1935年 O岡崎ゲンジボタルの保護と天然記念物指定への運動

－文部省宗教局保存課に現地調査、指定等について陳情。

－ 東京帝国大学農学部教授鏑木外岐雄博士が現地調査を実施。

O 「岡崎ゲンジボタル発生地」天然記念物に指定

. 12月 24 日、文部省告示第427号により、国の天然記念物に指定。

1940年 ゲンジボタル発生地を示す石柱標識の建設

1950年 「生田蛍保存会」が発足。

1955年初の蛍の人工飼育を試みるが失敗。

1960年 栗田俊一郎氏を中心に本格的な人工飼育が始まる。

1967年 「岡崎ゲンジボタル河合保存会」 が発足。

河合中学校で人工飼育の活動開始。

1972年 8月 25 日、文部省告示第126号により、追加指定。

1978年美合小学校に屋外飼育場が完成。

「岡崎ホタル研究会」が発足。

1981年 『天然記念物岡崎ゲンジボタル発生地J の標識 3 基を建設。

標識の設置（1981 年）

1982年 『国指定天然記念物岡崎ゲンジボタル 保護・研究活動の歩みJ を作成（岡崎ホタル研究会）

1989年 幼虫飼育室及び付属施設が現在の位置に移転・改築される（河合中学校）。

2007年 『岡崎ゲンジボタル～その生態と環境と保護活動～』を作成（教育委員会、河合中学校、

岡崎ゲンジボタル河合保存会）。



ゲンジボタル発生地

カワニナを捕食する幼虫

カワニナの飼育施設

ゲンジボタルの卵
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西尾のヒメタイコウチ生息地
指定区分：県指定天然記念物（昭和43年12月 11 目指定）

貝 数：指定面積 2,lOOrrl 

所 在 地：西尾市八ツ面町山下

所 有 者：個人

管 理 者：西尾市教育委員会

保護活用にかかる事業費 ： －

保護活動実施期間：通年

補助金：－

請負業者、委託団体：

事業報告書：一

条例・規則l：一

公開状況：常時公開

交通手段：名鉄西尾線桜町前駅下車東へ約l.2km

連 絡 先：干445-0847 西尾市亀沢町480

西尾市教育委員会文化振興課電話：0563-56-2459

概要、指定理由 ：

ヒメタイコウチ

西尾市

節足動物カメムシ日夕イコウチ科に属する体長20ミリ程度の水生昆虫。 この虫はその生息数が少なく、

溜池などへの流れ込みの見られる湧水地に生息するが、開発や河川改修などによりその生息地や個体数

が減少している。当該地は水田耕作には不適な八ツ面山北麓の低地で、湧水がみられるなど生息に適した

土地であることから指定地として保護した。

保護の方法：周辺環境の整備や看板の設置による周知を行う 。

活用、普及事業：

平成19年度から西尾市立入ツ面小学校 4 年生

による総合的学習のひとつとしてテーマに取り

上げて活動を行っている。春には自分たちでの

生き 物探し、専門家の先生を招聴 して実際にヒ

メタイ コウチを捕獲 して生息確認をおこなう

活動、秋には地元住民や地元企業の社員の協力

で、周辺の竹やぶの伐採を行うなど、周辺環境の

整備を行っている。 20年度には周辺へのごみ投

棄があり 、注意を促す看板の設置をするなど、地

域・学校挙げての活動を行っている。

生息地遠景

課 題：地下水位の変動や周辺の竹林の繁茂による環境変化を見逃さないようにしていくこ

と 。 現地が幹線道路に近くなおかつ集落から離れてお り、 ごみ投棄が行われないよう

注意を促していくこと。



指定地位置図 （S = 1/2,500) 

生息地での生き物探しの様子 専門家の先生による説明

（遠景以外の写真 3 点は西尾市立八ツ面小学校提供）
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足助のヒメハルゼミ
指定区分：県指定天然記念物

（昭和43年12月 11 目指定）

員数・指定面積： 2,550ぱ

豊田市

所 在 地：豊田市岩神町

所有者：－

管 理 者：豊田市教育委員会

保護活用にかかる事業費 ：
ド瞥一六千

保護活動実施期間：－

補助金： 所蔵標本~ ...  --
委託団体： －

保護・整備の報告書：『平成18年度 通常砂防工事の内渓流環境調査業務委託 堂根沢 豊田市岩神町地内

報告書 ヒメハルゼミ調査J 豊田加茂建設事務所・株式会社ニ ッ ク環境システム 平成19年 3 月

条例 ・ 規則：一

公開状況：－

交 通 手 段：名鉄豊田線浄水駅より，とよたおいでんパス 「足助病院」 下車徒歩約 3 分

名鉄名古屋本線東岡崎駅より，名鉄パス 「足助大橋」下車徒歩約 5 分

連 絡 先：〒471-0079 豊田市陣中町 1 -21 

豊田市郷土資料館電話：0565-32-6561

概要 、 指定理由 ：

ヒメハルゼミは、体長はオスで、約2.7cm，メスで、約2.2cmのカメムシ目ヨコバイ亜科セミ科に属する小

型のセミである。常緑広葉樹林，特にシイ類・カシ類の古木と針葉樹が混生した欝蒼とした林を好むと

される。 このような植生環境が残る箇所はひじように限られ，生息域も限定される。 そのため，分布の北

限である千葉県鶴枝・新潟県能生・茨城県片庭では国指定の天然記念物となっている。 愛知県内では豊田

市足助町以外では新城市・豊川市・蒲郡市・岡崎市・春日井市の限られた場所でしか生息が確認されていな

しミ。

本指定地域は、クヌギ・ホウノキ・ツバキ・サカキ・ヤマモミジ・シラカシ等約21余種に達する樹木がう っ

そうとして茂り、夏なお涼しい静寂な環境であってセミ類の生息に適している。 このセミ は、アブラゼミ・

クマゼミなどのセミ類と違って生息地が少なく、殊に近年開発とともに、その数もしだいに減少しつつあ

る。以上の観点から、足助町内に生息するヒメハルゼミを保護するために指定された。

保護の方法：積極的には生息地を周知しないこと及び生息域の樹木を中心とした植生環境を保全す

ること 。

活用 ・普及事業：一

課 題：セミは土の中で長い期間をすごして，年により羽化する数にばらつきが大きい。 加え

て地上にいる時聞がひじように短いことから保護の方法が難しい。 また，羽化の時期

が梅雨と重なり，梅雨後半期の豪雨と重なるとダメージを受けやすい。



ネコギギ、一矢佃｜｜水系と豊川水系での憾のとりくみ－
指定区分：国指定天然記念物

（昭和52年7月 2 日指定）

員数、指定面積：種指定（地域を定めず）

所 在 地 ：愛知県、 岐阜県、三重県

所有者： －

管理者：

保護活用にかかる事業費 ： －

補助金：

偏差・整備の幸陪書 ： 一

条例・規則 ： ネコギギ（写真提供 ： 国交省設楽夕、ム工事事務所）

概要、指定理由 ： ネコギギはナマズ日ギギ科の淡水魚で、ある。昭和32 (1957）年、三重県宮川産の標本

に基づいて新種として発表され、当初ギギモドキと命名された。愛知県から三重県に至る伊勢湾及び三

河湾に注ぐ河川の中上流域にのみ生息し、同属の種は朝鮮半島のウサギギギしか知られていないため、分

類学上・生物地理学上貴重な種である。水質汚染のほか、河川改修やダム事業等により生息場所である河

岸・河床部の空隙がなくなり、生息数が激減したため、昭和52年（1977）に国の天然記念物に指定された。

環境省及び県のレッドデータブックでも、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種である絶滅

危倶IB類と位置付けられており、種の保護とともにその生息環境も保全する必要がある。

本種はナマズ型のずんぐりとした体型で、体色は黄褐色、全体に暗褐色の斑紋がある。体長はlOcm前

後（最大でも 15cm程度）で、メスよりもオスが大型になる。網などですくい上げると「ギューギューJ

と音を出すことが、標準和名の由来とされている。主に河川中上流域における喋質河床の平瀬から淵で、

ある程度の深さを持つ流れの穏やかな水域を好み、植物の根や茎に覆われた川岸、岩の割れ目、浮き石や

巨喋・大岩の問、植物の根や茎の聞などの空隙がある場所に棲んでいる。典型的な夜行性で、水温が15℃

を超える時期（ 5 ～ 9 月）を中心に、夜間、活発な索餌遊泳を行う。繁殖期は 6 ～ 7 月頃であり 、 繁殖場

所は疎開や石積み護岸の空隙で、繁殖期になるとオスは縄張りを持って他のオスへ攻撃行動をとる。オ

スは2 歳で成熟し繁殖が可能だが、普通は体が大きくなる 3 歳以上で繁殖に参加するとみられる。総産

卵数は800～1400 粒程度であり、受精から約 3 日で僻化する。解化直後の稚魚、の全長は約 5mm であり、

オスが稚魚、の保護行動をとる。

ネコギギが生息する場所はゲンジボタル、アユ、カジカガエルなども生息する自然豊かな場所であり、

天然記念物や希少種としてばかりでなく 、 美しい清流を象徴する魚として重要な種である。

保護の方法 ：

( 1 ）碧南市海浜水族館の取り組み

生息状況調査：碧南市海浜水族館・碧南市青少年海の科学館では、平成 3 年（1991）以降、矢作川におけ

る魚類相調査を実施してきた。平成 6 年（1994）に矢作川水系乙川で一般市民によりネコギギが採補さ

れ、当水族館に持ち込まれたことを契機に平成 7 年（1995）から継続的に個体採捕を伴う生息状況調査

が実施されている。これにより、同水系におけるネコギギの生息・分布場所及び個体数変動の情報が得ら

れ、ネコギギの生息、場所の環境特性が明らかになるとともに、今後の保護のための貴重な基礎資料が蓄積

されている。

飼育・繁殖実験 ：平成 6 年（1994）からネコギギの種の保存を目的に、飼育、繁殖活動が続けられてきた。

平成13年（2001）には、ホルモン剤注入による産卵誘発によらない、自然産卵による繁殖に日本で初めて
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成功している。 近年では平成20年（2008）に繁殖に成功し、 30個体以上の飼育個体が維持されている。

今後も現在の飼育個体を利用し、種の保存が継続的に行われる予定である。

(2）国土交通省の取り組み

現在、国交省により豊川における設楽ダムの建設が予定されている。ダム建設工事および完成後の運

用により、ネコギギの生息環境が影響を受けることが予測されるため、設楽ダム工事事務所では、豊川水

系におけるネコギギと生息環境の保全措置に取り組んで、いる。 しかし、本種の保全手法については未だ

不明な点が多いため、設楽ダム魚類検討会（ネコギギ等希少魚類に係る環境保全措置等低減策の検討に

ついて指導、助言及びその実施状況の監視を行う）等を通じて専門家の指導、助言を得ながら、検討が続

けられている。

生息状況モニタリング調査：平成 7 年（1995） から、事業による環境影響事前評価のため、豊川水系に

おけるネコギギの生息状況調査が開始された。 特に平成11年度（1999）以降、 ネコギギの生息する淵に

おいて生息個体数の変動を含めた各淵の状態を評価するために、個体数推定調査及び簡易環境観測が継

続して実施されている。

飼育・繁殖実験：設楽ダム関連事業では、平成19年（2007）に愛知県水産試験場内水面漁業研究所三河

一宮指導所で野外採集個体による人工繁殖に成功したO その後も実験は継続され、増殖した個体は同指

導所、豊川市赤塚山公園ぎょぎょランド、国交省中部地方整備局豊川防災セ ンターで飼育中であり 、野外

放流実験や公開展示に利用されている。

野外放流実験：環境保全措置のーっとして、現在はネコギギが生息していない場所を生息地として回復

させることが計画されている。 このため、豊川の野外実験淵にネコギギを放流し定着することができる

か（世代の更新が可能か）を確認する野外放流実験が実施されている。 これによ り生息適地の評価をよ

り確実な ものにする ことができる。豊川水系のネコギギは個体数が少ないため、人工繁殖実験により得

られた個体を放流し、モニタリング調査が継続されている。

人工水路による隠れ家実験：ネコギギの普段（昼間）の隠れ家となる空隙としてどのような河岸・河床

構造を好まれるか明らかにするため、人工水路を使用した隠れ家実験が実施されている。 とくに河川の

護岸脇等に設置する ことを前提として石積み形式を採用し、組み合わせる石の形状やサイズ、組み合わせ

方等が検討され、情報が蓄積されている。

豊川上流域工事環境情報会議：設楽ダム工事事務所により、平成22年（2010）から豊川上流域における

ネコギギをはじめとした貴重種等の生息状況や保全対策等の情報共有を図るために、県建設部等関係機

関が参加する会議が立ち上げられ、円滑な調整に向けて協議が進められている。

活用普及事業：碧南海浜水族館では、ネコギギ、ウシモツゴを始めする淡水産希少魚類が飼育展示され

ている他、矢作川水系に生息する魚類や希少種について一般に解説する教育普及講座が実施されている。

また設楽ダム事業で飼育されている個体も、赤塚山公園ぎょぎょランド等適切な公開施設において展示

公開されている。 また国交省設楽ダム工事事務所ではパンフレ ッ ト 「ネコギギの保全」を作成している

他、イン ターネット上でも ネコギギ情報を提供し、普及啓発に取り組んでいる。

課 題：本県では、上記事例の他、河川事業等に際し開発部局側が保護法道守のため生息状況調

査、保全対策等に取り組んだ事例は多々あるが、保護部局が主体的にネコギギ及びその生息環境の保全・

活用に取り組んだ事例は今のところないと言わざるを得ない。 隣県の三重県においては、県教育委員会

が主体となって全県的な生息状況調査が実施された上、ネコギギの保護管理指針が策定されてお り、開発

側との円滑な調整にも指針が寄与している。本県においても保護の体制を順次充実させていくととも に、

普及啓発に努め、地域住民との協働による積極的な保全・活用が図られる状況を目指す必要がある。



イタセンパラ一日進市と木曽川水系での保護のとりくみ－
指定区分：国指定天然記念物

（昭和49年6月 25 目指定）

員数、指定面積 ：種指定（地域を定めず）

所 在 地：富山県 ・岐阜県・愛知県・大阪府

所有者：

管理者： －

探護活用にかかる事業費 ：－

補助金：

イ霜霊・整備の報告書 ： －

愛知県教育委員会1979 『国指定天然記念物イタセ

ンパラ生息状況調査報告J

イタセン／＇＼ラ

（写真提供：愛知県名古屋東部E陵工事事務所）

建設省中部地方建設局木曽川上流工事事務所1979 r木曾川のイタセンパラ』

日進市教育委員会2009 『平成18～20年度 国指定天然記念物イタセンパラ保護護事業報告書』

条例・規則： 一

概要、指定理由 ： イタセンパラはコイ科タナゴ亜科に属する日本固有の純淡水魚である。主な生息地は、

大阪府（淀川水系）、愛知県・岐阜県（木曽川水系）、富山県（氷見市周辺）で、高度成長期の急激な環境悪

化により生息数が激減し、絶滅が危倶されたため、昭和49年（1974）に国の天然記念物に指定され、法に

よる保護を受けることになった。また、平成7年（1995）には、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律（種の保存法）」による国内希少野生動植物種に指定されている。その後、環境省及び

県のレッドデータブックでは、絶滅危倶 I A 類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて

高いもの）に位置付けられている。

体長lOcmになる大型のタナゴ類で、体は薄くて体高が高く、本種を表す尾張・美濃地方の方言が標準和

名の由来とされている。河川のワンドや池沼 ．水路等、流れがなしミか援やかで

生息するO 寿命は1～2年で、 9月～11月頃に繁殖する。他のタナゴ類同様、イシガイ等の二枚貝に産卵す

る。稚魚は約1週間でふ化し、貝の中で越冬し、翌年4～5月に貝から泳出する。繁殖に必要な二枚貝も成

長過程でヨシノボリ等の魚類に寄生するため、イタセンパラの保全を図るには、本種のみならず二枚貝や

その宿主魚類との共生を含めた生息環境の復元と保全が必要である。

保護の方法：

( 1 ）日進市のイタセンパラ

生息の確認：平成8年（1996）、市内の天白川水系で、生息が確認され、新聞報道等で一般に知られるよう

になった。県の調査（平成9 ・ 10年）で、主な生息繁殖地が確認され、そこから逸脱した個体が下流河川で

捕獲されたと判断された。なお、本市のイタセンパラは放流個体である可能性が指摘されている。

保護施策の策定 ： 「天然記念物イタセンパラ保護連絡会（平成11 ・ 12年度） J により、市への提言（危険

分散、地域の保護団体設立、普及啓発活動、保護増殖の推進）が行われた。「日進市イタセンパラ保護連絡

協議会（平成13 ・ 14年度）」では個体数激減への対応が緊急課題となり、保護池の設置が決定された。以

後も「日進市イタセンパラ保護会議（平成17～20年度）」で検討が続けられたが、平成20年（2008）を最

後に会議は終了し、以後市教委による経過観察が続けられている。

生息環境悪化と個体数の減少 ：重要生息地の生息環境悪化は、水質悪化や底質の泥化、ヨシ ・ ガマの繁

茂、外来種の増加が原因とみられる。対策が試みられたが効果は得られず、平成14年（2002）調査では延
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べ確認個体数が稚魚、6個体と激減した。 平成15年（2003) 5月に母貝ごと保護池への移植が試みられたが、

泳出した稚魚2個体を最後にイタセンパラは確認されていない。

保護増殖の取り組み：平成14年、建設省の事業で保護池が築造されたが成果があがらず、母貝培養池で

二枚員の増殖が続けられた。 また、県で捕獲された個体が碧南海浜水族館に搬入され、一時は100個体を

超えたため施設内で保護増殖が試みられたが、現在では消失した。

民間の保護事業：民間の保護団体として、地域住民を主体とした愛護会が結成され、保護池の管理を行

うなど市の調査・保護事業に協力活動が行われた。

今後の展望：現在も二枚貝やタナゴ類の生息がみられる地域があり、経過観察が続けられている。 今後

も行政と住民の協働による環境の保全、保護池の管理、意識啓発への取り組みが期待される。

(2）木曽川水系のイタセンパラ

近年の生息状況：平成6年 （1994）に建設省の河川水辺の国勢調査（魚類）で生息が確認されてから、

公的機関による調査がくり返されたにも関わらず、 10年以上にわたってイタセンパラの生息が確認され

なかった。 平成19年（2007） に学術調査で生息が再確認され、平成20年に実施された国交省や愛知県の

調査で生息が確認された他、同年の河川水辺の国勢調査で、も生息が確認されている。

生息環境の保全再生：木曽川中流域では、河岸の樹林化等環境の悪化、外来魚増加の影響が懸念されて

いる。 国交省では魚員類の生息状況調査とともに、 ワ ン ド及び周辺の物理環境調査を行い、生息繁殖環境

の再生保全等の方策について検討している。 平成21 ・ 22年度には、愛知県側の一部のワン ドで、底質改善

のための波諜、樹林の伐採、イタセンパラ及び二枚貝の一時捕獲・避難及び外来魚駆除の取り組みが実施

され、専門家と関係機関による検討会で検証が続けられている。

イタセンパラの公開保護：密猟対策のため、希少種・天然記念物の生息情報は原則非公開とされてきた

が、インタ ーネッ ト等で民間に情報が出回っているのが実情である。平成22年 （2010）、 愛知県警による

密猟摘発を契機に、密漁対策、普及啓発等を目的とする「イ タセンパラ保護協議会 （事務局 ：環境省 ・国交

省）」が組織された。 同協議会では、より積極的な保全・活用のため公開保護を試みる ことで関係者が合

意した。 実践的取り組みとして、平成22年4月に関係機関による合同パ トロールを、 5月には一般参加 （小

中学生を含む）の勉強会と合同パト ロールを木曽川河川敷で実施した。

生息域外保全の試み ： 「生物や遺伝資源を自然の生息地の外におき、場合によ っては人間の管理下にお

いて保全すること」を生息域外保全（以下、域外保全）とよぶ。平成8年、国により 「イタセ ンパラ保護

増殖事業計画」 が策定され、淀川水系及び氷見市で域外保全が実施された。 平成19年に木曽川水系で生

息が再確認されると、濃尾平野個体群に対する早急な実施が必要と なった。 平成21年（2008）、環境省に

より 「イタセンパラ生息域外保全検討会」が組織され、飼育繁殖手法及び体制整備、種の保存、野生復帰

を目的に検討が開始された。 平成22年には、岐車県世界淡水魚水族館 「アクア・トト ぎふ」を実施機関 と

して、飼育繁殖及び精子の凍結保存等の取り組みが開始された。

活用普及事業：かつて生息が知られていた地域では、地元住民にイタセンパラの存在が記憶されてい

るが、若い世代や子ども達にはほとんど意識がないのが実情である。 先述のイ タセンパラ保護協議会で

は、合同パ トロールに際し、 「国の天然記念物イタセンパラを守ろう」と題する普及啓発用チラシを作

成し、木曽川河川敷を往来する人々に配布した。 また、小中学生を含む一般参加による合同パ ト ロールに

際し、勉強会を開催するとともに、 ロビー展示を実施して、普及啓発に取り組んだ。

課 題： イタセンパラ及びその生息環境の保全について、行政の立場で主導的な役割を担って

いるのが環境省（中部地方環境事務所）及び国交省（木曽川上流河川事務所）であ り、新聞報道等では

地方公共団体の関わり方が追従的であるとの指摘もある。 地方公共団体や地域住民が主体的に保護活動

に参画できるように保護部局として取り組むこ とが必要である。



、十

-,, 
.‘. 

幹i ,, れ ' 付紙 ,, ' ＂，＇長持 活！ ,,"' i1タ I lJ 

'" %J'.0 ,,, ι ヤ＇ ~義弘陥ト w ¥;;' ι ハギ
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ホンカモシカの検死死体処理とJ愛明7鳴ヤペ辞表届汗伊予片手以、死亡したニヂンM
シカの身体を測定し、年齢射性別、死亡原因子 ζ乞~－~君主るib . :Z. ＇ホ〆カ与をJ カ .<1), ＇！年齢にqいては、角に刻
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まれた年輪から判断できる。年輪の数が個体のおよそての年齢主である。死亡原因については汽その原図が
明らかなものは職員が判断していぞれ不思r~ ti，，のほ警察ヤ地元漁友会制立会のれず判断シているO
ちなみに、豊田市におけるニホンカモシカの死有原因で最も多いものは交通事故であり、 2 番目は水路転

落による溺死であるo また、ゴホンヵ込シカの元体妥現地確認する除；底流の肯龍性を考え、る必要もある。
竜三＇＇ . .- j•.• .,;'!t( 

昨年度、角が切り落とされた死体が2件発見されたe 地7じ猟友会によ寸L＇ばi pホジカモシカの角は漢方薬
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れがあるため、素早い対応が求；められる。 i ニホンカモシえの死体処理につしiては、基本的には豊田市清掃
変＇ 1ぞ.，；＇.ii! i ねj'.

業務課に回収・運搬・処理・報告を依頼してJ＇~る 0 . i 説＇. ;;ｷｷ ｷｷ>ｷ r 
昨年度、山林で白骨化したニホシカモ句作体が発見ミれ可y時円、事務処理後L 白骨化した死体り

頭蓋骨を学校教材として活用した例もあったL 山川 • " " 

ニホンカモシカの業務において難ぶしい日こと t£、通報ゐあった個体が本当にニホンカモシカであるのか
どうかの見極めである。昨年度、豊由市稲示地r区（旧稲武町）でニホンカモシカの死体発見の通報があっ

ぬ

た。片道約1時間半をかけて現地に向かい、帽子本を確認すると二ホンカモシカではなく、ニホンジカであっ
た。このように、発見者もその個体がニホンキモシカかどうか分からずに「ニホンカモシカの死体を発

見した」と通報する例が年間数件ある。誤報は、時間と業務のロスにつながるため、今後取り組もうと
していることがある。それは合併町村地区の各支所と連携しだニホンカモシカ業務である。合併町村地

区でニホンカモシカが発見された場合、該当地区の支所職員に現場確認を依頼する。支所職員は、死体の
写真撮影を行い、そのデータを文化財課へ送信し、文化財課職員がそのデ」タを確認するQ l こうすること
で、ニホンカモシカかその他の動物であ

るかを確認した上で現地へ向かうことが

でき、ロスをなくすことができる。

これまで、ニホンカモシカの主な業務
について紹介してきたG 入間と野生t動｛
物の住む世界がますます近づいていく中

ぬ

で、今後様々なケースでニホンカモシρカ

と関わっていくことになると息われる。

市民や関係課と協力して、より正確にそ

してより迅速に業務を行っていきたい。

（井上直己 ：豊田市教育委員会〉
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三河地震による地割れ

三河地震による地割れ （部分）

指定区分：市指定天然記念物（昭和51年11月 25日指定）

員数、指定面積： 910ぱ

所 在 地：蒲郡市一色町西山92-1他

所 有 者：宗教法人宗徳寺

管 理 者：蒲郡市

保護活用にかかる事業費：毎年 91,000円

保護活動実施期間：通年

補助金： －

請負業者、委託団体：市内造園業者

事業報告書： －

条例 ・ 規則 ： 一

公 開状況： 自由

交 通 手段：名鉄三河鹿島駅から徒歩40分、見学者駐車場有

連 絡 先：干443-0035 蒲郡市栄町10番22号

蒲郡市博物館電話：0533-68-1881

蒲郡市



概要、指定理由 ：

昭和20年 1 月 13日午前3時38分頃、三河湾東北部を震源とするマグニチュー ド6.8の三河地震によって

生じた地割れである。この地震では、隆起・沈降、場所によっては横ズレも伴った著しい地形の変化がみ

られた。 この地割れは、深溝断層に沿って生じたもので、地震の凄さをよくとどめている。 形原地区にお

ける断層上で、の隆起は1.5mにもなり、甚大な被害は主に断層線周辺でもたらされた。

この地震の災害状況は、約 1 ヶ月前の熊野灘を震央とする東南海地震と同様に、戦時下の情報統制によ

り極秘扱いとされた。 蒲郡の死者は、形原町・西浦町に集中し、 237名にのぼった。 発生時刻が、あいにく

真冬の未明時であり、ほとんどの人が熟睡していたので、激しい家屋の倒壊によって就寝中に圧死した人

が多かった。

深溝断層は、三河湾内の中央構造線から北へ延び、幸田町深溝で約90度西へ曲がり、三ヶ根山を迂回す

る形で延びている。 深溝断層の活動周期は、最近の調査（平成10年、（財）電力中央研究所）で、数万年

単位の長いものであることが分かってきたが、場所によっては、三河地震が起きる約4000年前の活動が推

定される部分もあり、比較的短い周期で活動を起こす可能性も否定できない。

ここ宗徳寺本堂裏の地割れは、当時の様相をそのまま残しているもので、昭和51年11月 25 日 、市の天然

記念物に指定された。指定時の延長は41mで、あった。

保護の方法：昨今の防災意識の高まりから見学者が多く訪れるようになり、寺院や近隣住民に迷惑がかか

るようになってきたため、「三河地震による地割れ」保存整備事業を実施した。 当該地も宗徳寺と使用

貸借契約を結び、管理を市で行うように した。

平成10年度見学者駐車場整備（224rrl)

平成12年度第 l 期工事：階段工

平成13年度 第 2 期工事：擁壁工、擬木フェ ンス工、客土吹付工

平成14年度 第 3 期工事：擬木テラス工、説明板（ 2 基）、道路案内板（県道沿い 2 基）、地割れ復元工 （埋

没土砂の掘り出し）

活用、普及事業： 一

課 題：上方が墓地になっており、そこからの土砂が地割れに流入して埋没気味になるめ、随時

掘り出しが必要となっている。

園田国三河地震による地割れ 館協理深溝断層

「三河地震による地割れ」整備平面図
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三河地震による地震断層
指定区分：県指定天然記念物（昭和50年12月 26日指定）

員数、指定面積： l,806rrl

所 在 地：幸田町大字深溝字小井文字

所 有 者：幸田町

管 理 者：幸田町

保護活用にかかる事業費 ： 122,472円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金： 一

委託団体： －

備霊・整備の報告書：

条例・規則： －

公開状況：随時見学可能

交通手段： J R三ヶ根駅下車、徒歩20分。 駐車場有。

連 絡 先：〒444-0192 幸田町大字菱池字元林 1 -1 

幸田町教育委員会生涯学習課電話：0564-63-5141

概要、指定理由 ：

幸田町

昭和20年 1 月 13日に起きた三河地震によ って形成された地震断層。 この地震断層は三河湾内から蒲郡

市形原を通り幸田町深溝まで達する深溝断層と、吉良町宮迫から を西尾市志龍谷にかけての横須賀断層

からなる。三河地震は直下型の地震であり、この地震によ って断層の西～南側が最大で約 lm水平移動

し、垂直方向約l.5m隆起した。 地震による被害は地盤が動いた西～南側に集中している。

地元の小学校に残る日誌には東京大学名誉教授津屋弘達氏など地震研究者が現地を訪れ調査をしたこ

とが克明に記録されており、三河地震研究の貴重な調査資料として位置づけられていたことがわかる。

なお、深溝断層は学術名であるが、これは津屋によ って名づけられたものである。 これらの学術的な背景

を踏まえ、また地震の記憶を後世に伝えていくためという教育上の意義も あり指定となった。

保護の方法：年に 1 回、草刈りや周辺の木々の伐採をおこない、指定範囲内が荒れないように注意を

している。

活用、普友事業：

現地には説明の看板と、隆起の状況が分かるように変位柱を設置し、見学者に備えている。 また郷土資

料館において三河地震コーナーを設置し、地震そのものを知ってもらい、改めて現地に脚を運んでもらえ

るように対応している。

課題：

現地が山あいにあるため、常には人の目が届かない。 それも あ り現地の変化に素早い対応をすること

が難しい。 断層そのものがいたずらされることはないが、駐車場に停ま った人々がゴミを断層内に廃棄

する状況がたびたび見られる三河地震の断層ということもあ り 、全国的な知名度はあるようだが、いま

ひとつ活かしきれていないのが実情である。

専門委員会と職員体制：専門委員なし

現在の管理体制：年に数回現地の草刈り などを実施し、状況に変化がないよう にしている。
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断層に生きる希少植物 モウセンゴケ
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高師小僧
指定 区 分：県指定天然記念物（昭和32年10月 4 目指定、平成12年11月 21 日追加指定）

員数、指定面積： 165rri + 350rri 

所 在 地：豊橋市西幸町字浜池330

所 有 者：豊橋市

管 理 者 ：豊橋市

保護活舟にかかる事業費：浜池公園屋外展示施設等整備

3,000,000円

とよはし高師小僧フェスタ

1,073,450円

保護活動実施期間：－

補助金：一

委託団体：一

保護・整備の報告書：一

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

高師小僧

豊橋市

交 通 手 段：市立高師台中学校敷地内は見学不可。浜池公園は豊橋駅より豊鉄パス天伯団地線

「サイエンスコア」下車、徒歩 5 分。近隣に駐車場有り。

連 絡 先：〒440-0801 豊橋市今橋町 3 -1 

豊橋市美術博物館電話：0532-51-2879

概要、指定理由 ：

高師小僧とは、地下水に溶けた鉄分が地中の植物の根や茎のまわりに水酸化鉄として付着した褐鉄鉱

の管状・樹枝状のかたまりである。豊橋市南部に位置する高師原台地周辺の渥美層群中から豊富に産出

され、その形から江戸時代より地元では「高師小僧」の名で呼ばれていた。明治28年（1895）に、鉱物学

者の小藤文次郎によってその名が提唱され、一般名称として広く呼ばれるようになった。

同様な鉱物が産出される北海道名寄市と滋賀県日野町では、昭和10年代に国天然記念物の指定を受け

ている。しかし名前の発祥地である豊橋市では、昭和32年に顕彰的な意図のもと、わずか165ぱが県天然

記念物に指定されたにすぎない。さらに旧指定地に隣接して先端技術企業団地であるサイエンスコアが

造成される際に、用地内の一角にある浜池公園内の一部350rriが平成12年に追加指定された。

現在は標識地として、高師台中学校校庭と浜池公園の一部が指定されているにすぎないが、高師小僧の

実際の産出範囲はさらに西・南方の野依地区や植田地区、老津地区など広域に及んでいる。

保護の方法：

旧指定地は中学校の校庭内に柵で固まれた状態で保存され、そこだけは造成を免れて旧地形が保存さ

れている。一方浜池公園の追加指定地は、公園の余剰地を利用したもので旧地形は留めていない。ここ

では断面に高師小僧が露出するなど、実際の産出状況をその日で見ることができる。なお、高師小僧の表

面採集は特段制限していない。

活用、普及事業 ：

浜池公園の造成に際して、豊橋市役所工業勤労課が豊橋市自然史博物館の協力を得て、高師小僧を含む

士層はぎ取りの屋外展示施設、ならびに説明表示板を設置した。展示施設は、樹脂強化した士層のはぎ取

り断面をアクリル展示ケースに収めて屋外展示したもので、旧指定地に自由に出入りできない代わりに、



高師小僧の産出状態を断面で観察できる分かりやすいものである。

また平成18年度には、市民の高師小僧への関心をうながすことを目的に、豊橋市自然史博物館が「とよ

はし高師小僧フェスタ」を開催した。 市民向けのシンポジウムをはじめ、高師小僧を使用した「たたら

製鉄法」による製鉄実験、市民が採集した高師小僧を同館に出品・展示する「高師小僧コンテスト」、高師

小僧の露出地を小学生と学芸員が探索する「高師小僧調査隊」など、さまざまな視点から高師小僧を取

り上げたイベントが催され、事業の最後には報告書も刊行された。

課題：

広域に産出する鉱物であるため、特別な保護措置を必要としない一方で、農業用地等による造成工事に

よって旧地形が失われていく現状がある。 「高師小僧」の名称の発祥地として、国昇格指定を含む広域保

護をはかることが望ましい。

高師台中学校校庭の指定地

浜池公園の指定地

屋外展示施設 「とよはし高師小僧フ工スタ」報告書
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中央構造線長篠露頭
指定区分：市指定天然記念物（平成19年 4 月 23目指定）

員数、指定面積： 109rri'

所有者：個人

管 理 者：新城市

保護活用にかかる事業費：平成20年度 497,000円

保護活動実施期間：平成20年度に遊歩道の整備や見学用テラスの設置

補助金：－

請負団体・業者：地元業者

備董・整備の幸陪書： －

条例・規則：

公開状況：常時、見学可

交通手段：豊JI II.Cより国道151号を北上し、車で40分

連 絡 先：干441-1392 新城市字東入船 6 -1 

新城市教育委員会文化課 電話：0536目23 7655 

新城市

概要、指定理由：中央構造線の外帯の三波川変成帯の結晶片岩の上に、内帝の領家変成帯の花同岩源圧

砕岩が衝上し覆いかぶさっている様子の分かる、中央構造線の観察に非常に適した場

所である

保護の方法：－

活用普友事業：鳳来寺山自然科学博物館で見学会等を実施

課 題：活用方法を検討する必要がある。

近景 （上半部 〔白色〕：内帯、下部 〔黒色〕：外帯）



煮え淵及び預り測のポットホール
指定区分：県指定天然記念物（昭和63年11月 11 目指定）

員数、指定面積 ： 2 か所

所 在 地：東栄町大字下回字川角及び東薗目字アセモ立地内

所 有 者：東栄町

管 理 者 ：東栄町

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間 ： －

補助金： 一

委託団体： －

備董・整備の幸陪書 ：

条例・規則：一

公開状況：特に規制なし

交 通 手段：JR飯田線東栄駅下車 町営パス利用常磐橋下車徒歩 5 分

連 絡 先：〒449-0214 東栄町大字本郷字大森 1

東栄町教育委員会社会教育係電話：0536-7 6-1266 

東栄町

概要、指定理由 ： ポットホールとは河川浸食による地形の一種で、岩盤の窪みに入った石が水流によっ

て回転し、長い年月の聞に次第に円形の穴に拡大して生じたものである。

約 1 億年前に生成された花両岩の岩盤上の節理や弱線に浸食作用が加わって生成され

たもので、しかも生成の古いものから新しいものまで多数のポットホールを有してお

り、その過程の記録をよくとどめており、地質学的あるいは地形学的にも貴重なもので

ある 。

保護の方法：町により吊り橋などが設置されると共に、清掃・除草など指定地周囲を定期的に管理・

保護している 。

活用普及事業： －

課 題：景勝の存在価値を広く P Rする手段を検討中。

ポットホールの近景
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．臥・

? 飼育さきれる天然記念r物

2 四尾の地金一県指定天然記念物：「人工調色1，：：ヵ1~］予あがる唯λの金魚ー
「地金j とはもともとムその地方巧、独自に改良された金魚、のことをいう。「四尾の越金j の名は、他地域、
固有の金魚と区別するために付町られた？もので、が愛知県内で、はI地金」といえばと旬ここの金魚を指し
ている。

四尾の地金の特徴はよ ” ド：,,, ' .¥ 

①後ろから見た場合、蝶が羽根を広げた立すeな優美香尾ひれ ；（孔雀尾’むいう） え持つ五 a ‘
②白地に胸、腹、背、カジJ尾の各「ひれ」と口元、実質＇ $1，（五らぶた〉 だけが赤の特殊な文様構成
が代表的である。純白な体色と鮮やかな赤、そしそ孔雀尾が優l美な姿を演出すぎ独特の金魚で、一度そ
の姿を自にすれば強い印象を受けることだろう J
ところで、地金の独特の文様構成比自然発色ーはなく、人工調世によるものセ、ある 。 その方法は、色変

わりしはじめた稚魚の鱗や皮をヘグや小指の爪などを引使っ＼で素早；て はま取るとい lう、金魚、にとっては過
酷な方法である。はぎ取つた部分：」にこは色がのら：ず、 f変』5美しい白色を呈？する·？ 当然稚魚は弱るので迅速
に仕上げなければならないカ宝iその反面、飼育者に lま繊細な作業が求！的られるこtと tこなる。余談になるが、
筆者は高校生のころに調色イ主業を．実見じ，たこと栂あり i岬
させる必要があつた。 1週間から i6' i日間ほどT色が落ち着‘く ど！のことだ、っ た。
その姿形ばかりでなく、調色法や飼育法を合め’て、三河J尾張地方で伝統的に生み出されてきた金魚、で

協いきん五、 か

ある。三河地方では舎魚愛好者（「愛錦司 （金）家」ともいう） の団体があり、盛んに品評会が開催されて
いる。 まさに地域を特色づ、ける文化遺産といァても過言ではないだろう。

3 蓑曳鶏一国指定天然記念物：後継署不足へゐ悩み－ aお
蓑曳鶏は、江戸時代の中ごろに三河地方の愛鶏家によって生み出された観賞用の和鶏である。 中国産

の小国鶏とタイ産いの軍鶏（シャモ） ， の交配種と考えられてきたが、近年の遺伝解析によって東南アジア
系の可能性が指摘されている。 「蓑毛」と呼ばれる長さ5ocmほどの尾羽が特徴で、ふさふさとした尾羽
を引きずりながら優美に歩く姿が人々に愛され、昭和is年（1940）、 に国の天然記念物に指定された。 体

形は小型の軍鶏に近く、羽の色によ って 5 種実に分けられているo' ' ＂＇作
かつては三河と遠江地方在中心に愛好され、一時は三河地方だけでも.1500羽が飼育されて川た。 l しか
し近年、遠江地方ではほとんど見られなくなり、三

河地方でも飼育数は激減している。専用の鶏舎の ザ
設置や病気予防のための特殊な餌なよ、飼育に芋
聞がかかるためとしyミわれ、先ごろ後継者減に悩む

豊橋市在住の愛鶏家の記事が新聞に掲載された

（中日新聞東三河版平成22年6月 1 日記事 「優美
な地鶏を絶やさぬように 蓑曳鶏育てて」） 。 飼育
の中心地だった東三河地方で払現在は 2入の愛＂＇

鶏家によって30羽ほどが飼育されているにすぎな

しミ。

（岩原剛：豊橋市教育委員会）
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中

一般公開名古屋市国名古屋市｜毘名古屋城二之丸庭園

名古屋市 ｜禁物｜名古屋市
旧 f年魚市潟j 展望地 i名古屋市 ｜市 ｜白蓮寺
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名勝・天然記念物

愛知県教育委員会をはじ
め、国土交通省など関係機
関と調整して保護活動を
実施

自牽寺3 

春の花見に利用される作成中国・一宮市 ｜愛知県国一宮市
木曽川堤 （サクラ）

4I131 
※江南市と共通

瀬戸市

愛知県

瀬戸市

国

市

市

瀬戸市

瀬戸市

石樋

目鼻石

5 

6 

看板設置、毎年「内津文化
財祭J を開催

。庭園管理と樹木の萌定内々神社内々神社春日井市 ｜県7 1171 内々神社庭園

管理計画は、保存管理計画

には該当しない

文化財であるサヲラへの

愛着や郷土の歴史への
理解を深める目的で、平
成2 1 年度に、地元小学生
に桜の樹穫等を記したプ
レートを作成してもらい、
取付けを行なった

看板設置

看板設置

今後有識者を交えて江南

市における「木曽川堤（サ
ワラ） J の保存管理計画を
策定する予定である

特になし

。

名勝木曽川の管理計画に基
づく現状変更許可

愛知県教育委員会が管理マ
ニュアJレを作成、平成20·

21 年度に天然記念物保護

普及啓発事業を実施。 江南 lo
市では、平成21 年度緊急雇
用創出事業にて勢定作業を
行った

国－市・個
｜犬山市

人等

愛知県国

国

国

犬山市

江南市

木曽川

木曽川堤（サクラ）
9 I 131 

※一宮市と共通

8 

諏訪神社

大仏寺

諏訪神社

大仏寺

市

市

万葉の歌碑 ｜東海市

緊楽園大仏及び境内地｜東海市

10 

11 

名勝天然記念物
蓮華寺による清掃、除草、劃

定
蓮華寺蓮華寺県あま市1 2121 1 蓮華寺庭園

三河

ガイドボランティ 7団体

による観光案内

史跡八橋かきっぱたまつ
りの実施ガイドボラン

ティア団体による観光案

内

ガイドYアの実施

見学道の整備

愛知県・国 l愛知県・国市豊田市大滝

草刈、樹木の関定市市県知立市2 1 251 八橋伝説地

観光課管理

登山道整備

。

。

。

カキツパ，，の育成管理

復元整備

日常管理
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。天然記念物一覧表尾張

~彊｜圃圃圏直圃園｜開園圃｜ 融・｜ 植・物・｜ ・・｜ ・i・~置盟｜ 国・｜ 蜘・・｜ ・｜・蛸拡物・1·冨軍国i E盟国｜ ・醐語置・｜ 支設・柱置・1樹圃木匡 ｜園四墨田｜ ・｜・醐・｜・その他聞｜ 朝団圏

単木
並木 自問

週地 自生地 その他 生息地 その｛也
イ呆誼

その他
・社集 群落 団体

1 名古昼埴のカヤ 名古屋市 国 。 名古屋市 名古屋市 。 。 。

2 オガタマノキ 名古屋市 市 。 個人 個人 。

3 宝珠践のイヌナン 名古屋市 市 。 宝珠院 宝珠院 。

4 大乃住神社のボダイジュ 名古屋市 市 。
大乃伎神社事 大乃性神社奉

。

賀会 賢会

5 村上祉のクスノキ 名古屋甫 T行 。 八帽社 八幡位 。

6 木笹川！I （サクフ） 一宮市 国 。 国一宮市 量知県 。 。

7 起の大イチョウ 宮市 県 。 大明樽社 大明神社

8 起のヤマガキ ー宮市 県 。 大明神社 大明神社

9 河鑓のドウダン書写 宮市 市 。 個人 個人

10 起のイブキ 一宮市 市 。 個人 個人

11 起宿披本陣のイブキ 一宮市 市 。 個人 個人

12 鞘江のイチョウ 宮市 市 。 踊江神社 鞘江神社

13 酉萩原のクロガネモチ ー富市 市 。 神明神社 神明神社

14 地蔵寺町イチイガシ 一富市 市 。 地蔵寺 地蔵寺 。

15 玉野のシフカシ 宮市 市 。 八錨神社 八剣神社

16 光願寺のコウヤマキ 富市 市 。 光願寺 光朗寺

17 出先のムクノキ 一宮市 市 。 神明社 神明ネ士

18 法惜寺のタブノキ 一宮市 市 。 法fii寺 法｛書寺

19 右富田クロガネモチ 一宮市 市 。 神明社 神明社

20 島村のクロガネモチ 宮市 市 。 個人 個人

21 長曹寺のカイズカイブキ 一宮市 市 。 長苦寺 長昔寺 。

22 長醤寺のシダレザクフ 一宮市 市 。 長曹三寺 長茸寺 。

23 三位のイチョウ 富市 市 。 埋治神社 堪治神社

24 玉野のクロガネモチ群 宮市 市 。 八掴神社 八銅神社

25 加納馬場町ムクロジ 一宮市 市 。 日吉社 目吉社 。

26 野見神社のスダジイ 宮下村 市 。 野見神社 野見神社 。

27 百五械のエノキ 一宮市 市 。 神明社 神明社

28 苅安置のムクノキ 一宮市 T恒 。 個人 恒人

29 東埠弁のトチノキ 一宮市 T行 。 情人 個人 。

3C 小寒神社社簿 ←宮市 市 。 小塞神社 小塞神社

31 重吉のケヤキ 宮市 市 。 個人 個人

32 塵園寺のカイズカイプキ 一宮市 市 。 局経圃寺 慶国寺 。

33 常保寺町イチョウ 一宮市 市 。 常保寺 常幌寺 。

34 九日市場のシャシャンポ 一宮市 市 。 白山社 白山社

35 帥奥王寺のスダジイ ー宮市 市 。 帥興寺 砂奥寺 。

36 彊，争寺のクスノキ 一富市 布 。 蓮浄寺 彊浄寺 。

37 宅美神社のヒトYバタゴ 一宮市 市 。 宅美神社 宅美神社 。

38 あずらのクスノキ 一宮市 市 。 個人 由人 。

39 萩原揖地のサイカチ 宮市 市 。 一富市 一富市 。

40 長雷寺のヤマガキ 宮市 市 。 長茸寺 長昔寺 。

41 106 オオサンショウウオ
瀬戸市

国
。 。 。 。

犬山市 種指定 （瀬戸） （瀬戸） （瀬戸）

42 マ1"fタフヨウ 淘戸市 市 。 三社大明神社 三社大明神社 。

43 52 マメナシ 瀬戸市 市 。 調戸市 瀬戸市 。 。

44 イブキ 半田市 県 。 摂取院 領E院 。 。

45 ムクノキ 半田市 市 。 湯島社天王絹 津島杜天王檎 。

46 ソァツ 半田市 ？有 。 常福院 常措院 。

47 クロマツ 半田市 市 。 白山神1± 白山神社 。

48 103 策水池のシデコブン自生地 春日井甫 市 。 春日井市 春日井市 。 。 。 。

49 下新田のフジ 津島市 県 。 個人 個人 。 。

50 津島神社のイチョウ 津島市 県 。 津島神社 津島神社 。 。

51 港島神社のホル トノキ 津島市 市 。 津島神社 津島神社 。 。

52 カジノキ群落 津島市 布 。 津島市 津島市 。 。

53 宮川町のエノキ 津島市 市 。
県立津島高等 県立津島高等 。 。

学校 学絞

54 伊臣家のホルトノキ 湾島市 市 。 個人 個人 。

55 
津島の遭明輔のギンプナ（エ

津島市 市 。
ベツサマ）

56 95 ヒトツパタゴ自生地 犬山市 国 。 個人 犬山甫 。 。 。 。
＂＇与

57 67 多賀神社の社調書 常滑市 県 。 多賀神社 多賀神社 。 。

58 常滑市大野町田イブキ 常滑市 県 。 個人 個人 。

59 イブキ 常滑市 市 。 大著院 大著院 。

60 防風林 常滑市 市 。 常沼市 領戸匡 。

61 ク口マツ｛しゃちほこ） 常，骨市 市 。 多屋区 多屋区 。

62 大野町のイブキ （北） 常，骨市 市 。 個人 個人 。

63 大野町のイチョウ 常滑市 市 。 個人 個人 。

64 高甜寺のツバキ 常滑市 市 。 晶蹴寺 高諸事学 。

65 臨 江商市 市 。 前野天満宇土 前野寛鵡社 。

66 紅縄 江南市 市 。 個人 個人 。 。

67 いちいがし 江南市 市 。 （布袋）八剣社 （布袋）八餅土 。 。

68 いちょう 江南甫 市 。 （島宮）八耕土 （島宮）八鮒土 。

69 むく 江南市 布 。 豊陀畢寺 豊陀躍寺 。

70 あべま き 江南市 市 。 伊賀々原神社 伊賀々原神祉 。

71 ぽだいじゅ 江南市 市 。 天神社 天神社 。

72 むくろじ 江南市 市 。 稲木神社 柏木神社 。

73 いすのき 江商甫 市 。 大明神社 大明抑社 。

74 あおはだ 江南市 市 。 大明神社 大明神社 。

75 くろがねもち 江南市 布 。 高屋御社 高屋神社 。

76 もっこ〈 江南市 布 。 貫通社 王道社 。

77 櫨岸縦 江南市 市 。 量陀羅寺 豊陀羅寺 。 。 。

78 44 彼岸桜 江南市 市 。 久昌寺 江南甫 。 。

79 熊野神社の五枚岩 小牧市 県 。 館野神社 熊野神社 。

80 岩崎，音i車亭の陵 小牧市 県 。 個人 個人

81 日吉神社のクスノキ 小牧市 市 。 宇都宮神社 宇都宮神社 。 。

8> 小牧小学校校底的クロマツ 小牧市 市 。 小牧市（小牧 小牧市（小牧 。 。 。 。

小学校） 小学校）

83 多気＋二柱神社のンイノキ 小牧市 市 。 ＋ニ柱神社 十二位神社 。 。 。

※データは平成21 年度末時点のもの

134 



園~彊置・・圃｜ 噛掴｜臨圃｜植・物・｜ ・・｜ ・・｜ ・固｜ Eヨ｜ ・・｜動・物 ・｜ ・・｜ 地拡・物質 ・｜ 霊盟国｜ 置翠圏・｜ ・看設板置・！ ・支設柱置・｜ 樹・木医~盟回惚圏｜ ・・｜ ・関車・｜ そ・の他圃｜ 輔圏

単木
並木 自然

温地 自生地 その他 生息地 その他
保諮

そ刷也
ネ土鍍 群落 団体

84 97 大草のマメナシ自生地 小牧市 市 。 小牧市 小牧市 。 。 。 。 。

85 貴船神社のアベマキ 小牧市 T行 。 八幡社 八幡社 。

86 高野馨健樹 稲沢市 市 。 大線南区 大塚南区 。 。

87 担杏 手raR市 干行 。 個人 個人 。 。

88 ムクロジ 稲沢市 T行 。 性海寺 性海寺普 。

89 イブキ 稲沢市 市 。 牲海寺 性海寺 。

90 ムケノキ 稲沢市 市 。
八幡社

神社菅理者 。 。
（大理北）

91 サザンカ 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

92 シイノキ 稲沢市 市 。 八~11'士 神社管理者 。 。

93 イブキ 稲沢市 市 。 善帽寺 善福寺 。 。

94 ムク ノ キ 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

95 サツキ 平正上沢市 ？行 。 恒人 個人 。 。 。

96 クロマツ 稲沢市 T行 。 大松保存会 大4剖呆存会 。 。 。

97 シイノキ 福沢市 市 。 塩江神社 神社管理者 。 。

98 イチイガン 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

99 クロガネモチ 稲沢市 市 。 主ノ宮神社 神社管理者 。 。 。

100 モミジ 稲ト沢市 市 。 咽人 冊人 。 。

101 モッコク 稲沢市 市 。 神明社 神社管理者 。 。

1口2 オオムフサキ 稲沢市 市 。 大福寺 大福寺 。 。

102 ムク ノキ 稲沢市 市 。 下津小学桂 下津小学校 。 。

1口4 祐草草寺イチョウ 稲沢市 市 。 拍専寺 祐草寺 。 。

1 口5 金兵衛イチョウ 稲沢市 市 。 恒人 個人 。 。

1口6 栄河童イチョウ 稲沢市 市 。 イ固人 個人 。 。

107 イ ブキ 稲沢市 市 。 咽人 個人 。 。

1日 8 ヒトツ 1<7 コ 稲i尺市 市 。
中柚皇大明神

神社菅理者 。 。
キ士

109 シイノキの群生 稲沢市 市 。 布智神社 神社管理者 。 。 。

110 ナギ 稲沢市 市 。 経蔵寺 経蔵寺 。 。

111 クスノキ 稲沢市 市 。 八幡社（東減） 神社菅理者 。 。

112 つぶらしい 東海市 市 。 観福寺 観福寺 。 。

113 大様 東海市 市 。 大宮神社 大宮神社 。 。 。

114 大様 東海市 市 。 観音寺 観音寺 。 。

115 マ メ ナシ（イヌナシ） 知多市 市 。 稲荷神社 稲荷神社 。 。 。

116 マメナシ 尾張旭市 市 。 尾張旭市 尾張旭市 。

117 アイナシ 尾張旭市 市 。 尾張旭市 尾張旭市 。

118 吉賀池適地 尾揖旭市 市 。 尾揖旭市 尾張旭市 。

119 89 豊明のナガパノイシモチソウ 豊明子行 県 。 盛明市 豊明市 。 。 。

120 82 大狭間適地 豊明市 T有 。 個人 豊明市 。

121 121 イタ センl Tラ 日進市他 圃
。

。
イ果務池

。
極指定 設置

122 36 臥龍の松 回選市 市 。 静仙寺 妙曲等 。 。 。 。 。

123 99 立田赤蓮根 量西市 T行 。 霊西市 畳匹前 。

124 東保八崎牡クロマツ 霊西市 甫 。 東保八幡社 東保町 。 。

125 
西枇杷島小学校校匿のク口

清Z頁下村 下行 。
涜彊市教育婁 西枇杷島小学

ガネ モチ 員会 校

126 伊吹木
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。

市

127 彊苦
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。

市

128 亀甲竹林
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。
T行

129 クロマツ
1t名古屋

市 。 長岳院 長岳院 。

市

130 Yブラシイ
1t名古屋

市 。 高田寺自治会 高田寺自治会 。
市

131 とうかえで
北名古屋

市 。 西春中学校 西春中学校 。

下村

132 菩提樹
北名古屋

市 。 西春中学校 西春中学校 。
T有

133 葉師寺の大楠 弥富市 市 。 薬師寺 楽師寺 。 。

134 39 おみよし松 弥富市 市 。 弥富市 弥富市 。 。 。 。

135 一つお宮の松 弥富市 市 。 東揖区 東担区 。 。

136 森津町麗 弥富市 市 。 弥富市 弥富市 。 。 。 。

137 蓮義寺のカヤの木 あま市 県 。 蓮華寺 蓮華寺 。 。

138 下茸津のフジ あま市 県 。 f国人 あま市 。 。

139 七宝町のフ カ ンマキ あま市 県 。 八幡神社 八幡神社 。 。 。 。

140 クロネガモチ 東蝿町 町 。 個人 由人 。 。

141 アベヌキ 束期町 町 。 個人 個人 。 。

142 いちい樫 豊山町 町 。 個人 個人 。 。

143 楠 豊山町 町 。 千松寺 平松寺 。

144 マメナシ 大口町 町 。 天神社 天神社 。

145 山柿 大口町 町 。 小口神社 小口神社 。

146 山茶花 大口町 町 。 個人 個人

147 イ口ハモミ ジ 扶桑町 町 。 個人 個人 。

148 山郡神社のケヤキ 扶桑町 町 。 山郡神社 山那神社 。

149 54 須成龍照院イチョ ウ 聾江町 町 。 龍開院 龍開院 。 。 。 。

150 チ号入中部神明社イチョウ 置江町 町 。 舟入中部神明社 舟入中部神明社 。 。 。

151 楠 （ 2 本） 阿久比町 町 。 宮津熱自社 地元区長 。 。

152 83 板山葛根温地 岡久比町
来指

。 個人 阿久比町 。 。
宜

15" 極楽寺の楠 東浦町 町 。 極楽寺 極楽寺 。

154 イ衰え智神社大楠の森 東浦町 町 。 伊久智神社 伊久智神社 。

150 地蔵院のイブキ 東浦町 町 。 伝宗院 地蔵院

156 羽g神社の社叢 南知多町 国 。 羽豆神社 羽E神社 。 。

157 110 絹の山ウ繁殖地 美浜町 国 。 美浜町 美浜町 。 。

158 間奈志神社のホルトノキ 美浜町 県 。 同事志神社 阿奈志神社 。 。

159 73 壱町田湿地植物群落 武豊町 県 。 武豊町 武豊町 。 。 。

160 48 白山社のクロガネモチ 武豊町 県 。 白山社 白山社 。 。 。 。

161 クス ノ キ群 武豊町 町 。 八幡社 八幡社 。

162 ウバメガシ 武豊町 !!lJ 。 教福寺 教福寺 。

※テ一歩は平成2 1 年度末時点のもの
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。天然記念物一覧表三河

植物 動物
地質 看板 支柱 樹木匡 回裡 環境

その｛也
鉱物 設量 設置 等昔会断 作業 整備

単木
並木 自出

湿地 自生地 その他 生息地 そ¢イ也
保護

そ¢他
社務 群落 団体

石巻山石庇岩地植物群落 豊橋市 国 。 石巻神社 石巻神社 。

2 お葉っきイチョウ 豊橋市 県 。 飽璃院 磁調院 。 。

3 128 高師小僧 豊橋市 県 。 豊橋市 豊橋市ほか 。 。 。

4 69 望室毛温原 豊橋市 県 。 豊橋市 豊橋市 。 。 。 。

5 玉泉寺のナギ 豊橋市 市 。 主泉寺 王泉寺 。

6 春日神社のマキ 豊橋市 市 。 春日神社 春日神社 。 。 。 。 。

7 普門寺の大スギ 豊橋市 市 。 普門寺 普門寺 。 。 。 。

8 長楽のヒノキ 豊橋市 市 。 長楽寺 長楽寺 。 。

9 93 
ナガパノイシモチジウ自生

豊橋市 T信 。 豊橋市 豊橋市 。 。 。 。
t世

10 45 野依八幡杜のシダレザクフ 重量橋市 市 。 野依八幡社 野依八幡杜 。 。 。 。 。

11 112 岡崎ゲノジボタル発生地 岡崎市 国 。
霊知県岡崎 霊知県岡崎

。 。
布 市

12 寺野の大クス 岡崎市 県 。 寺野楽師堂 宅宇野楽師堂 。 。

13 切山田大スギ 岡暗市 県 。 皇太神社 皇太枠社 。 。

14 
ごばん山第三三紀末波蝕巨蝶

岡崎甫 市 。 個人等 個人等
群

15 聖善寺のしだれ庁出 岡崎市 千台 。 聖善寺 聖蕃寺 。 。

16 白山神社の大くす 岡崎市 下行 。 白山神社 白山林＋土 。 。

17 士昌偉墨の松 岡崎市 F行 。 。 岡崎市 岡崎市 。 。 。 。 。

18 法蕨寺の揖 岡崎市 市 。 法蔵寺 法蕨寺 。

19 藤Illのまつ並木 岡崎市 T行 。 岡崎市 岡崎市 。 。 。

2r. 42 奥山田のしだれ柑 岡崎市 市 。
奥山図のしだ 奥山図のしだ

。 。 。 。
れ修唱存会 れ桜保存会

21 石神のちょうせんがや 間崎市 市 。 幅人 個人等 。

2? 大樹寺のしい 岡崎市 市 。 大樹寺 大樹寺 。 。

23 50 五万石ふじ 岡崎市 市 。 岡輔市 間崎市 。 。

24 見返りの大スギ 岡崎市 市 。 王恩寺 天思寺 。

25 草山の大スギ 岡崎市 市 。 諏訪神社 諏訪神社 。

26 牛乗山第三紀末世蝕巨撰若手 岡崎市 市 。 楽師寺 楽師寺 。

27 瓶井神社の大ケヤキ 岡時市 市 。 盟井神社 甑弁神社 。

28 才票のイチイガン 岡崎市 市 。 白髭神社 白髭神ネ土 。

29 才栗のムクノキ 岡崎市 市 。 個人 個人 。

3n 調淵索差鳴神社社葺 岡崎市 市 。
調淵素壷鳴神 調淵素壷鳴神

。

ネ土 社

31 法龍寺のイヌマキ 岡崎市 市 。 法龍寺 法薗寺 。

32 浄光寺のイチョウ 岡崎市 市 。 浄光寺 浄光寺 。

33 切越の夫婦ヒノキ 岡崎市 市 。 調佐之男社 須佐立男社 。

34 矛原沢神明富社叢 岡崎市 市 。 個人 個人 。

35 
山中八曙宮のヒメハルゼミ

悶階市 ？行 。 山中八幡宮 山中八幡宮 。
生息地

3E ゲンジポヲ Jレ 岡崎市 市 。
霊知県 。岡崎 霊知県岡崎

。 。
市 市

37 瑞童寺クロガネモチ 岡崎市 T行 。 瑞雲寺 瑞雲寺 。

38 山中八幡宮のクスノキ 岡崎市 市 。 山中八幡宮 山中八幡宮 。

39 浄光寺のハマポウ 同断市 市 。 ，争光寺 浄光寺 。

40 51 とよとみ梨 岡崎甫 市 。 由人 個人 。 。 。 。 。

41 
キンノウヱトタテグモ生息

岡崎市 7右 。 岡崎市 岡崎市 。
会也

42 牛久保のナギ 豊川崎 国 。
熊野神社（下 熊野神社（下

。
長山町） 長山町）

43 58 御油のマツ並木 豊川市 国 。 霊知県他 豊川市 。 。 。 。 。 。 。

44 40 宝円寺のシダレザクフ 豊川 ｜市 県 。 宝円寺 宝円寺 。 。 。 。

45 
i~鹿神社奥宮（本宮山）の

豊川市 県 。 砥鹿神社 砥麗神社 0 
投書

46 砥鹿神社のケヤキ 豊川市 県 。 砥鹿神社 砥鹿神社 。 。 。 。

47 王林寺のクス 豊川市 市 。 王林寺 玉林寺 。

48 観音寺手の大クス 豊川市 市 。 観音寺 観音寺 。

49 熊野神社のフジ 豊川市 市 。
熊野神社（脚 熊野神社（梱

。

津町金野） 津町金野｝

50 
富路山コ7プフツツジ自生

豊川市 市 。 豊川市 豊川市 。

t也

51 杉森八幡社のクスノキ 豊川市 市 。 杉森八幡社 杉森八幡社 。

52 普イ主寺のヤマモモ 豊川市 市 。 善住寺 善佳寺 。 。

53 西日月寺のモッコケ 豊川市 市 。 西明寺 西明寺 。

54 帯川のホタ ！＇ 豊川市 市 。 大木区 大木匡 。

55 正法寺のワビスケ 豊川市 市 。 正法寺 正法寺 。

5R E法寺のイヌマキ 盤J II市 下村 。 正法寺 正法寺 。

57 畏福寺のヤマザクフ 豊川市 市 。 長福寺 長福寺 。 。

58 関川神社のクスノキ 豊川市 下行 。 関川神社 関川 ｜神社 。

59 カシワ 豊川市 市 。 偶人 個人 。

60 江島神社のクスノキ 豊川市 子行 。 江島神社 江島神社 。

61 服輯神社のツガ 豊川市 市 。 服描縛社 掘輯符松 。

62 
官士神社のミツパツツジ自

重量川市 市 。 富士神社他 冨士神社他 。

生地

63 広幡神社のヤマモモ 豊川市 市 。 広幅神社 広幡神社 。

64 灰野のナシ 豊川市 市 。 個人 由人 。

65 灰野のヤブニッケイ 豊川市 市 。 イ関人 個人 。

6R 松沢寺のヤマザク7 豊川市 市 。 松沢寺 松i尺寺 。 。

67 調；掌神社のクスノキ 豊川市 市 。 櫛津神社 御津神社 。

68 大日在日来堂の7ベマキ 量川市 市 。
相津町広右越 御津町広右越
1111~ 也 1 1 1姐他

69 財賀寺のヒメハルゼミと生息地 豊川市 市 。

70 冊；章山のヒメハルゼミの棲息地 豊川市 市 。 。

71 盤根神社の杜叢 豊川市 市 。 事韓神社 聾韓神社 。

72 財賀寺のツガ 豊川市 市 。 財賀寺 財賀寺

73 長尊繁童鳴神社のクスノキ 豊川市 市 。 索壷鴨神社 繁華鴨神社

74 西方寺のクロマツ 碧南市 市 。 酉方寺 酉方寺 。 。 。

75 置減神社のケヤキ 碧南市 市 。 霞浦神社 宮浦神社 。 0 
76 広務園のフジ 碧南市 市 。 個人 個人 。 。 。

77 85 小堤西池のカキツパタ群落 刈谷市 国 。 判昔市 ~II昔前 。 。 。 。

※データは平成21 年度末時点のもの
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単木

並木 自措
温地 自生地 その他 生息地 その他

保護
その他

・社鍛 群落 団体

78 クスノキ（尊光寺） メj谷市 子有 。 3写光寺 事光寺 。 。 。

79 ンイ（粂蓮寺） 別谷市 市 。 乗蓮寺 乗蓮寺 。 。

80 揖段山白球状花街岩 豊田市 園 。 豊国市 豊田市 。

81 八柱神社の篠 豊田市 県 。 八柱神社 八柱神社 。

82 琴平町シデコブン自生地 豊田市 県 。 冊人 個人

83 巴川町匝穴 豊田市 市 。 霊知県 霊知県 。

84 J\l主神社の検 豊田市 市 。 八位神社 八桧神位 。

85 挙母神社の繍 豊田市 市 。 挙母神社 挙母神社 。

86 若宮神社の檎 豊田市 市 。 若宮八幡社 若宮八幡u 。

87 シフヒゲソウ自生地 豊田市 市 。 個人 個人 。

88 ウシモッコ 豊田甫 市 。

89 カワパタモロヨ 豊田市 市 。

90 杉本の貞観スギ 豊田市 国 。 豊田市 豊国甫 。 。

91 
八幡のサクフイソウ ツク

豊田市 県 。 八幡神社 八幡神社 。 。
パネ自生地

92 時殺のイチョウ 豊田市 県 。 神明神社 神明御社 。

93 伊融神社の社集 豊田市 県 。 伊惜神社 伊熊神社 。

94 しだれざくら 畳随所 市 。 個人 個人

95 かや 量回市 市 。 個人 個人

96 かや 豊田市 市 。 ｛掴人 由人

97 百日証 豊田市 ？行 。 閑躍調町 閉躍瀬町 。

98 かごの木 豊田市 市 。 津島神位 津島神社 。

99 七色木 豊田市 市 。 津島神社 津島得社 。

100 すぎ 豊田市 市 。 話眼寺 蕗眼寺 。

101 けやき 豊田市 市 。 個人 個人 。

102 ひのき 豊田市 市 。 個人 個人 。

103 すぎ 重量田市 市 。 津島神社 津島神社 。

104 たらよう 豊田市 市 。 個人 個人 。

105 いちょう 豊田市 市 。 常福寺 常福寺 。

106 いちょう 豊図市 市 。 静義神社 妙義神社 。

107 つが 豊田市 市 。 妙義神社 妙義神社 。

108 むく 豊田市 市 。 個人 個人 。

109 すぎ 豊田市 市 。 小馬寺 小肩寺 。

110 すぎ 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

111 ぷな 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

112 ぷな 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

113 いちょう 豊田市 市 。 津島神社 津島神社 。

114 玄武岩 豊因子百 県 。 豊田市 豊田市 。

115 瑞薗寺のンダレザクフ 豊田市 県 。 瑞龍寺 難龍寺 。 。

116 大野瀬の子持カンフ 墾田市 県 。 大野瀬財産区 大野瀬財産匡 。

117 押山のイヌ Yゲ 豊田市 市 。 幅人 個人 。

118 小田木の工ノキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

119 小田木のカヤノキ 豊田市 市 。 咽人 個人 。

120 横川のエノキ 豊田市 市 。 冊人 個人 。

121 東尾のヒイフギ 豊田市 市 。 個人 個人 。

122 
八幡神社のスギヒノキ合

豊田市 市 。 稲矯八幡神社 稲槽八幡神社 。

体木

123 野入神社のスギ 豊也市 市 。 野入神明神社 野入神明神社 。

124 大野瀬神社のイチョウ 豊図市 市 。 大野瀬神社 大野瀬神村 。

125 43 大安寺町シダレザクフ 豊田市 市 。 大宮寺 大宝寺 。 。

126 ＊連野のシャクナゲ 豊田市 市 。 個人 個人 。

127 白山神社のスギ 豊田市 市 。 白山神祉 白山神社 。 。

128 白山神社のスギ 豊図市 市 。 白山神社 白山神社 。

129 吉平田ヒイフギ 豊田市 市 。 個人 個人 。

130 島往寺のクロガネモチ 盛田市 市 。 島往寺 畢往寺 。

131 等願寺のイチョウ 豊田市 市 。 等願寺 等園寺

132 白山神社のタブノキ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

133 花沢のケヤキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

134 大林のケヤキ 豊田市 市 。 洞泉寺 洞泉寺 。

135 現有のカヤ 豊田市 市 。 個人 個人 。

136 小松野のカヤ 豊田市 市 。 個人 個人 。

137 平瀬のヒノキ 豊田市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

138 大林のヤマザクフ 畳間市 市 。 個人 個人 。

139 羽布のブナ 豊田市 市 。 個人 個人 。

140 小原村前洞ホフのシキザクラ 豊田市 県 。 個人 佃人 。 。

141 田代の二窓スギ 盛田市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

142 ;r:田のシフ力シ 重量田市 市 。 八幡神社 八帽神社 。

143 大洞のスギ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

144 賀毘原神社のスギ 豊田市 市 。 賀理原神社 賀茂原神社 。

145 大平のサカキ 隻田市 市 。 白山神社 白山神祉 。

146 大平のヒノキ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

147 峰森神社のコウヤマキ 隻田市 市 。 餓森神社 健森神社

148 大澗のツガ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

149 宮代のハチヤガキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

150 草平のカゴノキ 豊田市 市 。 盤期神社 鐘問神社 。

151 上仁木飯酷神社のアフカシ 豊田市 市 。 開肪神社 諏訪神社 。

152 大草目通しのヒノキ 豊田市 市 。 熊野神社 楕野神社 。

153 I tイケイソウ 豊囲下行 市 。 小原北町 小原北町

154 団代のナナイロノキ 豊国市 F行 。 個人 個人 。

155 被垂れザクフ 費国市 市 。 個人 個人 。

156 ボダイジュ 豊田市 F行 。 数量寺 教聖寺 。

157 イチョウノキ 豊田市 F付 。 教醒寺 教聖寺 。

158 ベニ工ドヒカン 豊国市 子行 。 個人 倒人 。

159 親子スギ 費国市 ？行 。 盤聞神社 盤日夜得社 。

160 カスミザクラ 豊関市 甫 。 豊田市 豊田市 。

161 宮代のイチイ 豊田市 市 。 個人 個人 。

162 宮itのクスノキ 豊回市 子行 。 幅人 個人 。

163 118 足助のヒメハルゼミ 量豊田市 県 。 。

164 楽園寺のカヤ 豊田市 市 。 楽圃寺 楽園寺 。

165 有洞のサワフ 豊田市 市 。 薬師堂 軍師堂 。

166 平勝寺のスギ 盤館市 市 。 平勝寺 平勝寺 。

167 大目堂のスギ 豊田市 市 。 大目堂 大日堂 。

168 玉置国の一本スギ 豊由市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

※デーヲは平成2 1 年度末時点のもの
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イ呆暗
そのj~

ネ土叢 群落 団体

169 53 四ツ松のアカメ ヤナギ 豊田甫 市 。 四ツ松町 四γ絵町 。 。

170 回振のアベマキ 豊田市 市 。 神明社 神明社 。

171 足助八幡宮のイチョウ 豊田市 市 。 足助八幡宮 足助八幡宮 。

172 足助八幡宮町スギ 豊田市 市 。 足助八幡宮 E助八幡宮 。

173 岩毛去のツガ 豊副市 布 。 宮勝院 安膳院 。

174 山中若宮神社のカン°＇＇写生 豊国市 市 。 若宮神社 若宮神社

175 専麗寺のツバキの生け垣 豊田甫 市 。 事蔵寺 奪甑寺 。

176 尊休寺のイブキ 豊田甫 市 。 3写休寺 尊休寺

177 酉市野々の7カガン 盟国市 市 。 八割抑社 八割神社 。

178 ＝箇のカヤ 盤田市 m 。 個人 冊人 。

179 ニ箇のシフカシ 盟国市 市 。 個人 個人 。

180 折平のコウヨウサン 豊田市 市 。 向閣寺 向崎寺 。

181 1t一色のヒガノザクラ 豊島図市 市 。 金剛寺 金剛寺 。 。 。

182 御作のスギ 豊国市 布 。 八位神社 八位神社 。

183 術作のケヤキ 豊田市 市 。 八位神社 1\1主神社 。

184 調作のサザンカ 豊田市 市 。 個人 個人 。

185 下川口町いちょう 豊田市 市 。 天神社 王神社 。

186 本置寺町イブキ 安崎市 県 。 本誼寺 本語寺 。 。

187 復前のクロガネモチ 安機市 県 。 個人 個人 。 。

188 38 永安寺の量竜の松 宮城市 県 。 永宜寺 永安寺 。 。 。

189 堀内の大イチョウ 安城市 市 。 個人 個人 。 。

190 66 東海道のマツ並木 宮械市 市 。 安機市 安時市 。 。

191 62 桜井神社町クロマツ 宮城市 市 。 桜井神社 桜井神社 。 。

192 西蓮寺町イチョ ウ 安械市 市 。 西蓮寺 商蓮寺 。 。

193 水月号寺町ンイ 宮城市 市 。 水月寺 水月寺 。 。

194 村高の大クス 宮城市 市 。 村晶天神宇土 村品天神社 。 。

195 奪超寺のケヤキ 安械市 市 。 尊超寺 奪還寺 。 。

196 惜閉寺のンイ 安城市 市 。 f！照寺 f~照寺 。 。

197 明法寺のイブキ 安城市 市 。 明法寺 明法寺 。 。

198 神明社の大シイ 酉尾市 固 。 神明ネ土 神明社 。 。

199 116 
西尾のヒメタイコウチ生息

西尾市 県 。 個人（10 名）
西尾市教官書

。 。
j~ 員会

200 西尾のミカワギゼ，，生息地 西尾市 県 。 個人 個人 。

201 米連のセンダン 西尾市 市 。 西尾市
酉尾市教育書

。
員会

202 下永良のパクチノキ 西尾市 市 。 個人 個人 。

203 慶昌寺のイブキ 西尾市 市 。 慶昌寺 慶昌寺 。

204 龍縦寺町カイヅカイブキ 西尾市 市 。 情緒寺 穂積寺 。

205 圏森のマメナシ 西尾市 市 。 個人 由人 。

206 専念寺のクスノキ 西尾術 市 。 専念寺 専念寺 。

207 聖亜寺のイブキ 西尾市 甫 。 置亜寺 聖運寺 。

208 
ニ河地置による葡宮神社の

西尾前 市 。 櫨宮神社 繭宮神社 。
断層

2口9
西尾のカワパタモロコと ウ

西尾市 市 。 西尾市
酉尾市教育委 。

シモツゴ 員会

210 64 実相寺町ニ河クロマツ欝落 西尾市 市 。 実相寺 実相寺

211 32 ＇脅自の大クス 蒲郡市 国 。 蒲都市 蒲都市 。 。 。 。 。

212 八百禽神社社複 蒲郡市 国 。 。 宗教法人 宗教法人 。 。

213 大島ナメクンウオの生怠地 蒲都市 国 。 蒲郡市 蒲郡市

214 ナギの大木 蒲郡市 市 。 法人 法人

215 無量号警の大クス 蒲郡市 市 。 宗教法人 宗教法人 。

216 御堂山のボダイジュ 蒲郡市 市 。 地韓国体 地縁団体 。

217 124 ＝河地躍による地割れ 蒲郡市 市 。 宗教法人 蒲郡？行 。 。

218 貧柳野つげ自生地 新機市 国 。 酎産区 財産区 。

219 甘泉寺のコウヤマキ 新機市 固 。 甘泉寺 甘泉寺 。 。 新塙市

220 乳岩亙ぴ乳岩峡 新械市 国 。 個人等 個人等 。 。

221 馬背岩 新城市 固 。 国土空通昔 県 。 。

222 調山のイヌツゲ 新城市 県 。 個人 個人 。

223 ムカデフン自生地 新城市 県 。 個人 個人

224 ねずの樹 新城市 県 。 個人 個人 。 。 。

225 81 長の山遍原 新機市 県 。 新城市 新城市 。

226 中字利丸山の蛇紋岩植生 新機市 県 。 財産区 財産E 。 。

227 古宮の大ヒノキ 新械市 市 。 清岳の白鳥神社 清盛の白鳥神社 。

228 白鳥神社の大スギ 新械市 市 。 白鳥御社輯社 白鳥得社総社 。

229 子産遭のヒイフギ 新械市 市 。 個人 個人 。

230 大クス 新械市 市 。 日吉神社 日吉神社 。

231 契恭l石 新械市 市 。 財産区 財産区

232 賛柳野かや白木 新械市 市 。 個人 個人 。

233 若宮杜の杉 新械市 市 。 若宮神社 若宮神社 。

234 島回のかやの木 新城市 市 。 個人 個人 。

235 ムクの木 新城市 市 。 続埴布 新城市 。

236 池喝のけやき 新械市 市 。 池立神社 池之神社 。

237 アベマキ 新城市 市 。 貴船神社 置舶神社 。

238 ヒメハルゼミ 新線下村 市 。 石座神社他 石直神社他

239 Pi章自のリュウキュウマメガキ 新機市 市 。 個人 個人 。

240 コウヤマキ自生地 新城下行 市 。 個人 個人 。

241 赤羽H恨のイヌナシ 新械市 市 。 自在寺 自在寺 。

242 善夫のヒイ 7ギ 新城市 市 。 個人 個人 。

243 中河内のフデガキ 新城市 市 。 個人 恒人 。 。 。

244 善福寺のボダイジュ 新嶋市 市 。 善福寺 善福寺 。

245 障子岩岩脈 新城市 市 。 国有林 国有林 。

246 スギ 新城市 市 。 八幡神祇 八幡神社 。

247 団代地の神の態林 新機市 市 。 個人 イ固人 。

248 クロツパメ シジミ自生地 新機甫 市 。 新械市他 新城市他 。

249 有海ミカワパイケイゾウ自生地 新滅市 市 。 個人 恒人 。

250 130 中央構造揖長寵露頭 新機市 市 。 個人 新機下有 。 。

251 ，脅岳向山週原 新機市
来指 。 新城市等 新城市 。 。

宜

252 噛ヶ谷温療 新機市
来指

。 新機市 新城市 。 。

定

253 万福寺のイブキ 知立市 県 。 万福寺 万福寺 。

254 総得寺跡大イチョウ 知立甫 市 。 個人 個人 。

255 大ソテツ 知立市 市 8樹；，り 万福寺 万福寺 。

※デ ヲは平成21年度末時点のもの
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織物 動物
地面 看板 支柱 樹木匡 回哩 環境

そのイ也
鉱物 世置 設置 等罷断 作業 整惜

単木
並木 自然

湿地 自主地 その他 生息地 そのイ也
保謹

そのイ位
ネ土議 群落 団体

256 イ タヒカヅラ 知立市 市 。 個人 侶人

257 知立マツ並木 知立市 市 。 市 市 。

258 ト ネリコ 知立市 市 。 知立神社 知立神社 。

259 宮山原拍林 国原市 国 。 図原市ほか 困原市

260 104 粧のシデコブン 国原市 国 。 個人 田原市

261 ハマポウの野生地 回原市 県 。 掴切自治会 田原市 。 。

262 伊川津のシデコブン 田原市 県 0 馬伏自治会 田原市 。 。

26" 77 黛〉可遍地植物群落 因原市 県 。 困原市 田原市 。 。

264 79 臨七原湿地権哨群落 田原市 市 。 個人ほか 田原市 。 。 。 。

26c 大久保神社のやまももの木 回原市 市 。 大久保神社 大久保神社 。

266 大久保神社の維の木 回原市 市 。 大久保神社 大久保神社 。 。 。

267 46 野田小学校のホル トの木 田原市 市 。 野田進雄社 図原市 。 。 。

268 当行寺の棋の木 田原市 T行 。 当行寺 当行寺 。

269 ハマセンダン 田原市 市 。 田原市 困原市 。 。 。 。

270 ンイの木 田車市 市 。 泉福寺 泉福寺

271 光岩 田原市 市 。 赤羽根西区 赤羽根西区

272 西林寺町大雄 吉良町 町 。 西林寺 菌林寺 。

273 吉良の五本松 吉良町 町 。 円融寺 円融寺 。 。

274 観音寺の江戸櫨棒 吉良町 町 。 観音寺 観音寺 。 。

275 円融寺の大柵 吉良町 町 。 円融寺 円融寺 。

276 55 教蓮寺のイヌマキ 吉良町 町 。 教蓮寺 教蓮寺 。 。 。 。

277 羽荊l神社の双章季大検 吉良町 町 。 羽ヰドJ神社 調不IJ神社 。

278 旧精谷邸σ作白木 吉良町 町 。 吉良町 吉良町 。

279 動善寺のマキ 帽亘町 町 。 培宅奪寺 妙善寺 。 。

280 沖嶋社のタブノキ 幡豆町 町 。 団体 団体 。

281 
ニケ根観音の源平 （紅白）

幡豆町 町 。 三ヶ根観音 三ヶ根観音 。

咲き分けのツバキ

282 126 ニ河地震による地麓断層 さ奪回町 爆 。 幸田町 幸田町 。 。

283 56 福田寺のイヌ クス 設楽町 県 。 福図寺 福田寺 。 。 。 。

284 金龍寺の大書桜 設楽町 県 。 金龍寺 金龍寺 。 。 。 。 。 。

285 八幡宮のスギ 設楽町 県 。 八幡宮 八幡宮 。 。 。 。

286 車川ソヤクナゲ自生地 設楽町 県 。 設楽町 設楽町 。 。

287 八幡神社の大杉 設楽町 関I 。 八幡神社 八幡神社 。 。 。 。

288 東堂神社のトチノキ 詰楽町 町 。 東堂神社 東堂神社 。 。 。 。

289 落羽松もどき 設楽町 町 。 設楽町 設楽町 。 。 。 。

290 景況のヌマスギ 設楽町 町 。 個人 f白人 。 。 。

291 松戸山の神社叢 首楽町 町 。 団体 団体 。 。

292 亙自家のカヤ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

293 八橋のウパヒガン 詰楽関T 町 。 団体 団体 。 。 。 。 。 。

294 原国家のカヤ 設楽町 町 。 個人 ｛個人 。 。 。

295 伊藤家のモミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

296 伊務家のカン 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

297 伊藤章のヒイフギ 設楽町 町 。 個人 イ圃人 。 。 。

298 紫石峠の化石 設楽町 町 。 団体 団体 。 。

299 長江神社の社議 設楽町 町 。 長江神社 長江神社 。 。

300 遠山車のヒノキ 設楽町 町 。 個人 イ国人 。 。 。

301 亀右 吉町粂町 町 。 個人 個人 。 。

3コ2 田代のヒ メ シャフ 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3C3 塩津のマルハノキ 設楽町 国T 。 個人 個人 。 。 。

3口4 今泉家のヒイラギ 設楽町 民J 。 個人 個人 。 。 。

3C5 林軍のカヤ 設楽町 困T 。 個人 個人 。 。 。

306 加護軍のキノモクセイ 設楽町 町 。 個人 情人 。 。 。

307 豊邦のアカガン 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3口8 行入居のンガ 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3C9 向山のウパヒガン 世主町 町 。 個人 個人 。 。 。

310 中町義のユモトマユミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

311 鞍舶の トチ ノ キ 設楽町 町 。 置楽町 設楽町 。 。 。

312 大畑のヒイフギ 設粂町 町 。 個人 幅人 。 。 。

313 空古屋のンキミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

314 空古屋のタムシパ自生地 設楽町 町 。 イ回人 f由人 。 。

315 柿之沢字遣のカキ 設来初T 町 。 ｛国人 個人 。 。 。

316 三七岩地植物群落 設楽町 町 。 俄人 咽人 。 。

317 井の下のサイ カチ 誼楽町 困T 。 恒人 個人 。 。 。

318 上蒜古屋のンクハネガシ 設楽町 罰T 。 ｛囲人 個人 。 。 。

319 モり アオガエル生息地 設楽町 国T 。 個人 個人 。 。

320 よ下留のサザンカ 設楽町 間 。 個人 個人 。 。 。

321 白鳥神社のヒノキ l！主楽関T 関T 。 団体 団体 。 。 。

322 賓の子のカキ 設楽町 町 。 個人 帽人 。 。 。

323 樫の入のモ トゲイタヤカエデ 設楽町 町 。 ｛圃人 個人 。 。 。

324 大矢筈植物群落 設楽町 町 。 設楽町 設楽町 。 。

325 箱jjljのネズコ 設楽町 回I 。 誼楽園T 設楽町 。 。 。

326 面の木織物群落 設楽町 町 。 霊知県 霊知県 。 。 。

327 彊性立男神社の躍杉 東栄町 県 。 調佐立男神社 調佐立男神社 。

328 龍洞院の枝垂桜 東栄町 県 。 龍洞院 龍刷版 。 。

329 下車代のいちい 東栄町 県 。 個人 個人 。 。

330 131 煮え湖亙び預り測のポγ トホー＂ 東栄町 県 。 国（河川） 国（河川II 。

331 中在家の しゃ く なげ 東栄町 町 。 個人 個人 。

332 児童館の綬垂桜 東栄町 町 。 。

333 城山の大黒杉 東栄町 町 。 。

334 しゃ く なげ群生地 東栄町 町 。 。

3'5 柴石 東栄町 町 。

336 名倉のスギ 東栄町 町 。 。

337 諸久保のカヤ 東栄町 町 。 。

338 仏地のンキミ 東栄町 町 。 。

3"9 鴨山のイヌブナ 東栄町 町 。 。

340 鴨山のオオウラジ口 東栄町 町 。 。

341 古戸小の工ノキ 東栄町 町 。 。

342 上票のヒイフギ 東栄町 民T 。 。

343 加久保の生痕化石 東栄町 町 。 。

344 101 川字軍ハナノキ自生地 壷根村 国 。 川字連神社 豊根村 。 。 。

345 豊根のオオトチ 豊根村 キサ 。 団体 団体 。

346 119 ネコギギ 県下 国
。

。
種指定

※テ－＇.＞は平成21 年度末時点のもの

139 



物念『EE－－
回
F
L・
－

濃
慨

県
ヲ
晴

知
勝
時

愛
名
備
発 行日O平成23年3月 11 日

編集・発行O愛知県史跡整備市町村協議会

印 刷。共和印刷株式会社








